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刊行のことば

　国立国語研究所は，昭和23（1948）年の創立以来，国民の言語生活の実態を把握するため

のさまざまな調査研究を行ってきました。その一環として，昭和25（1950）年度に山形県鶴

岡市において個別面接調査を行い，その結果を『地域社会の言語生活一鶴岡における実態

調査一』として報告しています。また，昭和46（1971）年度には，鶴岡市において再度調査

を行い，約20年の間に共通語化がどの程度進行したか，またその社会的要因は何である

かを明らかにしました。その調査結果は『地域社会の言語生活一鶴岡における20年前と

の比較一』として報告しました。

　さらにその約20年後の平成3（1991）年度には，同じく鶴岡市において3回目の調査を

実施しました。20年間隔での3回におよぶ調査の実施は，戦後40年間の言語生活の変化

を記述した，世界的にも類を見ない大がかりな調査です。本報告書は，この3回目の調査

の結果を分析・報告するものです。

　継続調査としての性格上，過去の調査結果と比較することを重要な目標としたために，

質問方法や場面設定はできる限り同一にして調査を繰り返してきました。しかしながら社

会変化や交通手段・通信手段の急激な変化にともなって，市民の言語生活における言語使

用場面が多様化している可能性が指摘され，そのことを検証するために平成4年度には鶴

岡市民を対象に場面差調査も実施しました。加えて，同年，伝統的な鶴岡方言の記述に関

する調査研究も実施し，これらについては，『鶴岡方言の記述的研究』（国立国語研究所報

告109・1），『方言使用の場面的多様性』（内部資料）として刊行しています。

　これらの一連の調査研究は，研究課題名「地域社会の言語生活一鶴岡市における戦後の

変化一」（課題番号：03301060，研究代表者：江川　清）として文部省科学研究費補助金

（総合研究（A））の交付を受けて実施したものです。調査には国立国語研究所の所員をは

じめ，多くの研究者の参加を得て共同で行いましたが，報告書執筆は，このうち，フェリ

ス女子大学　佐藤亮一名誉教授，広島国際大学　江川清教授，明海大学　井上史雄教授（い

ずれも現職）と，所員の米田正人が担当しました。

　調査を進めるにあたっては，直接調査に応じてくださった鶴岡市民の皆さまの御協力が

不可欠のものでした。また，前回，前々回同様，鶴岡市役所，同教育委員会，および市立

図書館関係者等に大変お世話になりました。これらの御協力，御厚意に対して，改めてお

礼を申し上げます。

　本書が日本語研究や国語施策等の分野で広く活用されることを願っています。

平成19年3月

独立行政法人　国立国語研究所長

　　　　　　　　　　　　杉戸　清樹
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1　　調査研究の概要

1 調査研究の概要

1．　調査研究の目的

　国立国語研究所では1950年度と1971年度の2度にわたって文部省科学研究費補助金

の交付を受け，山形県鶴岡市において地域社会における方言の共通語化を中心とする言

語生活の実態調査を行った。それにより，戦後四半世紀間の急激な社会変化の中で方言

が共通語化していく過程について，その実態や社会的な要因との関係を明らかにした。

　本研究では，前回，前々回の成果を受継ぎ，1991年度に鶴岡市においてほぼ20年間

隔となる3回目の調査を実施し，戦後40年間におよぶ共通語化の過程についての客観

的資料を得た。さらに翌1992年度には，方言使用／共通語使用の「場面的多様性」を

把握することを目的とした「場面差調査」を実施するとともに，共通語化の過程を見る

上で前提となる伝統的方言の記述を目的とした「方言記述調査」を実施した。これらの

調査研究は，研究課題名「地域社会の言語生活一鶴岡市における戦後の変化一」（課題番

号：03301060，研究代表者：江川　清）として文部省科学研究費補助金（総合研究（A））

の交付を受けて実施した。方言記述と場面差調査については2．2で示すようにすでに報

告がなされており，本報告書は1991年度に実施された継続調査の結果について報告す

るものである。

2．　調査の実施

2．1継続調査（ランダムサンプリング調査，パネル調査）（1991年度）

　　　鶴岡市における戦後の共通語化の過程を把握するために，前回，前々回の共通語化

　　調査と厳密な比較のできる形での継続調査を1991年度に実施した。継続調査は，鶴

　　岡市民の言語生活の変化を探る「ランダムサンプリング調査」と鶴岡市という地域社

　　会で生活する個々人の変化を探るための「パネル調査」に大別される。以下ではまず

　　それぞれの調査で対象とした被調査者について述べる。

　　（1）ランダムサンプリング調査の被調査者

　　　住民基本台帳から無作為に500人を選定した。サンプリングの対象は，大正10

　　年（1921年）11月1日から昭和51年（1976年）10月31日の間に生まれた人に限定し

　　　た（満年齢で15歳から69歳）。サンプリング作業は米田が担当し，10月中旬鶴岡

　　市役所に赴いてすべての住民基本台帳から88人おきに500人の氏名，住所，性，

　　生年月日を書き写す作業を行った（スタートの位置は乱数によって決めた）。住民票

　　　に関する市職員の業務の邪魔にならないよう配慮しての作業であったため，サンプ

　　　リング作業には3日間を要することとなった。
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（2）パネル調査の被調査者

　　パネラーの追跡に関しては鶴岡市役所の全面的協力を得ることができた。前回，

　前々回の被調査者に関する氏名，性，年齢，住所等の一覧リストを作成し，あらか

　じめ市役所市民課に所在確認を依頼することが許された。その結果368名におよぶ

　市内在住者が確認された。

　　　本調査，および補充調査の実施により，ランダムサンプル405人（回収率81．0％），

　　パネルサンプル314人（回収率85．3％）の回答を得ることができた。

　　　調査方法は，個別面接調査と郵送留置自記式によるアンケート調査（言語生活調査）

　　の併用方式であったが，パネル調査ではアンケート調査を省略した。

　　　ランダムサンプリング調査，パネル調査とも実査は1991年11月22日（金）～30

　　日（土）の9日間（本調査）で行われたが，その期間に調査できなかった対象者もで

　　きるだけ調査して回収率を高めるため，1992年2月19日（水）～25日（火）の7

　　日間で補充調査を行った。ランダムサンプル405人中，本調査で回答を得られたのは

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　376人，補充調査では29人であ

　　　　　った。回収票の男女比を本調査と
　　　　　補充調査で比較する，本調査で回
　　　　　収率の低かった男性が補充調査で
　　　　　は逆に回収率が高くなり，本調査
　　　　　で回答者の少なかった男性を補充
　　　　　することができた。
図1－1　本調査と補充調査における回答者の男女差

　なお，ランダムサンプリング調査，パネル調査それぞれにおける回収不能の理由は，

以下のとおりであった（ランダムサンプリング調査の不能者95人，パネル調査50人）。

ランダムサンプリング調査：接触できず24人，拒否18人，長期不在16人，

　　　　　　　　　　　多忙13人，病気7人，障害6人，転出4人，その他7人

パネル調査：病気18人，拒否16人，接触できず6人，長期不在3人，その他7人

　ランダムサンプリング調査やパネル調査に対して上述のように高い回収率が得られた

要因としては，調査員個々人の頑張りもさることながら，前回同様，鶴岡市役所や地元

マスコミの協力を得られたことがまず第一にあげられよう。被調査者の選定，市の広報

誌による調査協力依頼，ことばの講演会開催等々，鶴岡市役所や同市図書館からは，今

回調査の期間およびその前後でさまざまな形のご協力をいただいた（p．11参照）。さら

に，山形新聞や荘内目報では再三にわたり国語研の調査について大きな紙面を割いて報

道してくださった（p．12参照）。この場を借りて改めて感謝の意を表したい。

　3回の調査における被調査者の規模を図式的に表示すると。次ページ図1・2のような

イメージになる。
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1 調査研究の概要

1950年調査

（第1回）

1971年調査

（第2回）

1991年調査

　（第3回）

一一一一一・・一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一”，一時一一一一一一一一一．〆ニー一一一＾一一一一一一一一‘

図1・2　継続調査の被調査者（ランダムサンプルとパネルサンプル）

言語調査実施にご協力を

　国立国語研究所では、昭和25年と46年

に次ぎ鶴岡市で3回目の言語調査（鶴岡

市民の日常生活における言葉の使い方）

を行います。調査は、市民800人を対象に、

11月20e（水）から約10日間、同研究所の所

員が直接お会いして行われます。質問内

容は簡単なものです。

　市民の皆さんのご協力をお願いします。

※詳しくは、庶務課（e内線315）へ。

　　　　口口　口を
氏②藤内会時　開

場

図
書
館

容
　
講
演
①
「
方
言
の
全
国
分
布
」
…
佐

亮
一
氏
（
フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学
教
授
）
、

「庄
内
の
こ
と
ば
と
文
化
」
…
井
上
史
雄

（東
京
外
国
語
大
学
教
授
）

細
↓
、
誌
勧
演
会

　
　
　
　
　

　
図
書
館
　
禽
2
5
－
2
5
2
5

方
言
と
言
葉
の
文
化
に
つ
い
て
の
講
演
会

を

　
催
し
ま
す
。

］

日
時
　
1
2
月
1
日
刷
午
後
1
時
3
0
分
～
4図1　－3　　広報「つるおか」による調査協力依頼と文化講演会の案内

2．2場面差調査，方言記述調査（1992年度）

　　　社会変化や交通手段・通信手段の発達に伴い共通語化が急速に進む一方，家族や地

　　元の親しい人たちとの間では現在でも方言が普通に使われている場合も少なくなく，

　　市民の言語生活における言語使用場面が多様化している可能性が指摘された。これを

　　受けて，従来の調査では不十分であった場面性，文脈性を付与した検証・補完調査（場

　　面差調査）を行った。この場面差調査は，平成3年度のランダムサンプルとパネルサ
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日刊平成3年（1991年）11月17日（日曜日）

の
実
頗
や
社
会
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要
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朋
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し

て
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。
今
回
は
、
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の
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踏
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、
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続
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鶴
岡
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。
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。
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で
、
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岡
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雷
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．
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各
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ら
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鶴
岡
市
長
選
、
1
7
日
に
投
開
票

個
人
演
説
会
や
小
簗
会
で
政
策

を
訴
え
て
き
た
．
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縫
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（1991年11月荘内日報に掲載された鶴岡調査の記事1・4図

12



1 調査研究の概要

ンプルの中から213名を選定し，最終的に175名から面接調査とアンケート調査の回

答が得られた。調査期間は，平成4年11月17日（火）～25日（水）の9日間であ

った。

　また，鶴岡地方本来の伝統的方言にっいて，音声，アクセント，語彙，文法などの

諸側面を記述する調査を行った（方言記述調査）。被調査者は10名，調査期間は主と

して11月22日から24日の3目間で，場面差調査と並行して行われた。

　これら2種類の調査についての詳細は，以下の既刊報告書を参照されたい。

・国立国語研究所（1994）『鶴岡方言の記述的研究一第3次鶴岡調査　報告1』

　（国立国語研究所報告109－1），秀英出版刊

・ 国立国語研究所（2006）『方言使用の場面的多様性一鶴岡市における場面差調査

　から一』（内部資料）

3．　調査研究の組織

　この調査研究には，以下に示すとおり，国立国語研究所員17名の他に，大学関係研

究者など17名，合計34名が参加した（所属は調査当時のもの）。

　江川　清，米田正人，杉戸清樹，熊谷康雄，相澤正夫，伊藤雅光，前川喜久雄，尾崎

喜光，横山昭一，井上　優，大西拓一郎，池田理恵子，白沢宏枝，辻野都喜江，塚田実

知代，礒部よし子，米田純子（以上，国立国語研究所），

　佐藤亮一（フェリス女学院大），今石元久（広島女子大），井上史雄（東京外語大），高

田　誠（筑波大），真田信治（大阪大），鈴木敏昭（富山大），吉岡泰夫（熊本短期大），

沢木幹栄（信州大），加藤和夫（金沢大），佐藤和之（弘前大），金沢裕之（岡山大），水

野義道（京都工繊大），新田哲夫（広島文教女子大），渋谷勝己（大阪大），篠崎晃一（都

立大），早野慎吾（上智大大学院），堀　司朗（鶴岡市立図書館）。

　各年度のそれぞれの調査に参加したメンバーは以下のとおりであった。

　’L≡。査　1991年実施）

　本調査：江川　清，米田正人，杉戸清樹，熊谷康雄，相澤正夫，尾崎喜光，横山詔一，

　　　　井上　優，大西拓一郎，池田理恵子，佐藤亮一，今石元久，井上史雄，高田　誠，

　　　　真田信治，鈴木敏昭，沢木幹栄，佐藤和之，金沢裕之，水野義道，新田哲夫，渋

　　　　谷勝己，篠崎晃一，早野慎吾，堀　司朗。

　　　　　なお，白沢宏枝，辻野都喜江，塚田実知代，礒部よし子が，鶴岡ホテル内調査

　　　　本部にて調査を統括すると共に被調査者からの苦情，問い合わせ等に対応した。

　補充調査：米田正人，前川喜久雄，吉岡泰夫，水野義道

場面差調査（1992年実施）

　　　　尾崎喜光，杉戸清樹，熊谷康雄，相澤正夫，前川喜久雄横山詔一，大西拓一郎，

　　　　池田理恵子，米田正人，佐藤亮一，井上史雄，加藤和夫，水野義道，新田哲夫，

　　　　渋谷勝己，篠崎晃一

方言記述調査（1992年実施）

　　　　大西拓一郎，佐藤亮一，井上史雄，新田哲夫，渋谷勝己，篠崎晃一
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4．　継続調査（面接調査）の調査項目（1991年調査）

　ランダムサンプリング調査とパネル調査における調査項目は以下に掲げるとおりであ

った。なお，調査項目の配列順，正確なワーディングや調査で用いた提示リストについ

ては巻末の調査票，提示リストを参照されたい。

　音声：唇音性1：「カヨウビ（火曜日）」「スイカ（西瓜）」

　　　　唇音性H：「ヘビ（蛇）」「ヒャク（百）」「ヒゲ（髭）」

　　従来から行われている上記31項目に，

　　ガミ（鏡）」「ショウジ（障子）」「ジェット機」「フォーク」「フィルム」「チケット」

　　「NTT」「PTA」の11項目を加え，さらに方言音に関する「面白い」「教える」

　　の2項目を補足し，計44項目を調査した。

アクセント：「ネコ（猫）」「ハタ（旗）」「セナカ（背中）」「カラス（烏）」「ウチワ（団

　　扇）」の5項目が前回，前々回調査で取り上げられたが，今回は更に「クマ（熊）」

　　「テレビ」「チャンネル」「アメリカ」）の4項目を加え，9項目を調査した。

文法1「起きろ」「勉強しないで」「わたくしたち」「見に行く」「静かなら」「行くか

　　．ら」「行くけれども」「強かったなあ」「亘（応答詞）」「あなたを」「あなたが書亘

　　たのか」といった前回調査の11項目に加え，「わからない」「朝寝をしたい」「ど

　　こへ」「学校へ」「高く（なった）」の5項目を補充した。

語彙：「いつも」「いらっしゃい」「驚いた」「ずいぶん」「はずかしい」「もう（副詞）」

　　「留守番」「あげる」「つらら」「ボクシング」「乗車拒否」「ミニスカート」の12

　　項目に加え，今回新たな項目として，「大きい」「かわいい」の2項目を追加した。

その他：フェイスシート項目，言語意識に関する項目など十数項目が調査されている

　　が，基本的には前回，前々回と同様の方法により調査を行っている。

口蓋化：　「ゼイムショ（税務署）」「セナカ（背中）」「アセ（汗）」

有声化：「マツ（松）j「カキ（柿）」「クツ（靴）」「ハト（鳩）」

　　　　　「ハタ（旗）」「ハチ（蜂）」「クチ（口）」「ネコ（猫）」

鼻音化：　「オビ（帯）」「マド（窓）」「スズ（鈴）」

中舌1：「キツネ（狐）」「カラス（烏）」「スミ（墨）」「チズ（地図）」

中舌II：　「シマ（島）」「ウチワ（団扇）」「チジ（知事）」「カラシ（芥子）」

iとeI：「エントツ（煙突）」「エキ（駅）」

iとeH：「イト（糸）」「イキ（息）」

　　　　　　　　　　　　　　　　　「イ（胃）」「エ（絵）」「シミ（滲み）」「カ

5．　被調査者の属性

5．1基本属性

　　表1・1は性，年齢，学歴について過去3回調査の被調査者を比較したものである。男

　女構成比では目立った差は見られない。年齢構成では若年層が減少傾向にある点，55歳

　～69歳が増加している点が目立つ。また1991年調査の被調査者の性を年齢別に比較す

　ると（図1　－5），25歳～34歳，および45歳以上で女性が多くなっている点が目立って

　いる。一方，自明のことではあるが，調査の回を追うごとに低学歴が減少し，高学歴が
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1　　調査研究の概要

増加している様子が鮮明に現れている。

　なお，学歴のカテゴリーについては，前回，前々回の調査のまとめ方に従って以下の

ように定義した。

　・「低学歴」は学歴なしから義務教育終了程度以下を示す。旧制高等小学校卒，新制中

　学卒業までがこのカテゴリーに含まれることになる。

　・「中学歴」は旧制中学校卒業，新制高等学校卒業程度を示している。

　・「高学歴」は旧制高校卒業，新制大学卒業あるいは短期大学卒業以上を示している。

性，年齢，学歴それぞれのクロス集計については，表VI－19～表VI・21（179ページ）

を参照されたい。

表1・1　性，年齢，学歴
r　へ一A一 一一A…’←旧一 一一＿一一一一一 へ一　…1950 1971 1991｝
全体 577名 457名 　　　t405名

％．、　．％ ％
男 42．8 449 　　144．7・
女 57．2 55．1 55．3「

15～19歳 17．3 13．1 11．6
20～24歳¶ぐ＝ボイ＼－

25～34歳

1Q．7－

22．4

　10．9A一←－

　19．3

　　5．21－　　　　　　や　　吟　　　’　→　　　　　］

　16．Ol
ww ぺ

35～44歳 20．6 22．1 247｛
45～54歳 14．6 16．4 15．1
　一A－…ピー　ぶ 一一一一　一 1へ一…w　　一　＿　一∨＾，一“＿一」

55～69歳 144 18．2 274、
低学歴 66．0 41．1 25．91

中学歴 29．5 48．8 　　卜49．11
一占イ← L－→rTトム＾x ‘巳一而w一 一　　　Aw巳ぷ　　一　　一　　　一　　

高学歴 生5 10．1 249、　　唱

　　　　　　　性x年齢

％

700

60．0

50．0

400

300

2αO

lOO

α0

一■一男一●一女

∫5～f9　20～24　25～34　35～44　45～54　55～69

図1－5性の年齢別分布（1991年）

5．2　その他の社会言語学的属性

　　基本属性以外の社会言語学的属性（フェイスシート項目）として，以下では，1）被調

　査者の居住歴，2）被調査者，両親，配偶者の出身地，3）被調査者の職業，4）他地域と

　の交流について概観することにする。

1）　被調査者の居住歴

　「ずっと鶴岡」は，生まれてからずっと鶴

岡に居住している事を意味し，全体で34．6％

になる。鶴岡以外での居住経歴が2年未満の

人や庄内以外での居住経歴が2年未満の人を

加えると53．6％となるが，庄内以外での居住

経歴が2年以上の人も46．2％いる。この項目

に関しては前回調査のまとめ方と若干方式が

異なっているため正確には比較できないが，

図1・6　　被調査者の居住経歴
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前回，前々回調査時での13歳～25歳の居住経歴で，庄内以外での居住経歴が2年未

満の人がともに65％強いることを考慮すると，庄内以外での居住歴を持つ人の割合が

増えてきていることが推測される。

出身地 1950年 1971年 1991年

鶴岡市
　％
59．3

　％
49．7

　％
583

庄内地方 28．2 33．3 21．7
被調査者

東北地方 47 7．2 9．9

その他 7．8 9．9 10．1

鶴岡市 46．1 36．3 50．1

庄内地方 40．6 48．4 29．9
父
東北地方 7．0 9．2 11．6

その他 6．4 6．1 8．4

鶴岡市 395 3L7 43．0

庄内地方 47．0 52．1 39．3
母
東北地方 7．9 7．0 10．4

その他 5．5 9．2 7．4

鶴岡市 30．8 34．4 42．7

庄内地方 241 26．5 21．0

配偶者 東北地方 5．4 6．8 49
その他 48 48 8．4

配偶者無し 348 27．6 23．0

全　体 577人 457人 405人

2）被調査者，両親，配偶者の出身地

　　被調査者の出身地をみると，1950年から1971年にかけては1割ほど減少している

　が，1991年調査では1950年の数値に戻っている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鶴岡市と庄内地方を合算して比較すると

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　87．5％（1950年調査），83．0％（1971年調

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　査），80．0％（1991年調査）となり，わず

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かずっではあるが減少する傾向にある。こ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の傾向は両親についても当てはまり，庄内

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以外の出身者が少しずつ増えている様子が

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うかがえる。

表1　・2　　被調査者，両親，配偶者の出身地

3）　被調査者の職業

　1971年調査で大幅に増加した給与生活

者が1991年調査では若干減少し，代わり

に，工員・大工・運転手といった，いわゆ

た，いわゆるブルーカラーが増加している。

　また，主婦はわずかながら減少傾向にあ

り，日雇い・パートが幾分増加している。

表1・3　被調査者の職業

1950年 1971年 1991年

給与生活者

　％
18．9

　　％

43．8

　　％

39．0

商店主・工場主 12．1 10．3 7．7

工員・大工・運転手 14．4 4．4 14．6

日雇・パート 2．3 3．9 6．9

農業・漁業 2．3 0．4 1．2

主婦 27．0 13．3 8．9

学生 11．8 12．0 10．1

無職・その他 10．9 11．8 11．6

577人 457人 405人

表1　－4　　被調査者の職業（職業分類）

1950年 1971年 1991年

専門的・技術的職業

　％

5．9

　％

9．8

　％
14．8

管理的職業 0．3 5．5 4．7

事務 9．7 147 10．4

販売 11．1 13．3 9．6

農林漁業 2．4 0．7 1．5

運輸通信 1．4 2．2 2．5

技能工・単純労働者 15．6 12．5 16．0

保安・サービス業 2．8 1．3 0．7

サービス業 0．5 2．8 4．4

主婦・学生・無職 50．3 37．2 35．3

577人 457人 405人
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1 調査研究の概要

表1－5　　被調査者の職業（産業分類）

1950年 1971年 1991年

農・林・漁業 ㌶ α； エご

建設業 2．3 3．5 3．7

製造業 144 10．1 146
卸売・小売業 10．7 14．9 14㌔6

金融・保険・不動産業 0．7 42 2．7

運輸・通信業 3．8 6．6 3．7

電気・ガス・水道業 α3 0．7 0．7

サービス業 1α4 1＆8 21．0

公務員 2．8 3．3 44
主婦・学生・無職・不明 51．8 372 33．3

577人 457人 405人

　職業分類（表1－4）では専

門的・技術的職業，技能工・

単純労働者が増加し，事務，

販売がわずかながら減少して

いる。一方，産業分類（表1

－5）では若干ではあるが，製

造業，サービス業が増加し，

運輸・通信業が増加している。

70
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％ 被調査者の旅行
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1950年　　1971年　　1991年

一・ ◆一なし　　一■●■一私用

＋公用　　■▲n公私とも

図1－7　被調査者の旅行の経験

4）　他地域との交流

　図1・7は，調査の直近の半年間に旅行をした

ことが有るか無いかについて3回の調査を比較

したグラフである。1950年当時70％近くの人

が半年間に旅行を一回も経験していないのに対

し，1991年調査では旅行をしたことがない人は

30％を下回り，公私を会わせると70％以上の人

が旅行をしたと回答している。旅行をしたこと

のある人の中で，増加が目立つのは私用の旅行

である。それに対して，公用の旅行だけをした

人の割合はこの40年間ほとんど変化していな

い。

　行き先では東京方面（29．9％），山形（25．9％），

新潟（17．3％），秋田（12．6％），関西（7．4％）の

順であった。東京との接触と共通語化のとの間に

少なからぬ因果関係が存在するものと思われる。

6．　報告書の編集方針と図表の見方

　　この報告書では1991年に行われたランダムサンプリング調査の結果を中心に，必要

に応じて1950年調査，1971年調査の結果を引用しながら記述を行っている。解説は出

来るだけ少なくし，データを提示するのに最低限必要と思われる程度の記述にとどめた。

　調査項目については出来る限り全ての項目について結果を提示すよう努めたが，紙幅

等の都合により，本報告書には掲載できなかった項目もいくつか残った。

　パネル調査のデータは実時間による個人の言語変化の有無を確認できる重要なもので

あるが，今回は対象地域全体としての変化について報告することを優先し，報告の対象

からはずした。また，言語生活調査（郵送留置アンケート調査）についても，本報告書

の中心的課題である方言の共通語化以外の言語生活項目を多く含むため，本報告書への
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掲載は割愛した。

　鶴岡調査のデータは，約20年間隔で3回，40年の実時間をかけて収集した大変貴重

なデータである。したがって，より多くの方に使っていただくため，このデータをWeb

上で公開することとし，国立国語研究所のホームページ（http：〃www．kokken．go．jp）か

らダウンロードできるようにした。そこには，調査で得られた個票データを掲載してあ

り，本報告書に掲載した図表，さらには掲載できなかった図表についても可能な限りア

ップロードしてある。パネル調査の結果や言語生活調査についても，順次公開する予定

である。

　本報告書で提示した図表では，2通りの年齢刻みを用いている点に注意する必要があ

る。一方は，前回，前々回の報告書で用いられた年齢の刻みと同じもので，15歳～19

歳，20歳～24歳25歳～34歳，35歳～44歳，45歳～54歳，55歳～69歳といった6

段階の刻みである（この年齢刻みを「報告書刻み」と呼んでいる）。

　もう一方は「11年刻み」と称する刻み幅である。鶴岡調査の被調査者は15歳から69

歳を対象としたため全体で55歳の年齢差があるわけであるが，この年齢幅を等間隔に

分け5段階としたものである。

・グラフの見方：

　この年齢刻みを用いて3回の調査の年齢差を見ようとした参考図のタイプのグラフが

本報告書には多く現れる。通常のグラフと対比すると，低年齢と高年齢が左右逆になっ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ている。「1881－1891」とは，1881年～

点

30

25
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15

10

5

音声得点の推移

0

　1881－　1892－　1903－　1914－　1925－　1936－　1947－　1958－　1969－－

　　1891　　1902　　1913　　1924　　1935　　1946　　1957　　1968　　1979

’

’

！

’

．

蓋、、

o

［ヨ
’

o

θ

θ

’

●

口・・掴

・・ ｛｝・・1950

一 ☆一・1971

十1991

1891年に生まれたグループを意味して

いる（つまり，1950年調査時点で59歳

～69歳にあたる）。このタイプのグラフ

は横軸（X・Y座標のX軸）が生年を表し

ているため，グラフの右側にいくにした

がって生年が現在に近く，つまりは年齢

の若いグループを示していることになり，

ほぼ100歳の年齢幅を一望できるグラフ

になっているわけである。

　各グラフはある年齢（生年）集団が見

出し欄の回答カテゴリーに示されている

語形を選択した者の割合を示している。

参考図　　生年別グラフ

　図の凡例にあるように□印で結ばれた折れ線グラフは第1回調査時点での年齢層

別の語形使用率を示している。同様に△印は第2回，●印は第3回調査時点での年

齢層ごとの語形使用率を表示している。
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1 調査研究の概要

　横軸の目盛の真ん中の「1925－1935」集団は，第1回調査，っまり1950年時では

15～25歳の年齢層として回答し，1971年の第2回調査時では37～47歳，さらに1991

年の第3回調査では56～66歳という年齢集団として答えているのである。つまり，

この生年集団の回答結果は，第1回調査では若年齢層の，第2回調査時では中年齢層

の，また第3回調査時では高年齢層の言語使用・言語意識を指し示すデータとなって

いる。しかし，このデータは，同時に「（出生）コーホート」データとなっているので，

時代効果，加齢効果を配慮しなければならない通常のデータから得られない多くの情

報を入手しうるものとなっている。

　なお，調査間隔の違いや調査月のずれなどの影響で各年度の値を生年軸上の正確な

位置にはプロットすることが困難である。本報告書では長期にわたる傾向を視覚的に

捉えるため11年刻みの生年別グラフを提示することにする。

　鶴岡における3回の調査結果（折れ線グラフ）をすべて一続きの折れ線グラフと見

立てることができなくはないといえよう。もっとも，われわれの被調査者たちのうち

で最も先に生まれた1881年生まれの人々は第3回調査段階では110歳となっており，

生存者はゼロではないにしても調査対象者となっていないので，折れ線を繋ぐという

ことはあくまで一定の仮定のもとでの作業にすぎない。しかし，そのように考えると，

ここで示す各図は鶴岡におけるほぼ100年の言語変化の傾向を現しているとみなすこ

とができよう。
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H　音声項目

l
l 音　声　項　目

1．音声項目

1．1音声項目の内容

　音声項目は全部で31項目である。その内訳は次のとおり（括弧内の数字は調査票の

項目番号）。

　（1）唇音性1（合拗音kwaの有無を見る項目）

　　　「西瓜」（すいか）の「か」（216）／「火曜日」（かようび）の「か」（217）

　（2）唇音性ll（ハ行における両唇音の有無を見る項目）

　　　「髭」（ひげ）の「ひ」（202）／「蛇」（へび）の「へ」（208）／「百」（ひゃく）

　の「ひゃ」（218）

　（3）口蓋化（「せ」「ぜ」における口蓋化の有無を見る項目）

　　　「背中」（せなか）の「せ」（203）／「汗」（あせ）の「せ」（204）／「税務署」

　　　（ぜいむしょ）の「ぜ」（219）

　（4）有声化（非語頭における力行・タ行の有声化の有無を見る項目）

　　　「口」（くち）の「ち」（201）／「蜂」（はち）の「ち」（205）／「鳩」（はと）

　　の「と」（206）／「猫」（ねこ）の「こ」（207）／「旗」（はた）の「た」（210）

　　／「靴」（くつ）の「つ」（213）／「柿」（かき）の「き」（214）／「松」（まっ）

　　　の「つ」（215）

　（5）鼻音化（非語頭におけるザ行・ダ行・バ行の直前の入りわたり鼻音の有無を見

　　る項目）

　　　「窓」（まど）の「ど」（209）／「鈴」（すず）の「ず」（211）／「帯」（おび）

　　の「び」（212）

　（6）中舌化1（ウ段音における中舌化の有無を見る項目）

　　　「地図」（ちず）の「ず」（225）／「墨」（すみ）の「す」（227）／「烏」（から

　　す）の「す」（228）／「狐（きつね）の「つ」（230）

　（7）中舌化H（イ段音における中舌化の有無を見る項目）

　　　「知事」（ちじ）の「じ」（224）／「島」（しま）の「し」（226）／「辛子」（か

　　らし）の「し」（229）／「団扇」（うちわ）の「ち」（231）

　（8）イとエ1（語頭の母音工における狭母音化の有無を見る項目）

　　　「駅」（えき）の「え」（221）／「煙突」（えんとつ）の「エ」（223）

　（9）イとエE（語頭の母音イにおける広母音化の有無を見る項目）

　　　「息」（いき）の「い」（220）／「糸」（いと）の「い」（222）
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1．2　音声項目全体の共通語化

　表1－1・図ll－1は共通語得点（共通語音声で発音した得点。満点は31点）の平均

値を示したものである。それぞれのインフォーマントが共通語の音声で発音すれば1

点，方言的発音であれば0点を与えている。

　図II－1からうかがえるように，1950年調査と1971年調査の間の共通語化の度合い

が著しい。最若年層（15歳～25歳）では1971年調査においてすでに100％近く共通

語化している（のちに述べるように，これは，むしろ「共通語使用能力を獲得してい

る」とみるべきである）。

　表E－1によれば，最高年層（59歳～69歳）は1950年には11．2点，1971年には19．6

点，1991年には24．2点を獲得しており，40年の間に共通語得点が2倍以上増加して

いる。また，どの年齢層を見ても，1950年～1971年の増加率が，1971年～1991年の

増加率よりも大きい。音声に関しては，前者の期間に共通語化（厳密に言えば共通語

使用能力）が大きく進んだことが分かる。

　なお，表ll－2・図ll－2からうかがえるように，同一世代（同じ年代に生まれた世代）

の20年間における共通語得点の増加率は全般的に小さい。これは，同じ人は歳月を経

ても（少なくとも鶴岡調査の音声項目に関しては）ほとんど共通語化しなかった場合

が多いことを意味している。しかし，1925年～1935年生まれの世代（1950年調査に

おける最若年層二1991年調査における最高年層）は1950年から1971年にかけて5．8

ポイント共通語得点が増加していることが注目される。これは，鶴岡において共通語

化が最も進んだ時期には，若年層の中には同じ人で20年の間に音声の共通語化が進ん

だ者が少なからず存在することを示唆するものと言えよう。

1．3音声分野別の共通語化

1．3．1唇音性1（合拗音kwaの有無を見る項目）

　1971年以降の共通語率が大きい。1971年以降では，すべての年齢層（若年層～高年

層）の共通語率（非唇音率）が90％以上である。とくに48歳以上の年齢層の1950年

～ 1971年の間における共通語化が著しいことが表ll・－3から読み取れる。

「西瓜」と「火曜日」を比較すると，「西瓜」の「か」の方が大きく変化（共通語化）

している（「火曜日」は1950年調査の段階で「西瓜」より共通語率が大きいので，変

化率は小さい）。

　また，「西瓜」については，同一世代でも20年または40年の間に共通語化が進んで

いる（すなわち同じ人で20年または40年間に共通語化が進んだ場合がかなりある）

ことが注目される。

1．3．2唇音性1（ハ行における両唇音の有無を見る項目）

　唇音性1（合拗音）に比べて，全体としては共通語化率が小さい。しかし，1971年

調査では36歳以下，1991年調査では58歳以下の年齢層が90％以上の共通語率を示し

ている。

　「髭」「蛇」「百」を比較すると，1991年調査では「蛇」の「へ」が最も共通語化が

進んでいる。また，「蛇」の場合，同一世代における20年間（または40年間）の変化
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II　音声項目

がきわめて大きく，とくに1903～1913年生まれの世代では，20年間の変化率が38．2％

という高い数値であることが注目される。「百」と「髭」についても同一世代における

20年間の変化がある程度認められる。

・音声得点一共通語音声で発音した得点

　　　表1・1音声得点（11年刻み）
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表H・2音声得点（生年別）
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・唇音性1一合拗音kwaの有無を見る項目

表ll－3非唇音（共通語）率1（11年刻み）
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図U－3非唇音（共通語）率1（11年刻み）

表1・4非唇音（共通語）率1（生年別）
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表ll・7217．火曜日（カヨウビ）［k］
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・唇音性ll・一ハ行における両唇音の有無を見る項目

表ll・9非唇音（共通語）率ll（11年刻み）
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図H・9非唇音（共通語）率ll（11年刻み）

表H・10非唇音（共通語）率皿（生年別）
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H　音声項目

1．3．3　口蓋化（「せ」「ぜ」における口蓋化の有無を見る項目）

　1971年以降の共通語率が大きく，1971年・1991年調査では，ほとんどの年齢層が

90％以上の共通語率を示している（表1－17）。また，1950年～1971年の20年の間に，

同一世代における一定の変化が，3世代（1903－1913，1914－1924，1925－1935）のすべ

てについて認められる（表II－18・図H－18）。

　「背中」「汗」「税務署」の3項目間の差は小さいが，同一世代における変化率を見

ると，「税務署」の場合のみ3世代とも20年間の差がきわめて大きい（約40％前後も

変化している）ことが注目される。なぜ「背中」と「汗」は同一世代における変化が

ほとんど見られず，「税務署」にのみ大きい変化が認められるのか，その理由は分から

ない。「税務署」は公用語的であらたまった場面や書き言葉として使われやすいこと，

漢語であること，「汗」「背中」に比べると日常性が低いことなどがその要因として考

えられるが，この点に関しては慎重な検討が必要であろう。

・ 口蓋化一「せ」「ぜ」における口蓋化の有無を見る項目
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1　音声項目
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II　音声項目
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1．3．4有声化（非語頭における力行・タ行の有声化の有無を見る項目）

　　1971年調査の段階でも中・高年層に方言音声（有声音）がある程度認められるが，

　1991年調査ではすべての年齢層が90％以上の共通語率を示している。1950年から

　1971年にかけての変化（共通語化）が顕著であり，1950年における最若年層と1971

　年における最高年層がほぼ同じ数値を示している。

　　同一世代における20年間の変化（共通語化）は1925～1935年生まれの世代（1950

年調査における最若年層）の1950年調査と1971年調査の間に顕著に認められる（表

　ll－26・図ll　－26）。ただし，これは1950年調査で最若年層（15歳～25歳）における

共通語率の数値が，その直前の年齢層（26歳～36歳）より6．3ポイント低下すると

いう，一見奇妙な現象（すなわち，最若年層の方言音声化）が認められることによ

　る（表ll－25）。その要因は不明である。この現象は有声化項目（7項目）のすべて

　について認められる。

　共通語化のパターンについては，項目間に大きな差は見られない。しかし，同一

世代における変化（共通語化）が3世代のすべてについて比較的顕著に認められる

項目は，「柿」「松」「鳩」の項目である。
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・有声化一非語頭における力行・タ行の有声化の有無を見る項目

表II・25非有声（共通語）率（11年刻み）
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H 音声項目
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H 音声項目
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H　音声項目

1．3．5鼻音化（非語頭におけるザ行・ダ行・バ行の直前の入りわたり鼻音の有無を

　見る項目）

　これまでの分野（唇音化・口蓋化・有声化）と異なり，1991年調査でも最高年層（59

歳～69歳）における共通語率が62．7％という低い数値を示している（表H－43）。1950

年調査と1971調査の差（共通語化の度合い）もこの年齢層がとくに小さい。また，1950

年調査では，年齢層（若年層～高年層）間の差が小さいことも注目される。これは鼻

音化現象が唇音化・口蓋化・有声化に比べて方言意識が小さい（方言と気づきにくい）

ことと関係があるのではないかと思われる（筆者は長年，山形県庄内地方の方言を調

査研究しているが，他の方言音声と比較して，自分が使用している鼻音化音声を意識

しているインフォーマントは稀である）。しかし，1991年調査では，47歳以下の年齢

層は90％以上の共通語率を示している。

　また，1950年調査では，有声化の分野と同様に，年齢層が下がる（若くなる）にも

かかわらず共通語率が低下する（方言化する）という現象が認められる。

同一世代における変化（共通語化）は3世代のすべてについて見られ，とくに1925～

1935年生まれの世代では，1950年と1971年の20年間に，共通語率が31．2％も増加

している（表II－44）。

　また，この分野についても，同一世代において，常識とは逆に，20年後に共通語率

が低下する（方言化する）という現象が，3世代のすべて，とくに1925～1935生まれ

の世代おける1971調査と1991年調査の間に顕著に認められる。

　これらの現象は鼻音化項目のすべて（「鈴」「窓」「帯」の3項目）について認められ

る。

　鼻音化の有無は聴き取りによる判断が他の項目に比べてむずかしい。このことが調

査者による聴き取り能力の差を反映し，一見不自然な調査結果になっている可能性も

ある。
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・鼻音化一非語頭におけるザ行・ダ行・バ行の直前の入りわたり鼻音の有無を見る項目

表ll・43非鼻音（共通語）率（11年刻み）
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1．3．6中舌化1（ウ段音における中舌化の有無を見る項目）

　この分野も，他の分野に比べて共通語率がやや小さい。1991年調査でも48歳以上

の共通語率は90％に達していない（表ll　－51）。

　同一世代における変化（共通語化）は3世代のすべてについて見られ，とくに1925

～ 1935生まれの世代（1950年調査における最若年層）における1950年調査と1971

年調査の差が大きい（表ll　－52）

　項目別に見ると，同一世代のおける変化（共通語化）が3世代のすべてについて見

られるのは「地図」「烏」「狐」の3項目であり，特に「烏」と「地図」について顕著

に認められる。

1．3．7中舌化皿（イ段音における中舌化の有無を見る項目）

　この分野は中舌化1の分野よりも，さらに共通語率が小さく，1991年調査で90％以

上の共通語率を示しているのは36歳以下の年齢層のみである。1950年調査では，最

も高い共通語得点を示した年齢層（26～36歳）でも53．8％にすぎない。また，1950

年調査では年齢層間の差が1971年調査や1991年調査に比べて小さいことが注目され

る（表ll－61）。

　この分野についても，同一世代において，1991年調査の方が1971年調査より共通

語率が低下する（すなわち方言化する）という奇妙な現象が，3世代のすべてについ

て認められる（1903－1913と1914－1924の世代にっいては1950年調査と1971年調査

の間にも同様の現象が認められる）（表II－62）。その要因は不明である。
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E　音声項目

・ 中舌化1一ウ段音における中舌化の有無を見る項目

表ll・51非中舌（共通語）率1（11年刻み）
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・ 中舌化il一イ段音における中舌化の有無を見る項目

表ll・61非中舌（共通語）率il（11年刻み）
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l 音声項目
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H　音声項目

1．3．8　イとエ1（語頭の母音工における狭母音化の有無を見る項目）

　この分野では，1991年調査で，47歳以下の年齢層では90％以上の共通語率を示し

ている（表E－71）。

　同一世代における変化は，すべての世代で（1903－1913と1914－1924の世代では1950

年調査と1971年調査め間に，1925－1935，1936－1946，1947－1957の世代では1971年

調査と1991年調査の間に）20年の間に共通語率が低下するという奇妙な現象が見ら

れ，それは1903～1913生まれの世代でとくに顕著である（表ll－72）。項目別に見ると，

「煙突」の「エ」において，この世代で1950年調査と1971年調査の間に30ポイント

以上の共通語率の低下が認められ，これが全体の結果に大きく影響していることが分

かる（表ll－74）。

　「煙突」の項目では，すべての世代について大幅な共通語率の低下が認められる。

1．3．9イと工皿（語頭の母音イにおける広母音化の有無を見る項目）

1991年調査で，47歳以下の年齢層で90％以上の共通語率を示している点は，「イとエ

1」の調査結果と共通している。しかし，1950年調査と1971年調査においては，59

～69歳の年齢層を除いて，「イとエII」の方が「イとエ1」よりも共通語率が小さい。

　同一世代における変化の有無を項目別に見ると，「糸」では1903～1913生まれの世

代について1950年調査と1971年調査の間に約20ポイントの共通語率の低下が見られ

る（表ll・－80）。また，1925年～1935年生まれの世代については，「糸」と「息」（表ll

－82）の両項目とも20年間にやや大きな共通語率の上昇が認められる。
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・イとエ1一語頭の母音工における狭母音化の有無を見る項目

　　表ll・71イとエ（共通語）率1（11年刻み）
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H　音声項目

・イとエE一語頭の母音イにおける広母音化の有無を見る項目
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2．　アクセント項目
　アクセント項目は，「背中」（203），「猫」（207），「旗」（210），「烏」（228），「団扇（う

ちわ）」（231）の5項目である。

　それぞれの語の方言アクセントの型と共通語アクセントの型は以下のとおりである

（「方」は方言アクセントの型，「共」は共通語アクセントの型。○は低い音調，●は

高い音調を表す）。

　背中（○●○二方・○●●＝＝共），猫（○●二方・●○二共），旗（○○または●○

＝＝方・○●二共），烏（○●○＝方・●○○二共），団扇（○○●二方・○●○＝共）

　アクセント項目全体の共通語得点（満点は5点）を見ると，1950年調査ではすべて

の年齢層が1．0以下であり，年層差は認められない。すなわち，すべての年齢層がほ

ぼ方言アクセントで発音している（表ll・－83）。

　1971年調査では若年層を中心に共通語化の兆しが認められる。しかし，最若年層で

も1．8点（共通語率36％）であり，共通語化の度合いは小さい。1991年調査では，さ

らに共通語化が進むが，最若年層でも3．1点（共通語率62％）であり，音声に比べる

と共通語化の度合いははるかに小さい。しかし，この傾向から，将来，アクセントも

すべての世代が共通語化すると推測される（ただし，これは後にのべるように共通語

アクセント能力が増加しつつあるとみるべきであり，方言会話におけるアクセントの

共通語化はそれほど大きくないと推定される）。

　なお，同一世代における共通語率の上昇が，5世代のすべてについて認められる（表

1－84）。とくに1925年～1935年生まれの世代（1950年調査における最若年層）につ

いて，1950年調査と1971年調査の間における共通語率の上昇が目立っているが，こ

れは，この世代における共通語率がその上の世代（1914－1924生まれ）よりやや低下

したことが影響している。

　項目別に見ると，各世代を平均して，どの調査においても「猫」の共通語率が最も

大きく（1951年調査12．3％・1972年調査37．0％・1991年調査63．7％），「背中」の共

通語率が最も小さい（1951年調査9．0％・1972年調査21．2％・1991年調査36．5％）。

　同一世代における共通語率の上昇も，「猫」について顕著に認められる。とくに1951

年調査と1971年調査の間の上昇が大きい。
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H　音声項目

・アクセント得点一共通語アクセントの得点

　表ll　－83アクセント得点（11年刻み）

ぐ“…’“’”th＿＿tth．ww’亘

1
｛

1950 1971

　　　　　　　　　　　　　§1991

ξ
－
…
」
至
ぷ

15～25歳 0．4 1．8 3．1

ミ
1
2
6
～
3
6
歳
｜

0．6 1．3 3．0

｝
｛
3
7
～
4
7
歳
｛

0．4 12

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
i
2
．
2

元
　
　
I
I
…
・
亨
‘
巾
之
ヱ
ユ
…
｜
　
酌
ぺ
う
ー
　
　
ヌ

｛娼一58歳
0．2 1．0 1．7

｛｛59～69歳

｛
0．5 0．9 1．4

点
5

4

3

2

1

0

アクセント得点

・・ ロト・・1950

一 士・1971

－一●一一1991

△・．　　　、、

　　、～．　　　　、iムト・、．

　　　　　　　　一’一ム
ゴ’』＼日一日．，・』

15～25歳26～36歳37～47歳48～58歳59～69歳

図H・83アクセント得点（11年刻み）

表ll　－84アクセント得点（生年別）

て’M…“………tt’”V’t”t

｛ 1950 1971 1991

］・88…89・
0．5

｛……う……メ㎡”……

｛1892’1902

叉　㎡※ρ埠品一〇メ“甲㎡長．甲A，一　刷　w

　　O．2

w一氣反Aパ　“ぐ∪甲メ…『’肌　…　4 一…一一・一一一一…一
｛

1｛1903・1913｝’一一一一…一一一一

｛1914－1924

　　0．4庖，愉¶w「介w’〆「ゑ…枝漣「ハ7メ，ピ

へ　　　　　　　　　　　寸

¶…皐……z－…’…層・・一…
i

L
0．6

　　0．9「…㌔馬∨…一，メ“「「8「A酉吟”朋’ρA

　　1．0

　　　　　　A∀
｛1925－1935

　　　　r

O．4

　　　　肝11．4　　　　　・｛

｛
i
g
3
6
、
9
4
6
L

1．2

1．3

・一・一”・

　1．7

1
9
4
7
・
1
9
5
7
1
．
．
旬

　　1．8’A－’A幽一幽 2．2

｛
i
l
1
9
5
8
・
1
9
6
8
1

……　一一一　　一ξ

　　3．0

11969－1979 3．1

点
5

4

3

2

1

0

アクセント得点の推移

・・ ｛｝・・1950

－ ☆一・1971

十1991

　　　　　△
●！－　1

　　，△，△一

tS’

臥廿’且』㌔・

1881－－　1892－　1903－　1914－　1925－　1936－　1947－　1958－　1969－

1891　　1902　　1913　　1924　　1935　　1946　　1957　　1968　　1979

図H－84アクセント得点（生年別）

69



表H・85203a．背中（セナカ）［O●●］

ヂ…　w…＾ル……

｛
］

1950 1971 1991

｛
｛
1
5
～
2
5
歳
｛

4．7 22．6 52．8

｛26－36歳
13．0 27．6

　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
｜
5
1
．
3
　
　
　
　
　
ミ｛

3
7
－
4
7
歳
｝

10．9 20．2 25．3

ミ
1
4
8
～
5
8
歳
｛

4．4 15．9

　　　　　i
　　　　　　　　　　　　｛28．0

　　　　　；｛
5
9
～
6
9
歳
｛

12．0 15．3 28．9

表fi　・86203a．背中（セナカ）［O●●］

ー
メ
∨
‘
」
　
甲
　
‡ 1950 1971 1991

1・88・一・89・
12．0

一一一一…一…－
1｝一一一一一…・ ～袖m旺マ順頬へ丁甲一¶下 ww　 ……WTr一八メ…卒ひ一

｛1892・1902 4．4

ξ｛
｛1903・1913 10．9 15．3
ミ
　　　　　　　w］

ツ▼T∨v v▼wツr 一一一一一・
1

・
1
9
1
4
・
1
9
2
4
｜

13．0 15．9

㌻

｛1925・1935 4．7 20．2 28．9
｝　　　　　　　㍉“ゑ

。＿＿＿＿＿＿
凄

G
〆「’ぺ… 蠕一　　…へr　As、し♪　　’…　∨ト…メ奄已

｛1936’1946 27．6 28．0

　　　－…1i‘
h
9
4
7
－
1
9
5
7
｛

22．6 25．3

r

11958－1968
5
1
．
3
　
　
　
⊥

1…パ…… 挙

｛1969・1979 52．8
，

70

％

100

90

80

70

60

50

40

30

20

10

0

203aセナカO●●

一
｛｝・・1950

－ ☆一・1971

－一●一一1991

　　，・△、z）sr　”　　　　＼、

　　　　　　　　　　　　・　、

，・．一．．．’寸一’一冶

日゜　　　　　　　　　　’口’

15～25歳26～36歳37～47歳48～58歳59～69歳

図ll・85203a．背中（セナカ）［O●●］

％

100

90

80

70

60

50

40

30

20

10

0

203aセナカO●●

・・ ［ト・1950

－ ±・1971

十1991

　，　　　、
！　　　　　、

　　　　　　　1、　禽：富

　口　　　　　口

1881－　1892－　1903－　19t4－　1925－　1936－　1947－　1958－　1969－

1891　　1902　　1913　　1924　　t935　　1946　　t957　　1968　　1979

図ll・86203a．背中（セナカ）［O●●］



ll　音声項目

表n－87207a．猫（ネコ）［●O］
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II　音声項目
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ll　音声項目

3．音声項目のまとめ

（1）全体として共通語化の度合いが著しく，1971年調査では25歳以下の年齢層で，

　1991年調査では47歳以下の年齢層で100％近く共通語化している（しかし，5で述

　べるように，これはむしろ「共通語使用能力を獲得している」とみるべきである）。

（2）どの年齢層を見ても，1950年から1971年の間の共通語得点の増加率が，1971

　年から1991年の間の増加率よりも大きい。

（3）項目全体をとおして見れば，一部の世代を除いて，同一世代の20年間あるいは

　40年間における共通語得点の増加率は小さい。しかし，分野別に見ると，分野によ

　っては，一部の世代について，20年あるいは40年の間に共通語得点の増加（すな

　わち共通語化）や，共通語得点の減少（すなわち方言化）が認められる。後者の「加

齢するにつれて方言化する」という一見奇妙な現象については，「各世代のインフォ

　ーマントの属性（性・学歴・性格など）の相違」「調査員の聴き取り能力の個人差」

　「項目による聴き取りの難易度」「調査法上の問題」（下記の5を参照）など，さま

　ざまな要因がからんでいるのではないかと推測される。一方，同一世代・同一人物

　の音声が一部の項目（語）について方言化するという現象も，実際にはあり得るの

　ではないかとも考えられる。

（4）分野別の共通語率を1991年調査における各年齢層の平均値について見ると，「口

蓋化」（97．5％），「唇音性1」（97．4％），「唇音性H」（94．0％），「有声化」（93．9％），

　「中舌化1」（93．2％），「鼻音化」（88．2％），「イとエ1」（86．7％），「イとエH」（86．6％），

　「中舌化H」（76．1％）の順に大きい。

（5）分野別の共通語率を1991年調査における最高年層（59～69歳）について見る

　と，「口蓋化」（95．6％），「唇音性1」（93．4％），「有声化」（90．1％），「中舌化1」

　（83．9％），「唇音性ll」（74．6％），「イとエ1」（70．4％），「イとエII」（67．8％），

　「鼻音化」（62．7％）「中舌化ll」（50．0）の順に大きく，この順序は全体の平均値に

おける順序とほぼ一致する。ただし、この順序は年齢層によって若干異なる。たと

　えば、共通語率が最も大きいのは、最若年層（15～25歳）では「鼻音化」（100％）、

26～36歳では「唇音性1」（100％），37～47歳では「唇音性ll」（98．6％），48～58

歳では「唇音性1」（97％）である。共通語率が最も小さい分野が「中舌化II」であ

ることは，すべての年齢層で共通である。

4．アクセント項目のまとめ

（1）音声に比べて，共通語化の度合いがはるかに小さく，最大の共通語率を示した

　年齢層は1950年調査では26～36歳の12％（5点満点中の0．6点）であり，1991年

　調査でも最若年層（15～25歳）の62％（5点満点中の3．1点）にすぎない（tC　fi－83）。

　アクセントは1991年の段階でも共通語化の途上にあると言える。

（2）同一世代における共通語率の上昇が5世代のすべてについて認められる。

（3）項目別に見ると，各年齢層を平均して，どの調査においても「猫」の共通語率

　が最も大きく，「背中」の共通語率が最も小さい。
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5．調査法に関する問題点

　鶴岡調査の結果を見ると，音声項目において，1991年調査では若年層・中年層は

100％近く共通語化している。しかし，鶴岡市民の日常会話を観察すると，中年層はも

ちろん，若年層の中にもかなりの方言音声が認められ，この調査結果と矛盾している。

　筆者は，国立国語研究所の鶴岡調査における音声・アクセント項目は，場面や対者

（話す相手）を指定せず，「なぞなぞ式」で単語を発音させるという方式をとったため

に日常会話で使用している方言音声ではなく，インフォーマントが改まった場面やよ

その地方の人と話すときに用いる共通語的音声が発音された傾向があったのではない

かと考える。

　筆者はこの仮説を検証するために，鶴岡市の隣町である三川町において，「なぞなぞ

式」で単語を発音させる方式と，その単語を含む方言文を（地元の親しい友人と話す

場合という条件で）発話させるという方式で調査し，両方式の調査結果を比較したと

ころ，調査項目全体・各年齢層を平均して，「なぞなぞ式」では方言音声の出現率が

49％であったのに対し，（話し相手を地元の親しい友人と指定した）方言文の発話では

72％の方言音声出現率を得た（佐藤2000）。この調査はアクセントについても行った

が，同様の結果であった（佐藤2005）。

　鶴岡調査において音声項目が高い共通語化の数値を示したことについて，一二れがイ

ンフォーマントの共通語能力を示しているという解釈は国立国語研究所1974にも，次

のように記されている。

　　　音声・アクセントと文法・語彙とでは調査の観点が異なっている。すなわち，

　　前者では被調査者の共通語使用能力に重点がおかれているのに対し，文法・語彙

　　では使用の実態に力点がおかれている。この違いが音声・アクセントと文法・語

　　彙との結果につながっていると言える（同書134ページ）。

　しかし，国立国語研究所の鶴岡調査は，地域社会における方言使用の実態を見よう

としたものであり，1950年調査の段階から，調査項目によって調査の目的（観点）を

変えているとは考えにくい。音声・アクセントも語彙・文法と同様に日常生活におけ

る方言使用の実態を調査するのが当初の目的であったと考えられる。

　調査票を見ると，語彙項目では使用場面を「ふつうなんとおっしゃいますか」とい

う表現で指定し，文法項目ではさらに話し相手を「あなたが親しい友達にむかってい

う時の言葉についていくつかお尋ねします」という表現で指定している（巻末の調査

票参照）。音声・アクセント項目にこのような指定がないのは，1950年調査を企画し

た際に，語彙・文法についてはインフォーマントが場面によって方言と共通語を使い

分ける可能性があるが，音声・アクセントは使い分ける可能性が小さいと考えたから

ではないだろうか。

　しかし，現代では老いも若きも，音声・アクセントを含めて場面に応じて方言と共

通語を使い分ける傾向があり，それは若年層・中年層についてとくに顕著である。国

立国語研究所の鶴岡調査の結果を解釈するときには，この事実を認識することが重要

であると筆者は考える。

　この認識の下に，1992年の第3回の鶴岡調査では，従来の調査項目とは別に，調査

法を変えると結果がどのように変化するかという「場面差調査」が行われた。その調
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査の概要および結果については国立国語研究所2006に報告されている。

　これらの検証調査の結果を踏まえて，今後，日常の言語生活における方言使用につ

いて社会言語学的観点から多人数調査を行う場合には，音声・アクセント項目の調査

法について，従来行われている「なぞなぞ式」（音声項目）や「短文読み上げ方および

式」（アクセント項目）以外の調査方法を開発する必要があろう。

【引用文献】

国立国語研究所（1974）『地域社会の言語生活一鶴岡における20年前との比較一』（秀

　英出版）

国立国語研究所（2006）『方言使用の場面的多様性一鶴岡市における場面差調査から一

　（内部資料）

佐藤亮一（2000）「方言の調査法に関する一考察」『玉藻』第36号（フェリス女学院大

　学国文学会）

佐藤亮一（2005）「アクセント調査における「読ませる調査」と「言わせる調査」一山

　形県三川町における小調査から一」『日本語学の蓄積と展望』（明治書院）
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皿　　語彙・文法（語法）

　語彙・文法（語法）に関する調査項目は，多種多様であり，また第1回調査から第3回

調査まで同じく扱ったものと，第2回と第3回だけ取り上げた項目とが混在している。本

章では，語彙項目，文法（語法）項目の順にみていく。また，それぞれにおいては最初に

3回の調査結果が得られた項目群を取り上げ，次いで第2回調査から対象となった項目群

にっいて概観することとする。

　本章では，原則として，「11年刻みの図」をもとに記述を行う。この11年刻みの図は被

調査者の生年を11歳単位でまとめたもので，通常の刻み方からすれば違和感がないことも

ないが，「1　調査の概要」の中で記述されているように通時的な観点からデータを眺める

場合の利点が大きい。

　なお，本章では語彙・文法（語法）項目の長期間の変化・変遷を概観するためのデータ

の利用法の一面に言及するという立場から，性別，学歴別，詳細な年齢別といった分析は

あえて行っていない。

1．　語彙項目

1．13回の調査結果が得られた項目

　（1）質問文

　第1回（1950年実施），第2回（1971年実施），第3回（1991年実施）のすべての調査

で取り上げられた語彙項目は以下の6つあり，それぞれの質問文は次のようになっている。

（質問文の前の3桁の数字は第3回調査の調査票に付された調査項目コード）

241．「あの人はいつも遅れてくる」という時，「いつも」ということをふつう何とおっし

　　　ゃいますか。

242．「わたくしが留守番をしています」という時，「留守番」ということをふっう何とお

　　　っしゃいますか。

243．「どうぞこちらへいらっしゃい」とていねいにいう時，「いらっしゃい」ということ

　　　をふっう何とおっしゃいますか。

244．「くたびれたもう歩けない」という時の「もう」ということをふつう何とおっしゃ

　　いますか。

245．うしろから急にワッと大きい声をかけられた時の感じですが，「アッ，どうした」

　　　とおっしゃいますか。

246．みんなの見ている前で失敗して，顔が赤くなるような感じをふつうどんなだとおっ

　　　しゃいますか。
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　（2）調査結果

　これら6項目のそれぞれに対する調査結果を，以下に図示する。これらの図は，鶴岡に

おいての，ほぼ100年の言語変化の方向を雄弁に物語っていることは，「1　調査の概要」

で述べたこととほぼ一致しているといえる。以下ではまず，本稿に示す図表について注記す

べき事項を述べることとする。

①前述の質問文との対応：

　　各図の最上段の見出し欄，たとえば最初の図（図皿一1）での「241．イツモ・ショッ

　チュー」という記述の3桁の数値241．は，先に示した調査項目コードと一致してい

　る。つまり，この図は（1）で示した241．コードの質問文に対する調査結果を表すもの

　であることを意味している。また，2つ目の図（図皿一2）の見出し欄は「241．トース・

　トーシン」となっており，これも1つ目のグラフと同じ質問文に関係した図だという

　ことがわかる。つまり，この2つの図は「『いつも遅れてくる』という時の『いつも』

　の部分をどう言うか」という問に対する被調査者の回答率の変化を示すものである。

②回答語形の提示：

　　質問に対する被調査者の回答語形（を一定の観点からまとめたもの）が各図の見出

　し欄コードのあとのカタカナ表記である。最初の図は「イツモ」とTショッチュー」

　を共通語形ということで合算して描いたものである。また，2番目の図は共通語「イ

　ツモ」に対応する鶴岡方言「トース・トーシン」の使用度を示している。本章での多

　くの図は同じ項目コードを有する諸図においては，初めの図は共通語形の使用率を示

　すものとなっており，これに続く図あるいは諸図（方言形が複数存在する場合）は当

　該方言形の使用度を示す図である。

③カテゴリーの統合：

　　最初の図（図皿一1）（「241．イツモ・ショッチュー」）を描くために用いたデータは，

　実査段階では「イツモ」と「ショッチュウ」とは別回答として記録されていたものを

　集計時に共通語使用という観点からあえて統合したものである。これに対して第2（図

　皿一2）「241．トース・トーシン」のは調査票で1コード（カテゴリー）となっている

　ものである。つまり，鶴岡方言の「トース」と「トーシン」の両形の音声上の差異は

　小さいと考えられたため，調査票設計段階から発音の細部の違いを無視してまとめら

　れた1つのコードとなっている。なお，集計段階で統合されたカテゴリーかどうかは

　巻末に資料として収められた「面接調査票」の回答カテゴリーを見れば区別がつくは

　ずである。
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m 語彙・文法（語法）

2坐．『く潅．びれたもう歩けな善．江と．yl．．・う時．ゐ「もう」1．ということ．を．gebilう．何とおっしゃいますか。．
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246．みんなの見ている前で失敗じて，顔が赤くなるような感じをふつうどんなだとおっしゃいます

　　か。

　　　　表皿一15　246．「ハズカシイ」
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皿　　語彙・文法（語法）

（3）共通語化のタイプ分け

　図の見方の解説の最後（P80）に述べたような観点から本節で列挙した諸図をみてみ

よう。

タイプ1：3回の調査の折れ線グラフがほぼズレがなく繋がるものである。

　　「241．トース・トーシン」はその典型とでもいえるもので，3回の調査の結果がお

おむね重なっており，あたかも1つの調査で得られたもののようにみえる。つまり，

同じ世代の人々の間での方言形（あるいは共通語形）の使用率は，その集団のその後

の年齢変化（加齢）や社会状況の変化とは無関係にほぼ同率が保たれているが，隣り

合う世代で使用率が漸減ないしは増加するので地域社会全体では共通語化が進むとみ

　られるものである。そして，「241．トース・トーシン」だけから考えれば，鶴岡では

　「トース・トーシン」という方言形は消滅しているといえようか。「245．オボゲタ」

も同類である。

　一方「241．イツモ・ショッチュー」は，鶴岡において使用率が漸増している（スタ

ー トの78％から97％へ）。そのこと自体は，この図（図M－2）のペアである方言形（「241．

　トース・トーシン」）の使用率の減少を補完する形で共通語使用率の増加が起こってい

るというごく当然のことといえる。ただし，この項目では複数回答の割合が約10％と

高く，しかも共通語形と方言形の併用者が大半を占めていることを心得ておく必要が

ある。「243．イラッシャイ」も共通語形と方言形の併用が多い項目である。

タイプll：　3回の調査で折れ線は一定の方向に動いており，大局的にはタイプ1に類

似しているが，それでも調査時期による何らかの時代的影響が強く反映していると思

われるデータである。

　典型例が「242．ルスバン」である。この図（図皿一3）の折れ線は各調査時点におい

て大略右上がりになっている。つまり，どの調査時点にあっても，若い年代ほど共通

語化しているわけである。しかし，タイプ1とは違って，1回目と2回目との間に共

通語化のかさ上げとでも呼べるような上昇が認められる。おそらく1回目の調査時点

と2目のそれとの間の社会状況の変化がこれを引き起こしたのはだと考えられる。な

お，第2回目と第3回目との間にはかさ上げは認められなく，むしろタイプ1型化し

ている。「ルスバン」の方言形の1つである「242．ヨスリ」は，第1回調査では一定

の使用率があった年齢層（「1903－1913」「1914・1924」）が，第2回調査では使用率が

ほぼゼロになっている。「243．ゴザへ」も同類といえるだろう。

　　　「245．ビックリシタ」も，第1回目と第2回目との間の変化は典型的なタイプll

である。第2回調査でかさあげ上げされた使用率を保った形で，第2回目と第3回目

のグラフはほぼ連続的になっている。この裏返しが，もう1つの共通語形「オドロイ

タ」である。このことから鶴岡での「オボゲタ」（これはタイプ1）の共通語形は，か

なり早い時期から「オドロイタ」から「ビックリシタ」に変化したことを物語ってい

　る。
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タイプ皿：第1回目と第2回目で使用率分布に大きな変動がみられたものの，第3回

　目の調査結果は1回目と2回目との中間的位置付けとなり，1回目と3回目とを繋ぐ

　とほぼタイプ1となるようにみえるものである。

　　「244．モー」とその相方の「244．アド」の分布がこれに相当する。この項目は，

第2回目の調査結果を除いた，1回目と3回目のデータをみると，連続的に繋がって

いる。つまり，細かな変動はみられるものの，大略，時代が進むにつれて共通語形が

減り，方言形が増大する方向に動いている。他の項目はおおむね共通語化の方向に向

かっているのに対して，この項目だけが方言使用率が上昇している。

　この項目の質問文は，「『くたびれたもう歩けない』という時の『もう』」ということ

をふつう何とおっしゃいますか。」であるが，これは2回目からのものである。1回目

の調査では「『おなかがいっぱいになった。もうたくさんです』と言うとき，『もう』

ということをふつう何とおっしゃいますか」であった。このような質問文の変更が2

回目以降の調査で共通語使用率を低減させたのかもしれない。こういった視点からグ

ラフを見直すと，2回目と3回目の結果は似ているといえないこともない。

タイプIV：上のタイプと異なり第3回目の結果だけが他と違ってみえるものである。

　「243．イラッシャイ」はその例であり，3回目の結果だけが著しい年齢差をみせてい

　る。この項目は「241．イツモ・ショチュウ」と同様複数回答率が高く，かつ共通語形

　と方言形の併用が多いものである。複数回答・併用回答をどのように取り扱うかによ

ってグラフの形が大きく変化する。なお，「246．ハズカシイ」はタイプ1のところで

取り上げたが，このタイプに属するものとみることも可能であろう。

1．2第2回調査以降に実施された項目

　ここで扱う項目は，第2回（1971年実施）調査時に新たに加えられ，第3回（1991年

実施）でも項目とされたものである。追加項目は2種類に大別される。

　最初の3項目（項目コード247．～249．）は共通語化の分析に直結する項目群である（た

だし，249．の「コーデ」は第1回目の調査でも調査項目として取り上げられていたもので

あるが，第2回調査で質問文が大きく異なったため，ここでは新規項目扱いとした）。

　これらに続く，あとの3項目（251．～253．）は共通語化には直接関与する事柄ではな

いが，第2回調査時においては耳慣れない新語の受容度と共通語化の程度との相関関係の

分析（あるいは志向）を探る手がかりとしようとしたものである。

　それぞれの具体的な質問文は次のようになっている。

（1）質問文

①共通語化の分析に直結する項目群

　247．相手からお金をとって物を渡すのは「売る」と言いますが，お金をとらないで物を

　　　「与える」という時には，ふっうどうするとおっしゃいますか。

90



皿　　語彙・文法（語法）

248．【絵】冬，軒先などにさがるコオリの棒です。これを何とおっしゃいますか。

249．「このお菓子はコーデうめえちゃ」などのように，「コーデ」という言葉をお使いに

　　なりますか。（使わないと答えた人には「聞けばわかりますか」と尋ねる。）

②共通語化の分析とは直結しない「新語」項目群

　251．【絵】手に皮をはめてうちあうスポーツを何とおっしゃいますか。足でけったりは

　　　しません。

252．東京などのタクシーで，夜中など運転手がお客を乗せるのを断ることがありますが，

　　　これを何とおっしゃいますか。

253．【絵】近頃の若い女の人のはく，この丈の短いのは何とおっしゃいますか。

247湘手からお金をとって物を渡すのは「売る」と言いますが，お金をとらないで物を「与える」とい

　　う時には，ふっうどうするとおっしゃいますか。
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表M－18 247．「クレル」（クエル・ケルを含む）
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図皿一18 247．「クレル」（クエル・ケルを含む）

表皿一19 247．「クレテヤル」
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皿　語彙・文法（語法）

248．【絵】冬，軒先などにさがるコオリの棒でずここれを何とおうしゃいますか。

表皿一19　248．「ツララ」
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図皿一19　248．「ツララ」

表皿一20　248．「シガ・スガ」
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　　　表m－21　249．「コーデ」を使う

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図皿一21　249．「コーデ」を使う

表皿一22　249．「コーデ」を使わないが，聞けばわかる
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図皿一22　249．「コーデ」を使わないが，聞けばわかる
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　皿　　語彙・文法（語法）

　　表皿一23　249．「コーデ」を知らない
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251．【絵】手に皮をはめてうちあうスポーツを何とおっしゃいますか。足でけったりはしません。

　　　　表皿一24　251．「ボクシング」
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表M－25　251．「拳闘」
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252凍京などのタクシーで，夜中など運転手がお客を乗せるのを断ることがありますが，これを何と

　　おっしゃいますか。

　　　　表皿一26　252．「乗車拒否」
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図皿一26　252．「乗車拒否」
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（2）調査結果

　ここで取り上げられる被調査者は，最も早い者で1903年生まれ，最も遅い者で1979年

生まれである。したがって，ここで得られたデータから最も大きく見積もった場合でほぼ

4分の3世紀，実質的には3分の2世紀の鶴岡での言語変化を検討することができるとい

えよう。

　最初に共通語化に係る3項目について質問順にみてみよう。

　「247．アゲル・ヤル」とその方言形「247．クレル」はほぼ反比例の動きである。大局

的にみれば，方言形「クレル」の減少に対して共通語形「アゲル・ヤル」が増加している

といえるが，現時点でも方言形の使用率自体は共通語使用率と大差ない状況である。

　「248．ツララ」と「248．シガ・スガ」は，共通語と方言との関係にあり，当然のこと

ながら相補的分布を示している。この2図（図皿・19・図皿・20）をみる限り，鶴岡において

方言形「シガ・スガ」は，近い将来，消滅するといえよう。

　249．の「コーデ」は，これまで検討してきた項目とは違って，「使う」「使わないが聞け

ばわかる」「知らない」の3件法で質問されている。それぞれの回答選択肢の分布を見比べ

ると，全般的に「使わないが聞けばわかる」という回答が6割から7割程度を維持してい

る。しかし，第3回調査の若年層ではこのカテゴリーの回答率が3分の1と激減し，この

年齢層の6割近くは聞いたこともないと答えている。今後，特別の事態が生じないならば

鶴岡では「コーデ」が消滅すると目される。

　なお，先にも述べたように「コーデ」は第1回調査の調査項目でもあった。そのときの

質問文は以下のとおりである。

　「『このおかしはずいぶん甘い』と言うとき，『ずいぶん』ということをふっう何とおっ

しゃいますか。」

　この質問の回答は共通語形「ズイブン」が94％と圧倒的多数を得ていた。第2回の調査

企画で，この項目については，第1回の結果からして同じ設問での調査を続けるのは意味

がないだろうが，「コーデ」は今でもよく知られている方言であるので別の形で尋ねようと

いうことで第2回調査から設問が変更されたのである。

　次に第2回調査時に「新語」項目として追加されたものをみてみる。

　251．は「ボクシング」というか「拳闘」というかを尋ねたものである。この項目は第2

回調査時点でも圧倒的多数が「ボクシング」であり，「拳闘」は少数派でしかなかった。こ

の傾向が第3回調査ではより顕著化し，「拳闘」という語の使用者は皆無に近い。これは鶴

岡に限ったことではなく，日本語としての用法でも，特別の場合（「○○拳闘倶楽部」とい

った固有名詞等）を除き死語化状況にあるといえる。

　252．の「乗車拒否」は，第2回調査当時は大都会では日常茶飯事のことであり，よく

知られた語であった。しかし，当時の鶴岡のような地方都市ではあまり経験しないことで

あった。というのは，（運転手による乗客の選択という）「乗車拒否」は流しのタクシー以
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外ではまず発生しない社会現象であったからである。

　実際に経験することのない鶴岡という地域社会でも，第2回調査時では「乗車拒否」と

いう語は全体の6割程度の人が知っており，若い年齢層ほど認知している語であった。そ

の後乗車拒否に対する世論の非難，運転手が客を選ぶ状況ではなくなったという社会状

況の変化に伴って「乗車拒否」という語が死語化している。これを如実に反映しているの

が第3回目の調査結果だといえよう。第2回目と第3回目とを繋いでみると新語の発生か

ら衰退の過程が垣間見られるという興味深いデータとなっている。

　253．の「ミニ（スカート）」は，第2回調査時に新語項目として加えられたものである。

ちなみに，「ミニスカート」はイギリス出身のツイッギーがブームを生み出し，彼女が来日

した1967年10月に日本で流行語になったということである。それから僅か3年半に過ぎ

ない第2回調査当時の鶴岡市民の8割もの人が知っている大流行語であった。20年後の第

3回目の調査時点では，「ミニ（スカート）」はさらに多くの人々に認知され，今や一般語

となっている。

2．　文法（語法）項目

2．13回の調査結果が得られた項目

（1）質問文

　第1回（1950年実施），第2回（1971年実施），第3回（1991年実施）のすべての調査

で取り上げられた語彙項目は以下の8つあり，それぞれの質問文は次のようになっている。

261．こども（弟・妹）にむかって「朝寝坊をしないで早く起きろ」という時，ふつう何

　　とおっしゃいますか。（実査時に調査対象者によって，「こども」「弟」「妹」など適

　　宜読み替える）

262．あなたが親しい友達にむかっていう時の言葉についていくつかお尋ねいたします。

　　「わたくしたちもいっしょに行こう」という時，「わたくしたち」ということをふっ

　　う何とおっしゃいますか。

263．では，「おもしろい映画だってね。いっしょに見に行かないか」という時，「見に行

　　かないか」ということをふつう何とおっしゃいますか。」

264．では，「おれも行くから，ちょっと待ってくれ」という時，「行くから」ということ

　　をふっう何とおっしゃいますか。

265．同じように，親しい友達にむかっていう時の言葉についてもう少しお尋ねしますが，

　　「おれも行くけれども早くは行けない」という時「行くけれども」ということをふ

　　つう何とおっしゃいますか。

266．では，「あの人はずいぶんすもうが強かったなあ」と昔のことを話す時，「強かった

　　なあ」ということをふっう何とおっしゃいますか。

267．では，「どうも，この子（弟・妹）は勉強しないで困る」という時，「勉強しないで」

　　ということをふつう何とおっしゃいますか。

268．では，「もっと海が静かならいいだがなあ」という時，「静かなら」ということをふ
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つう何とおっしゃいますか」。

（2）扱われる文法事象

　この調査で取り上げられた文法事象は次のとおりである。なお，説明の都合上，2．2で

取り上げる項目も含めてここで記述する。

①動詞の活用に関するもの：「261．起きる」の命令形，「267．する」の否定形

②形容詞の活用に関するもの：「266．強い」の連用形（「ツヨカツ」か「ツイえッ」か）

③人称代名詞に関するもの：「262．わたし主ち」「269．あなたを」（2．2参照）

④格助詞に関するもの：「263．見亙行く」，「269．あなた亘」（2．2参照）

⑤接続助詞に関するもの1「264．行く主ら」，「265．行くけれども」「268．静か皇ら」

⑥助動詞に関するもの：「266．強かった」

⑦敬語法に関するもの：「271．書いたのか」の「かいた」部分と「のか」部分（2．2参照）

⑧応答詞に関するもの：「270．『そうです』と答える」ときの表現（2．2参照）

（3）調査結果

図の見方については，1．1の（2）で述べたところと異ならないのでここでは省略に従

う。

261．こども（弟竺妹）にむかうて「朝寝坊をしないで早く起きろ」という時，ふっう何とおっしゃいます

　　か。
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表皿一30261．「オキレ」
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皿 語彙・文法（語法）

表皿一38264．「～サケ」
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表皿一40264．「～ハケ」
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〈けれ轟早くは行けな殉とじミう時桁くげれ鎚］．恥うζ孝甦亘う何繍っLや∪ま牽熊．
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皿 語彙・文法（語法）

表皿一42265．「～ドモ」
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266．でば，．「あφ人t＃’ずいぶんすもうが強かったなあ」と昔のことを話す時、［強かったなあ」というこ

　　とをふつう何とおっしゃいますか6
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図皿一43266．「ツヨカッ」（ツヨカッタ・ツヨカッタケ（ノオ・ノー）を含む）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　107



表皿一44266．「ツイえッ」（ツィえッ・ツヨイッケ・ツイえケ・ツえケ・ツヨイッケを含む）
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図皿一44266．「ツイえツ」（ツィえッ・ツヨイッケ・ツイえケ・ツえケ・ツヨイッケを含む）

　　とをふつう何とおっしゃいまずか。
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表皿一46266a．「強かったなあ」助動詞「～ケ」
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皿　　語彙・文法（語法）
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267．では，「どうも，この子（弟・妹）は勉強しないで困る］という時，［勉強しないで」ということをふっ

　　う何とおっしゃいますか。

表皿一47・267．「～シナイデ」（～シナクテを含む）
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図皿一47267．「～シナイデ」（～シナクテを含む）
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表皿一48267．「～サねグデ」（～サナグデ・～サねデ・～サねクテ・～サナクテを含む）
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268．では，「もっと海が静かならいいだがなあ］どいうee；／・r静か塗亘」ということをふっう何とおつしや

　　いますか」。
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皿　　語彙・文法（語法）

表皿一50268．「～ダ（ラ）バ」（～ダラ・～ダト・～ダドを含む）
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図皿一50268．「～ダ（ラ）バ」（～ダラ・～ダト・～ダドを含む）

（4）共通語化のタイプ分け

　語彙項目で検討したときと同様のタイプ分けを行うこととする。

　タイプ1：　3回の調査の折れ線グラフがほぼズレがなく繋がるものである。

　　　「264．～ハケ」がその典型である。また，「267．～シナイデ」「267．～サねグデ」

　もこのタイプに属するといえよう。なお，「～サねグデ」では，ひらがなの「ね」など

　が使われているが，方言的な発音の母音［ε］など広いエであることを示すものである。

　　　「266．ツヨカツ」とその方言形「ツイェッ」もここに属する。また「266a．～タ」

　とその方言形「～ケ」も同様である。これらは共に共通語使用率が年々低下傾向にあ

　ることを物語っているが，3回目の調査の若年層で共通語使用率の回復傾向が認められ

　ている点で注目される。

タイプll：　大局的にはタイプ1に類似しているが，調査時期による何らかの時代的

影響が強く反映しているものであるが，今回の文法項目においては該当するものは認

められなかった。語彙的なものと文法的なものとの違いかも知れない。

タイプ皿：第1回目と第2回目で使用率分布に大きな変動がみられたものの，第3

回目の調査結果は1回目と2回目との中間的位置付けとなり，1回目と3回目とを繋

ぐとほぼタイプ1となるものである。「268．～ナラ」とその相方の「～ダ（ラ）バ」

がこのタイプに属する。この項目は共通語，方言ともに多種の変異形が認められるの

で，語形のまとめ方によっては様相を異にすることとなろう。
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タイプIV：上のタイプと異なり，第3回の結果だけが他と違ってみえるものである。

「264．～カラ」とその相方の「～サケ」がそめ例である。

タイプV：使用率がほぼ一定しているものである。一定以上の使用率を有するもの

としては「261．オキレ」がその典型である。この共通語形である「261．オキロ」も

大局的にみればこのタイプといえる。また，「262．～ガタ」「263．～サ」も変動幅

が多少認められるものの，ここに属すものといえよう。

タイプVI：　上記のいずれにも含まれないもの。

2．2　第2回調査以降に実施された項目

（1）質問文

　ここで扱われる項目は，第2回調査（1971年実施）で敬語の使用状況をみようという観

点から加えられ，第3回調査（1991年実施）でも調査された項目である。とは言うものの

調査時間の制約上，追加項目は3項目のみであり，敬語使用を垣間見たものにすぎない。

質問文は次のとおりである。

269．もうひとつ，親しい友達にむかっていう時の言葉ですが，「（○○先生が）・あなたを

　　ほめていた」という時，ふつう何とおっしゃいますか。（2人称部分と助詞「を」と

　　が分析対象となっている。）

270．小学校時代の先生から「あなたは～年生まれですね」ときかれて，「そうです」と

　　答える時，ふつう何とおっしゃいますか。（回答は応答詞，その丁寧形，うなずきな

　　ど。また終助詞の有無や使用形も分析対象となっているが，今回の報告では省略す

　　る。）

271．尊敬している先生にむかっていう時の言葉についてお尋ねします。「この絵はあな

　　たがかいたのか」と尋ねる時，ふつう何と」おしゃいますか。（「カイタ」相当部，「ノ

　　カ」相当部分にわけて分析されるが，今回の報告では省略する。）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　皿　　語彙・文法（語法）

269もうひとつ，親しし）友達にむかっていう時の言葉ですが，「（○○先生が）あなたをほめていた」

　　という時，ふっう何とおっしゃいますか6（人称代名詞の部分）
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表皿一54269a．「～コト・トコ」（～バを含む）
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図皿一54269a．「～コト・トコ」（～バを含む）
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皿　　語彙・文法（語法）

表皿一55269a．「格助詞なし」
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図皿一55269a．「格助詞なし」

（2）調査結果

　　269．は2人称代名詞の「あなた」に相当する部分と格助詞「を」相当部分に注目し

てそれぞれ布図が描かれている。

　「269．アナタ・キミ」と「269．オめ一」が代名詞の使用率の図（図皿・51・図皿・52）であ

る（人称代名詞は文法現象ではないが，記述の便宜上ここで扱うこととする）。質問文で「親

しい友達にむかっていう時の言葉」という場面設定から，くだけた表現である「オめ一」

が「アナタ・キミ」等のやや改まった表現を上回っている。「269．オめ一」の図（図皿・52）

をみると，第2回目の調査と第3回目の調査の双方とも，くだけた表現は真ん中の年代層

での使用率を底とするV字型の分布となっている。この種の分布は敬語関係のデータでし

ばしばみかけるものである。この図（図皿・52）で興味深いのが2回の調査を繋いでみた場合，

くだけた表現は時代とともに社会全体では大幅に減少している。しかし，どの時代にあっ

ても高齢者はあまり丁寧な物言いをしないということできよう。

　269．の格助詞の部分についてみると，方言が出やすい場面での設問であったこともあっ

て，「269a．～コト・トコ」の使用率が高くなっている。
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IV　　追加項目

1V．　第3回調査における追加項目

1．鶴岡1991（追加質問）説明
・ 音韻（追跡）

　301．胃　302．絵　303．しみ304鏡305．障子

・ 音韻（外来語音）

　306．チケット　307．電電公社　308．PTA　309．ジェット機

　310．フォーク　311．フィルム

・ アクセント

　312．クマ（熊）313．テレビ314．チャンネル　315．アメリカ

・ 文法

　316、「分かりません」　317．「朝寝をしたい」　318．「どこへ行くのか」

　319．「学校へ行く」　320．「高く（なった）」

・ 語彙

　321．大きい　322．「赤ん坊がかわいい」

・ 方言音

　323．「面白い」 324．「教える」

2．　研究方法の概観

　ここで扱う項目は，第2回調査にはなく，第3回調査で付け加えたものである。（1）ま

ず第1回調査で取り上げられたが，第2回調査で省かれた音声項目を，第3回調査で復活

した。ただしここでは第1回調査のグラフは掲げない。（2）第3回調査でまったく新たに

加えられたアクセント専用の項目がある（第1回調査ではアクセント項目は音声項目と同

じ語について，2種の記入をする方式だった）。（3）また鶴岡市近郊の山添やまそえ地区での

2回の面接調査と，庄内地方（鶴岡市内・酒田市内）の4高校での2回のアンケート調査

での項目が加わった。外来語音，文法，語彙，方言音に関わる項目である。鶴岡方言の地

理的広がりを位置づけるために加えられた。この（3）の項目は，「庄内4高校調査」（井上
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1994a），「山添やまそえ調査」（井上2005）の報告書の調査結果グラフとして公にされている。

ここにグラフは再掲しないが，参照して，解説文としてできるだけ挿入した。

3．結果の概観

　各項目の解説に入る前に，結論を先取りする形で全体を概観しよう。まず年齢差からみ

る。グラフから見て年齢差があきらかな項目と，そうでない項目が区別できる。もちろん

中間もある。

　年齢差があきらかな項目の大部分は，若い世代での共通語化の進行によるものである。

ただ同じ現象が近郊の山添地区では急な年齢カーブ，つまり最近の急速な変化として観察

されるのに，この鶴岡市ではゆるやかなカーブとしてしか現れないことがある。小さな等

質的集団としての農業集落と，さまざまな経歴の人が集まった中都市とで，社会階層の複

雑さが違うためだと考えられる。

　変化のSカーブをなす言語現象も，異なった集団の異なったカーブを足し合わせるとゆ

るやかなカーブになることは，（井上2000）で論じた。またいくつかの項目では「新方言」

にあたる現象が若い世代にみられる（井上1985）。そのうちのいくつかは，のちに進出し

た共通語形によって勢いを失い，「中興方言」と化した。

　以下の各項目ごとの解説では，まず年齢差からみて，変化の過程を推定する。そのあと

性差・学歴差をみる。ほとんどの項目で，年齢差は激しいが，性差・学歴差は小さい。

　以下，表とグラフは1項目ごとに1ページにまとめた。三つの折れ線グラフは年齢差と

性差・学歴差を示す。

　この項目は，鶴岡市近郊山添地区の全数調査の結果（井上2005）と対比できる。音声項

目31語については，鶴岡調査3回（1950，1972，1991）の結果と山添調査2回（1976，1991）

を照合できる（井上2000，第26章）。全体として山添第2回調査（1991）が鶴岡第1回

調査（1950）の結果と似ており，ここから，中都市と近郊とで約40年の差がある（1世代

以上遅れている）と，とらえることができる。ただし，音韻項目以外では，各事象で事情

が違うので，保留が必要である。

　山添地区と鶴岡との距離は，市役所から下山添までだと約4km，1950年ころの鶴岡市

街地のはずれから外内島とのじままでだと約2kmである。言語の差が40年として，仮に年速

を計算すると，0．1km！yまたは0．05km／yである。普及の年速の典型1km！yに比べると

（井上2003），かなり遅い。ただし事象による遅速の違いは大きい。

3．1音韻（第1回調査の追跡）

　以下では音韻関係の追加5項目について解説する。この結果を位置づけるためには，第

1回から継続している音韻31項目全体の傾向を踏まえる必要がある（本書「ll．音声項目」

参照）。また鶴岡市近郊山添地区の全数調査（井上2005）と照合することが可能である。

本書「II．音声項目」では山添調査の結果を参照していないので，ここで補うと，近郊農

村山添の調査結果は，中都市鶴岡の結果と，よく対応する。総合して何十年かの共通語化

の遅れが見られる。一方現象ごとの違いはそれほど大きくない。
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IV　　追加項目

　なお山添調査では，「朗読・呼び出し項目」として，教科書を読むような調子で，また「運

動会で呼び出し係になって，マイクの前でしゃべるような調子で」読んでもらった。その

結果は，鶴岡音韻31項目に比べるとずっと共通語化が進んでおり，さらに語彙や文法の方

言形を尋ねる項目に比べると，はるかに共通語的な答えだった。数量的に分析してはいな

いが，調査場面での雑談では，中年以上はほぼ完全に方言的発音になるので，1個人内の

場面的・文体的使い分けは，明瞭である。鶴岡音韻31項目の結果は，この連続性continuum

の中に位置づけられるべきである。

301．「胃」

　まず年齢差からみて，変化の過程を推定する。

　共通語音イ田が中年以下では9割を越え，10代では普及し尽くした。中舌母音のイ田に

取って代わった。語頭でのイ・工混同による工囹は，60歳前後にわずかに残るのみ。小林

（1996）の角筆資料分析によれば，明治期にイ・工混同が起こっていたらしいが，痕跡は

わずかである。

学歴とのかかわりでは，中高学歴に共通語音イ田が多く，低学歴に中舌母音のイ田が多い。

一般の共通語化の傾向と合致する。若い世代ほど高学歴になった傾向の反映なのか，それ

とも学歴自体が発音に作用するかは，このグラフだけから判断できない。性別では，女性

に共通語音イ田が多く，男性に中舌母音のイ田が多い。一般の共通語化の傾向と合致する。

以下の項目でも同様である。

　第1回調査から尋ねている222「糸」220「息」の共通語化（本書「E．音声項目」参照，

以下同様）に比べると，301「胃」のカーブは大局的には一致する。音韻環境の影響が少な

いことを示す。

　鶴岡市近郊山添地区の全数調査では（井上2005），中舌母音のイ田の使用率が1922年以

前生まれの世代で5割を越え，1938－1952年生まれの世代でも3割以上である。鶴岡の

老年層よりずっと古い段階の共通語化を示す。この単語では，山添には50年以上遅れて共

通語音が普及しているようである。

302．「絵」

　共通語音工［e］が中年以下では9割を越え，エの狭い母音［g］に取って代わった。年齢パタ

ーンは前項301「胃」に似る。

　学歴とのかかわりでは，中高学歴に共通語音工［e］が多い。低学歴にその他が多い。性別

はわずかである。

　301，302を比べると，イ・エの区別は，ほぼ完全になされている。

　第1回調査から尋ねている223「煙突」221「駅」に比べると，302「絵」のカーブはや

や食い違う。調査場面で，ミニマルペアとして尋ねられたためかも知れない。

　鶴岡市近郊山添地区の全数調査では，エの狭い母音［g］の使用率が1937以前生まれの世

代で5割近く，1938～1952年生まれの世代でも3割近い。鶴岡の老年層よりずっと古い

段階の共通語化を示す。この単語でも50年以上遅れて共通語音が普及しているようである。
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303．「しみ」

　東北方言の特徴として有名なシ・スの混同にかかわる項目である。第1回調査から尋ね

ている227「墨」とミニマルペアをなすが，省かれた。アクセントも同時に分かる228「烏」

が第2回調査で優先されたのだろう。

　共通語化の過程が年齢差としてきれいに反映している。55歳以上でほぼ同数のスィ［si］・

シ［∫i］のうち，方言発音スィ［si］が衰え，共通語発音シ［Si］が10代でほぼ全員に普及するま

で伸びた。共通語化の最後の過程である。

学歴差が大きい。中高学歴に共通語音シ［∫i］が多く，低学歴にスィ［si］が多い。性別では，

男性に中舌母音のスィ［si］が多く，女性に共通語音シ［∫i］が多い。共通語化が高学歴，女性

で早く進むというパターンがきれいに観察された。

　第1回調査から尋ねている228「烏」227「墨」などに比べると，303「しみ」のほうが

Sカーブの角度が急であり，変化の最中であることを示す。

　鶴岡市近郊山添地区の全数調査では，1952年以前生まれの世代で中舌母音のスィ［si］が

多く，6割近い。それより若い世代で急に共通語音シ［∫i］が多くなり，9割近くになる。鶴

岡の中年層以下のパターンと山添の全年齢層のパターンが似ている。この単語では，30年

程度遅れて共通語音が普及しているようである。

304．「鏡」

　語中のガ行鼻濁音の項目である。東京はじめ全国の若い世代で語中のガ行鼻濁音は失わ

れつつある。第1回調査では大部分がガ行鼻濁音で，ほとんど年齢差がみられなかったた

めに，第2回調査で分析対象外とされた。鶴岡第3回の調査結果では，ほぼ7割以上がガ

行鼻濁音を発音した。しかし若い世代で使用率がやや下がる。20代で鼻にかからない濁音

が4割に増えるのは，社会的活躍層がまず新形を取り入れたと解釈できる。つまり鶴岡で

もガ行鼻濁音は，やや遅れて衰退の道を歩みつつある。東京の発音が変わると，それを追

いかける形で鶴岡の変化が起きる。NHKのアナウンサーが「標準語」としてニュースなど

で使っても，「共通語」または「東京語」として鼻濁音を使わない発音がマスコミで流れる

と，地方にも普及するようである。

　第1回から繰り返している項目のうちの207「猫」214「柿」のグラフで分かるように，

語中の力行子音の有声化についての共通語化は，第3回調査でほぼ完成した。そのあと，

一段階おいて，ガ行鼻濁音はゆっくり衰退しはじめている。東北では語中の力行子音の有

声化があるので，「鍵」「柿」などの区別のために，ガ行鼻濁音は保たれやすいはずである

（井上2000）。しかし2006年の山形県西北部の中学生の調査では，ガ行鼻濁音を失い，し

かし語中力行の有声化を保っために「鍵」「柿」双方がカギ［kagi］になる生徒が観察された。

　学歴差は小さい。中高学歴に新しい非鼻濁音のガ［ga］が多く，低学歴に鼻濁音がやや多

い。性差は，わずかである。他の共通語化と違った傾向で，江川・野元の共通語化のSカ

ーブモデルによれば，音変化としても初期の普及状況を示すのだろう（江川1977）。今後
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の共通語化進行が予想される。

　鶴岡市近郊山添地区の全数調査では，全年齢層ほぼ7～9割がガ行鼻濁音で，鼻にかから

ない濁音は若い世代で1割前後である。50年以上遅れて新しい発音が普及しているようで

ある。

305．「障子」

　「障子」は，ハ行の「表紙」などに観察される「フヨ」にあたる発音との区別のために

1950年の第1回調査に採用されたが，ほぼ共通語化していたので，第2回調査では削除さ

れた。40年後の調査では，55歳以上に1割ほど共通語的でない発音が報告されている。

［SiWOI］［9WO：］は，共通語のショにあたる発音に唇音の加わった音に聞こえたものであろう。

　学歴差は小さい。性差はないに等しい。

　第1回調査から尋ねているハ行唇音の208「蛇」218「百」202「髭」で唇音がきれいな

Sカーブを描いて減少しているのに比べると，305「障子」の変化はないに等しい。むしろ，

サ行・ザ行口蓋化の219「税務署」203「背中」204「汗」の，共通語化の行き着いたパタ

ーンに似ている。

　鶴岡市近郊山添地区の全数調査では，共通語音が1992年以前生まれでは6割である。

やや遅れて新しい発音が普及している。
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表IV－3 303．「しみ」
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表IV－4304．「鏡」
1
3
0
4
鏡
ミ

無記入 騨 oa 却ga 僧oa その他

己体 α2 1＆0 76．0 α2 3．5 2．0　　；畑
性
ζ
一
…
　
…
i
女
性

α6 2α4 740 α6 3．3 Uj
00 161 777 α0 36 2．7　　｛

α0 23．4 72．3 α0 2．1

｝15・19歳｛　　　　…A吊

12024歳 α0 3＆1 61．9 0．0 0．0

　　ミ2．1、

αOi
1253臓｝．．＿　　　　　＿＿

35・臓

13．8 86．2 α0 α0
0
．
0
－
・
・
…
0
0

19．0 76．0 1．0 3．0

0．0

　　…；

1．0　　ミ

｝
4
5
5
4
歳
㌧
5
5
6
9
歳

1．6

α0

148

15．3

770

73．9

α0

α0

a3

72

3．3・

3『．｝

α0 LO1低学歴

　中学歴）r－一・r－一一　一一一一w

高学歴

8．6

2
0
6
一
一
山

81．0

73．9 0．0

＆7

30

29

2．5　　←一「α0内m’…一　　1－

　1．0 22．8 75．2 α0 110 α0

　％

90

80

70

60

50

40

30

20

10

0

304鏡

口男性

■女性

「

‘
，＿　1［■1」＝■L

無記入　ga　　pa　　ga　　可a　その他

図IV－　11 304．「鏡」性別
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表IV－5 305．「障子」
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IV　　追加項目

3．2音韻（外来語音）

306．「チケット」

　新来の外来語と在来の和語・漢語との使い分けについての問いである（調査相手が答え

やすいように，次の項と並べて配列した。外来語音チ［t∫i］とティ［ti］の違いが問題になるほ

どの使用率を占めるわけではないが，調査票の配列どおりに解説する）。調査の際，挿絵と

して，展覧会の実物入場券を用いた。

　共通語では外来語「チケット」は，当初は航空券などに限って使われたが，最近適用さ

れる範囲が広がりつつある。鶴岡でも「チケット」は，20～30代の社会的活躍層がピーク

というパターンを示した。衰えが目立つのは「入場券」，ついで「切符」である。「券」や

その他は中年以上に多い。これらを繰り入れるとグラフのパターンはもっとはっきりする

だろう。ただ意味分野を考えると，「チケット」は，「券」に相当し，「入場・券」より意味

分野が広い。っまり意味を限定しない単語が多く使われるようになっているわけだ。

　学歴差が少しある。中高学歴に外来語「チケット」が多く，低学歴に在来の漢語「入場

券」，っいで在来の和語の「切符」が多い。他の世論調査でも語種と学歴とは関連を見せる。

性別では，男性に外来語「チケット」が多く，女性に在来の和語の「切符」が多い。他と

異なった傾向である。

　鶴岡市近郊山添地区の全数調査では，外来語「チケット」が1953年以降生まれの若い

層で7割前後の使用率で，鶴岡と変わらない。中都市と近郊農村で，個々の単語について

は発音ほどには普及時期が違わないようである。

　　　表IV－6　306．「チケット」
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図IV－17　306．「チケット」性別 図IV－　18　306．「チケット」学歴別

307．「電電公社」

　外来語音ティ［ti］の定着に関する問いである。年齢差が激しい。60代前後は，「エヌテー

テー」でテ［te］が多い。「エヌティーティー」のティ［tilが下の世代で急増して，55歳以上の

1割から，20代，30代の9割以上になる。50％を越えるのは，40歳前後と読みとれる。

調査が1991年なので，1950年前後に生まれた人たちがティ半数の線を越えることになる。

10代後半で普及率がやや落ちるのは，社会的活躍層が先に採用するという，普及中期の状

況である。ここを除くと「普及のSカーブ」（井上2000）のかなりを構成する。なお複数

回答やその他の回答も多い。「電電公社」から「NTT」に名称を変更したのがこの時期であ

り，まだ十分定着していなかったためである。

　NHKの全国調査，茨城県玉造町の調査とくらべて，似た傾向を示す（井上2007）。外来

語によって入ってきた音節ティ圃は，共通語化にともなって若い世代で地位を確立しつつ

ある。

　学歴差が大きく，予想どおりの数値をみせる。中高学歴にティ固の「エヌティーティー」

が多く，低学歴にテ［te】の「エヌテーテー」が多い。性差は少ないが，ティ［ti］は女性にや

や多く，テ［te］は男性にやや多い。

　鶴岡市近郊山添地区の全数調査では，外来語音ティ［ti］が1953年以降生まれの若い層で

8割以上の使用率で，若い世代が鶴岡に追いっいて使う形である。この外来語発音につい

ては，中都市と近郊農村で普及時期が10年か20年違うようである。
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IV　　追加項目

308．　「PTA」

　同じく外来語音ティの定着に関する問い。NHKの世論調査や茨城県玉造町の調査と照合

できる項目である。テ［te］の「ピーテーエー」が中年層以上に多く，ティ［ti］の「ピーティ

ーエー」は若年層に多い。前項NTTに比べてテ［te］の「ピーテーエー」の割合が多いのは，

この単語の成立が戦後まもなくだからだろう。茨城県玉造町の調査結果などと合致する（井

上2007）。複数回答もかなりあり，住民が変化を意識している段階を示す。

学歴差が大きい。高学歴ではティ【ti］の「ピーティーエー」のほうが多い。中低学歴には

テ［te】の「ピーテーエー」が多い。性差は，男性に新形ティ［ti］の「ピーティーエー」が多

く，女性に在来のテ［te］の「ピーテーエー」が多い。

　鶴岡市近郊山添地区の全数調査では，外来語音ティ［ti］は1968年以降生まれの一番若い

層でも4割の使用率で，鶴岡の40代に相当する。この外来語発音についても，中都市と近

郊農村で普及時期が10年か20年違うようである。

309。「ジェット機」

　「セ・ゼ」【se］［ze］が「シェ・ジェ」ifel　ige］と発音される口蓋化（実は室町以前の古い日

本語音の残存）が，新語の中でどう実現されるかを知るための項目である。第1回から繰

り返している項目のうちの204「汗」203「背中」219「税務署」のグラフと照合できる。

また鶴岡近郊山添地区の調査で採用されているので，対比できる（井上2000，p．551のグ

ラフ参照）。

　この鶴岡第3回調査では，55歳以上を除きほぼ全年齢層で7割以上が「ジェ」［3e］の「ジ

ェットキ」と答えている。山添1976と山添1991では，1937年以前生まれの3割以下か

ら1938年以降生まれの8割以上への大変化があった。それに比較すると平板である。学

歴差が大きいので，早く「ジェ」［3e］に変化した層と遅く変化した層が，鶴岡市内で重なっ

たためだろう。「ゼット機」という古めかしい語形，海軍の「ゼット旗」と同じ発音は，鶴

岡では55歳以上で3割となり＋，山添の1907年以前生まれの4割より少ない。鶴岡の方

が山添よりやや早く「ジェ」に変化していたようである。また方言音の「ジェ」［3e］を活用

せずに「ジエ」［3ie］という・2音節にする発音は，各世代に少しずつ聞かれるが，若い世代

でやや少なくなる。ちょうど次項で「フオーク」「フエルト」と発音する現象に似ている。

学歴差が少しある。中高学歴に新しい発音の「ジェットキ」が多く，低学歴に「ゼットキ」

という古めかしい発音が多い。性差もあり，男性に新しい「ジェットキ」が多い。

　鶴岡市近郊山添地区の全数調査では，1976年，1991年の2度調べてある。新しい発音

の「ジェットキ」が1907年以前生まれの世代では1割程度で，1968年以降生まれの一番

若い層で9割ちかくになる。鶴岡より急速な変化を示す。
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表IV－7 307．「電電公社」
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図IV－20 307．「電電公社」性別
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表rv：・8 308．「PTA」
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表Iv－9 309．「ジェット機」

ミ畑9ジェッ磯
無記入 ジェット ゼット

　　　　：
ジエット1複数回答　　　　ミ

　　　　｝
その他（一微
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IV　　追加項目

310．　「フォーク」

　「フォーク」は，ハ行音の外来語についての問いである。鶴岡ではかつてハ行子音に唇

音［Φ］が使われていた。第1回調査の208「蛇」218「百」202「髭」から分かるとおりで

ある。この発音を老年層が有効に活用して外来語に適用することは，なかったようである。

　310「フォーク」ではきれいな年齢差が観察された。唇音［Φ］を使った新しい発音「フォ

ーク」は，55歳以上の2割から30代以下の8割へと増加した。もともとの発音は唇音【Φ］

を使わない「ホーク」だったらしく，55歳以上では6割が使う。4拍になる「フオーク」

は，1割程度で推移している。新しく登場した「フォーク」という文字に引かれて，唇音［Φ］

を活用せずに発音したとも考えられる。（スポーツの）「プアン」や「オフィス」「フイルム」

「フエルト」などで観察された古めかしい発音である。

　鶴岡近郊山添地区の調査では，唇音［Φ］を使った発音「フォーク」は，年齢差が激しい。

1910年代生まれは約1割に過ぎない。1960年前後生まれがピークで約8割。鶴岡とほぼ

一致した線を示す。ただ山添では1970年代生まれの若い世代の使用率が5割に下がる点

が，鶴岡と違う。近郊農村では，鶴岡市内に働きに出る世代が，他の世代に先駆けて鶴岡

の新しい言語現象を採用するようである。

　学歴とのかかわりでは，低学歴にもともとの発音「ホーク」が多く，高中学歴に新しい

発音「フォーク」が多い。性差は少ないが，新しい発音「フォーク」は女性に多い。

311．　「フイルム」

　これもハ行音の外来語についての問い。「写真用のフィルム」の意味の質問文だった。「フ

ィ」［Φi］を2拍として受容した「ブイ」［Φui］が大多数を占め，7割から8割である。もとも

との方言音の両唇音を活用できたはずの「フィ」［Φi］は，年齢差がゆるやかで，老年の2割

から中年以下の3割に増える程度である。単語として確立したので，原語との対応による

変化が遅れているのだろう。1950年代に鶴岡市内で「ブイロム」という発音を聞いた覚え

があるが，調査結果には出ていない。

　鶴岡近郊山添地区の調査でも「ブイ」［Φuilが圧倒的で，方言音の両唇音を活用できたは

ずの「フィ」［Φi］は一番若い世代で2割に達する程度で，鶴岡より導入がやや遅れている。

なおNHK『日本語発音アクセント辞典』では，戦後まもなくの版ですでに「フィルム」の

みを載せている。しかし商標名で「フイルム」が使われていることが象徴するように，「フ

ィ」［Φi］という音節は，確立が遅かった。

　学歴とのかかわりでは，中低学歴には以前からのフイルムが多い。高学歴は他よりも，

フィルムの割合が多い。性別では，女性に以前からのフイルムが多い。男性は女性よりも

新形フィルムが多い。
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表IV・　10 310．「フォーク」

310フォーク 無記入 フォーク フオーク ホーク 麟回答 その他1

全体 0．5 55．3 6．9 363 0．7 0．2

男性 1．1 50．8 7．2 403 α6 0．0

、「L

’L．「
、、巾L 1一、、．1L∀「 「1S「L

L－　．『『1　．＿1

女性 α0 58．9 6．7 33．0 0．9 04

15・19歳 α0 85．1 2．1 12．8 0．0 0．0

巾L、「 A1吊幽・L．噛 i・巾、 ルWL 、・L巾「・1ゴ

20・24歳 α0 76．2 9．5 143 0．0 0．0

25・34歳 0．0 86．2 1．5 12．3 0．0 0．0

35・臓 0．0 63．0 8．0 29．0 0．0 0．0

45・54歳 1．6 39．3 9．8 47．5 1．6 0．0

55・69歳 0．9 22．5 9．0 64．9 1．8 0．9

低学歴 1．0 33．3 6．7 57．1 1．0 1．0

中学歴 0．0 61．8 6．0 32．2 α0 0．0

高学歴 1．0 653 8．9 22．8 2．0 α0

図IV－29 310．「フォーク」性別
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表IV－　11 311．「フィルム」

311フィルム 無記入 フィルム フイルム 複数回答 その他

全体 0．7 19．3 78．5 0．7 0．7

男性 0．6 27．6 70．7 1ユ 0．0

女性 0．9 12．5 84．8 0．4 13

15・19歳 0．0 29．8 68．1 2．1 0．0

20・24歳 0．0 19．0 76．2 0．0 4．8

25・34歳 0．0 27．7 70．8 1．5 0．0

35・44歳 0．0 21．0 78．0 1．0 0．0

45・54歳 1．6 11．5 86．9 0．0 0．0

55・69歳 1．8 12．6 83．8 0．0 1．8

低学歴 1．9 7．6 88．6 LO 1．0

中学歴 0．0 15．1 83．4 0．5 1．0

高学歴 1．0 39．6 58．4 1．0 0．0
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3．3　アクセント

　以下のアクセント項目については，　第1回調査から尋ねているアクセント5項目の総

合的変化パターンを基本において考察すべきである。「アクセント得点」の約100年間の推

移は急速で，第3回調査では，「変化のSカーブ」のちょうど半ばあたりをとらえたようで

ある。その目で見ると，以下の4項目はいずれもSカーブの途中段階で，普及率にわずか

の差がある程度と位置づけることができる。また，どのアクセントが広がったかをみると，

鶴岡の若い世代に入ってきているアクセントが，NHKアナウンサーが使うような標準アク

セントでなく，東京の若者（または若いテレビタレント）の使う新しいアクセントである

ことが，以下の調査結果から読み取れる。

　なお国語研（1997）の「北海道調査」でも「熊」「テレビ」「チャンネル」「アメリカ」

が取り上げられたので，対照することができる。

312．「クマ（熊）」（アクセント）

　アクセントを知るためだけの項目である。共通語発音としては「クマ」（低高，LH，○●）

だったが，近年東京の若い世代に「クマ」（高低，HL，●○）が広がり，全国に波及しつ

つある。アクセント変化がどんなことばをモデルにし，どのようなルートから広がるかを

知るのに，いい手がかりになる。馬瀬（1981）がテレビの普及と時期が一致することから「テ

レビアクセント」と名づけた現象の1例にあたる。NHKアナウンサーが使うような「標準

語」のアクセントがモデルになるわけではなさそうである。

　年齢差グラフはちょうどX字のパターンで新旧が交代している。中年以上はクマ（低高，

LH，○●）が多く，5～7割を占める。これは従来の東京方言のアクセントであり，した

がって共通語アクセントだった。20代以下で勢力が交代し，新しい東京方言のクマ（高低，

HL，●○）が多く，6割になる。30代，40代あたりで勢力が交代した。調査が1991年

なので，1950年，60年前後に生まれた人たちにあたる。鶴岡のクマ（高低，HL，●○）

普及は，テレビ普及時期より遅いようである。

　学歴とのかかわりでは，低学歴に方言形の○●（低高，LH）が多く，高学歴に共通語ア

クセント●○（高低，HL）が多いが。性差は，ないに等しい。

　鶴岡市近郊山添地区の全数調査では，新しい東京方言のクマ（高低，HL，●○）が1968

年以降生まれの一番若い層でも4割以下である。鶴岡よりの遅れは10－20年程度で，差が

少ない。

313．「テレビ」（アクセント）

　戦後普及した「テレビ」のアクセントは，アクセントの全国分布からみると，特別な地

理的分布を示し，アクセントのいわゆる東西差と対応しない。さらに，外来語アクセント

は，初期は「後ろから3音節目」に下がり目（アクセント核）が置かれ，普及して身近に

なると下がり目（アクセント核）を失って平板化する傾向があるが，「テレビ」のアクセン

トは，このパターンに合わない。鶴岡の在来のアクセントも東京の共通語アクセントと顕

著に違っていたので，その共通語化の過程をみるために調査項目に入れた。
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IV　　追加項目

　東京の共通語である頭高の●○○（高低低，HLL）は，中年以下に多く，10代では8割

に達する。鶴岡在来のアクセントの○●○（低高低，LHL）は，老年層では半数を超える

が，中年以下で減り，20代以下では2割程度になる。前項「クマ」に比べると，新形のア

クセントの流入が一歩早い。

　学歴の差が意外に大きく，低学歴に方言形の○●○（低高低，LHL）が多く，高学歴に

共通語アクセント●○○（高低低，HLL）が多い。性差は少ないが，共通語アクセント

●○○（高低低，HLL）は女性に多い。

　鶴岡市近郊山添地区の全数調査では，新しい頭高の●○○（高低低，HLL）が1953年

以降生まれの層で急に増えた。鶴岡よりの遅れは20・30年程度とみられる。
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表IV－　12 312．「クマ（熊）」（アクセント）

｛
3
1
2
熊
｛

無記入 ○● ●○ 複数回答 その侮

｝全体 0．2 55．3 41．0 0．2 3．21

1男性 0．6 55．8 392 0．0
　　　｛

441ζ
女
性
｜ 0．0 54．9 42．4 0．4

2．21

｛15・19歳｛…．　…一一一一一一
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4
5
・
5
4
歳
］
，
5
5
・
6
9
歳

54．0 42．0 0．0 4．0

0．0

0
．
0
「
」
パ
ー
r
A
1
．
6
0
．
0

32．8

28．8

1．6

　へr　rデ幽シ

1．6　　　：

2．7

62．3

68．5 0．0

i　低学歴

；中学歴：・一一…一一・一一…

　高学歴

0．0

0．0噛ゴ’」￥r－・…Aふ・

　1．0

64．8

54．8

3
1
4
A
’
泊
馳
一
吊
巾
・
’
吊
4
0
．
7
㌣

0．0

0．5」一，噛Srへ一回Aボ肖…

0．0

3．8　i

4．0

46．5 51．5

内’°° 　　ふ　一一＾　ぞ

　1．0

　％

100

90

80

70

60

50

40

30

20

10

　0

312熊（アクセント）

一■o■無記入

一●■■－o●

一→ヨー一●o

・・ △・・複数回答

一一 ぎ一一その他

　　　　　，　　’

）K／　　＼
　　　　　　　＼　／x－一：．．一一

15－・19歳20－24歳25－34歳35－44歳45－・54歳55－69歳

図IV－34 312．「クマ（熊）」年齢別

　％

100
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40
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10

　0

312熊（アクセント）

ロ男性

図女性

無記入 o● ●O　　複数回答　その他

312．「クマ（熊）」性別図IV－35 図IV－36 312．「クマ（熊）」学歴別
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表IV・　13 313．「テレビ」（アクセント）

｛313テレビ 無記入 ●○○ ○●O 複数回答 その他

1全体 0．2 55．8 38．8 0．2

　
　
　
；
4
．
9
　
1
　
　
　
i

｛
男
性
｜ 0．6 52．5 43．1 0．0

　　　｜
3．9

1… i

｛姓 0．0 58．5 35．3 0．4 5．8　　　ミ

115’19歳 0．0 78．7 21．3 0．0 0．0　｝

；20・24歳 0．0 71．4 28．6 0．0

　　　ミ

0．0

｝一一一一一一．．一一一
．．」

25・34歳

一一一．－r＿“－r．

0．0

「1－　一…・

67．7 29．2 1．5 1．5

’内
一「

35・44歳 0．0 57．0 38．0 0．0 5．0

1＿＿一．．『＿
・一． 一　一幽一 A一幽一一ふ一＿rrw 　「「「「「A一 」へ．r＿…～

｛45・54歳 1．6 50．8 37．7 0．0 9．8

155・69歳 0．0 37．8 55．0 0．0 72

低学歴 0．0 35．2 57．1 0．0 7．6

w馳「吊 ・v泊・「

、中学歴 0．0 58．3 37．2 0．5 4．0

i　Aふふゴ」、ヒT－r一 「一國「一幽ゴ ．．一一幽幽旬1rwボr w「「A「「「「ガ．r一 へ「一A一幽．’

高学歴 1．0 72．3 22．8 0．0

一・一．＿一・一A・幽

　4．0

　％

100

90

80

70

60

50

40

30

20

10

　0

313テレビ（アクセント）

ロ男性

■女性

無記入　　●OO　　O●O　複数回答　その他

図IV－38 313．「テレビ」性別

IV 追加項目

　％

100

90

80

70

60

50

40

30

20

10

　0

313テレビ（アクセント）

■■◎・無記入

一一●■一●●OO

一→ヨー一一〇●O

・・ ∧・・複数回答

一一 家一一その他

’爪、 、　　　　　　　　／　　　、うK
一nyk’

．遣：、．一土一〇鱈

15－19歳20－24歳25－34歳35－44歳45－54歳55－69歳

図］V－37 313．「テレビ」年齢別

図IV－39 313．「テレビ」学歴別
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314．「チャンネル」（アクセント）

　「チャンネル」のアクセントは，共通語化の位置づけに役立つ。鶴岡市に普及するアク

セントが，アナウンサーが使うような「標準語」アクセントなのか，東京の若い人に普及

しっつある「東京語」アクセントなのかを，知る手がかりになるからである。20世紀後半

に多くの語で顕著になうた外来語アクセントの平板化，いわゆる「専門家アクセント」（井

上1994b）の1例の普及にあたる。現行のアクセント辞典でも2種類が出ている。

　●○○○（高低低低，HLLL）は末尾から3音節目に下がり目（アクセント核）をおく

という，新語のアクセント受容パターンにあてはめたもので，40代以上で優勢である。

○●●●（低高高高，LHHH）は東京の専門家アクセントを採用したもので，20代以下に

優勢である。共通語・方言どちらにも属さない○●●○（低高高低，LHHL）は，1割程

度。その他も数パーセントあって若い世代にも多い。一時多様化したのだろう。

　学歴とのかかわりでは，低学歴に方言形の●○○○（高低低低，HLLL）がとりわけ多

く，高中学歴に共通語アクセント○●●●（低高高高，LHHH）が多い。年齢差の反映か

実際に学歴が作用しているかは，グラフからは不明である。性差は，ないに等しい。

　鶴岡市近郊山添地区の全数調査では，新しい平板アクセントの○●●●（低高高高，LH

HH）が1953年以降生まれの層でさえも2割前後に過ぎない。鶴岡よりの遅れは40年前

後とみられる。

315．「アメリカ」（アクセント）

　「アメリカ」のアクセントも，共通語化の内実をみるのに役立つ。外来語アクセントの平

板化（いわゆる専門家アクセント）にあたるが，東京では早くから平板化していた。

○●●●（低高高高，LHHH）は共通語アクセントを採用したもので，30代以下に優勢で

ある。○●○○（低高低低，LHLL）は，末尾から3音節目に下がり目をおくという新語

特有のアクセントパターンにあてはめたもので，40代以上で優勢である。その他は少ない。

　学歴とのかかわりでは，低学歴に方言形の○●○○（低高低低，LHLL）が多く，高中

学歴に共通語アクセント○●●●（低高高高，LHHH）が多い。年齢差の反映か実際に学

歴が作用しているかは，グラフからは不明。性差は，ないに等しい。

　鶴岡市近郊山添地区の全数調査では，新しい平板アクセントの○●●●（低高高高，LH

HH）が1953年以降生まれの層で5～6割である。鶴岡よりの遅れは20年前後とみられる。

　「熊」「テレビ」「チャンネル」「アメリカ」を通してみると，グラフではどれを共通語ア

クセントとみるかが一致していない。若い世代で増えているアクセントは，「熊」と「テレ

ビ」では頭高アクセント，「チャンネル」と「アメリカ」では平板アクセントである。古形・

新形がグラフ上でX状にクロスする年齢層の順に並べると，老年層に偏るのが「テレビ」，

次が「アメリカ」，30代が「チャンネル」，20代が「熊」である。東京における変化の順

番とほぼ対応しており，鶴岡のアクセントは，第1回調査の当時と違って，「東京語」（東

京の（若い人の）日常語）のアクセントを（やや遅れた形で）反映しつつある。

　鶴岡市近郊山添地区の全数調査では，新しいアクセントの導入の遅れは語によって違う。

鶴岡よりの遅れは10年から40年前後とみられる。
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表IV－　14 314．「チャンネル」（アクセント）

IV 追加項目

1314チャンネル 無記入 ●○OO ○●●● 0●●○ 複数回答 その他

；全体 1．0 41．2 242 9．9 0．7 23．0
畑
性
｝
一
，
女
性

25．4

＆
3
閲
A
吊
．
吊
吊
．

24310．6

1．3

40．9　・吊．A・

41．5 23．2 112

0．6

α9

　泊・一・．斗

2L9　　　；

；15・19歳1＿202臓 48．9 3401

33．3

0．0

α0

12．8

14．3 476

43

4．8

0．0

α0

ト25・34歳

3
5
・
蟻
」
一
一
一

00

0．0’一「…，

246

46．0

27．7

2＆0

15．4

8．0

3．1

0．0

　　　　ふ一＝♪

292

1＆0

45・54歳

55・69歳

1．6

2．7

475

60．4

1＆0

7．2

13．1

99

0．0

α9

　　一．

197

18．9

低学歴

中学歴　「w「へ　r一一泊ゴ巾

　L9

α5幽ぺ・一…－w「回A

　1．0

552

36．2・．i馳ゴー一巾「、

36．6

12．4

29．6、〒一一．　一一丁一r

1α5　ρr，・．亨

10．1．一　．「、’一一A’・＝ゴ國

8．9

α0

0．5、Aが“「1…i－－

2．0

200

23．1．＿一　．・一　　～内み

25．7高学歴 25．7

％

100

90

80

70

60

50

40

30

20

10

　0

314チャンネル

■－0■無記入
一■●一■●OOO
－一日一一〇●●●

一 ☆…　O●●O
－一 笥←…・複数回答

一・
その他

一　　■■㌧

、

　　　　　　　■ロ　　　　　　　　　　　　　ー
，△・、　　　　，△．．’　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　’

　　　　　，’　　　　　△’
△・・’∧，，x－一　　　．　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

15－19歳20－24歳25－34歳35－44歳45－54歳55－69歳

図IV－41 314．「チャンネル」性別

図IV－40 314．「チャンネル」年齢別

図IV－42 314．「チャンネル」学歴別
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表IV・　15 315．「アメリカ」（アクセント）

ミ｛315アメリカ
無記入 ○●●● O●○○ 複数回答 そ昧

i全体 0．2 44．9 49．9 0．5

4．4i　　　ミ

1男性 0．6 38．1 56．4 0．6

1女性
0．0 50．4 44．6 0．4

4
・
4
｛
…
’
臼
…
幽
］
4
．
5
　
｛
　
　
　
｛

1
5
・
1
9
歳
1
．

0．0 7＆7 17．0 0．0 431

20・24歳 0．0 66．7 33．3 0．0

α・｛

｝
｛
｛
2
5
・
3
4
歳
｛
一
｛
｝
｝
｛

0．0 62　1

35・44歳

0．0

0．0

61．5

47．0

　
0
．
0
…
“

2・0　｝

45・54歳

　　32．3　A吊A吊泊吊閲

　　51．0…「A・ふ一一・・A」＝“「内A

　　67．2

　　66．7

1．6 3．3　1　　　｛

1．

55・69歳

1
．
6
．
馳
A
・
「
肖
’
吊
・
0
．
0

26．2

25．2 0．9 7．2　1

｛．壁摩 62．9 3．81

沖学歴

0
．
0
A
A
吊
A
巾
r
幽
0
．
0

333

48．2　　　　　　∨ 45．7ぷが＝－w二＝∨∀二“

44．6

0．0

0．5 5・5i

｛高学歴
1．0 50．5 1．0

3．o］　　　｝

　％

100

90

80

70

60

50

40

30

20

10

　0

315アメリカ（アクセント）

口男性

翻女性

無記入　O●●●O●OO複数回答　その他

図rv－44 315．「アメリカ」性別
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10

　0

315アメリカ（アクセント）

■■Q■無記入

一■◆■■－o●●●

一→｝一一〇●oo

・・ ☆・一複数回答

一一
鶉（一一・その他

x－　　／x－＼　　／x　　　、　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　一　　一　　一　　　、　　　　　〆　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　口・

15－19歳20－・24歳25－34歳35－44歳45－54歳55－69歳

図］V－43 315．「アメリカ」年齢別

図IV－45 315．「アメリカ」学歴別



IV　　追加項目

3．4　文法

　以下4項目は，鶴岡方言自体が変化を起こしている「新方言」に関わるものである。東

北地方一帯，庄内一円，鶴岡近郊などの調査結果と照合できるので，共通語化でない（下

からの）言語変化がどう進むかを，地理的広がりをもって確認できる。

316．「分かりません」

　文法項目は回答を得る技法が難しく，活用形を唱えてもらうわけにはいかない。「分から

ない」の「ら」が「ん」に変わるかどうかを確かめるために，丁寧語を添えた（共通語，

敬体の）「分かりません」を，普段のことば（方言，常体）に直すという翻訳技法の質問文

を使った。項目名も「分かりません」になっている。

　「分かりません」では，共通語形「ワカラナイ」は，1割程度で推移しているが，方言

形同士の年齢差が大きい。在来の鶴岡方言の「ワガラネ」は，老年層では5割近いが20

代以下では1割以下に減る。代わって新方言の「ワガンネ」が若い世代で6割に達する。

東京で起きているのと同じ，ラ行五段活用動詞の否定形で（rとnという舌先を使う発音

が続くために）「ラ」が「ン」になる変化である。東北地方から関東北部にかけて広く分布

している言い方だが，庄内は例外だった。井上（2000，2003）のグロットグラム（地理×

年齢図）で明らかなように，山形市付近から飛び火で普及した言い方だろう。鶴岡に隣接

する酒田市にはそれほど普及していないので，他の共通語形とは別のメカニズムが働いて

いると考えられる。「ワガネ」は使用率が低い。東北地方北部の方言のラ行五段動詞にも同

じ現象がみられ，古い言い方とみられる。

　学歴とのかかわりでは，低学歴に方言形ワガラネが多く，中学歴に新方言ワガンネが多

い。高学歴はその他がやや多い。性差は，ないに等しい。

　鶴岡市近郊山添地区の全数調査では（井上2005），「ワガンネ」の使用率が全世代で鶴岡

よりやや低く，10年か20年遅れて新形が普及しているようである。

317、「（朝寝を）したい」

　助動詞「タイ」が「スル」に接続するときの語形についての項目である。方言形の「シ

デ」が一番多く，老年層の5割前後から若年層の7割近くに増加中である。方言形のうち

「シッデ」は全年齢層で1割前後で，中年層で一時増える。共通語形「シタイ」はあまり

普及しておらず，全年齢層で2割前後である。しかも若い世代でやや減る傾向を見せる。

　井上2000p．238によれば，「シッデ」は新方言として庄内中央部に広がりっっあった。

井上1994ap．84によれば，高校生とその父兄では，「シッデ」が庄内北部の酒田市・飽海

地方に多く，「シデ」は庄内南部の鶴岡市・田川地方に多く，高校生が父兄より多い。各デ

ータの変化傾向は矛盾しない。「シデ」は共通語形「シタイ」に音韻的・文法的に対応する

語形として普及しつつあるのだろう。

　学歴とのかかわりでは，低学歴に方言形「シデ」が多く，高学歴に共通語形「シタイ」

が多い。性差では，方言形「シデ」が男性にやや多く，共通語形「シタイ」が女性にやや

多く，共通語化の性差一般のパターンにあてはまる。
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表IV－　16 316．「分かりません」

1
3
1
6
分
か
り
ま
せ
ん
；

無記入 ワカラナイ ワガラネ ワガンネ ワガネ 複数回答
　　　｛
その眺　　　ミ

；　　全体
0．2 9．1 甜．0 38．3

1
．
2

4．0 721
ご
1
旧
正

　　　・0．6ム舳×幽」脂「「」舳w、r」几

0．0

2．8幽」プAA……ふ人呂し 3．3w⊥∨ぷ人”し「「vw”「「

4．5

72；．一＿＿．「，，｛

71；　　　；

8．3馬旨∨酌∨rwぴ川「「「「r

9．8

38．7w夜F．F「「「、wwΨ「w

41．1

392女、・w了「⌒～叩㌔∀

37．5 0．0

0．0　　．幽． 2．1．．．ぷメ1囁ぺ1鮎囁「

0．0

8．5玄「FV、レ

4．8

8aO∨ヒ…㌔ル脂w－、×「＾w「

762 0．0

0．0∨’⌒」w、wツ朴w”v

O．0

6
4
；
一
．
一
一
べ
1
別
1
　
＞

石…

9．2噛幽メ．“一「F㍉LL「、幽1

10．0

「「、
21．5PL・幽メ幽幽P幽㍉L“A、〉「．

トpr’r 門．びメ つ

、15・19歳

120・2臓

1……．「…
25・3撮L．L、”ゾ∪「P＼MArP巾巾メ

・35臓　．・、「fびL《幽幽一「．．・

1暗5臓㌦　．　＿．ひ．肝　．凡、、押rド

5569歳

0．0’7「＾A1A州「・ws

O．01幽」．」メ」メL．♪L，閲

0．0内＾吊…F“〆f∨w“w

1
．
6
幽
，
幽
功
幽
＞
F
幽
ぺ
S
L
幽
、
r
O
．
0

38．0

55．4ロ仇馳「※へ，ぺ、い⇔「帖

38．0
1
．
0

3．1，ペへ〉ぐ’幽〉，「甲m¶w

5．0

息
2
］
…
一
幽
“
…
’
｛
＆
O
l
〒
r
P

「＾w「「メ’フ1

8．2　P令「，〆内F「・

13．5

　P
54．11「ρρL〆’〒・L「幽「ρメ

64．9

　　F
246脂、　甲F♪円”「「ぷP『呼”1＾

9．9

「夕干や

1
．
8

門’

5．4

　　「

49｛
．．r、、．1r「．．1．11

　　　｛4．5　　　i

1．0，♪女r」＃爪・’幽・ひ幽

5
7
1
r
÷
傷
…
…
’
膓
6
、
O
i
　
　
　
i

｛低学歴∋甲一・…一〃～一・・

中学歴：・・…＿…斤＿・＿

高学歴

0．OL幽・L幽，．．r．s幽rr」．

0．0

10．5．．・」1x“オ∧v「呼11ぺ馳

8．0 33．7

23．8＞P＾旺「メ層「づ円ぷ再♪入叉

46．7 2．0

5．7・・幽…ツ馳凧ぺ　冊㍉F

3．5

〉アL－1s汗「ルP「「メ、’

1
．
0

＾＾× ’AP　　F　　P

9．9

「■甲「「町’

38．6

テ

36．6

て門’

0．0

i
：
1

＋＋＾“’］
1
0
9
1

％

100

90

80

70

60

50

40

30・

20

10

　0

316分かりません

、一■Q■無記入
一●一■一ワカラナイ

一一
日一一一ワガラネ

’・ △‥ワガンネ
△、

一一 X－一・ワガネ
、

　、 一■
複数回答

△
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図IV－47 316．「分かりません」性別

図IV・46 316．「分かりません」年齢別

図IV－48 316．「分かりません」学歴別
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表rv－17 317．「朝寝をしたい」

IV 追加項目

c｛317～したい
無記入

～
シタイ

～
シデ
～
シツデ 複数回答 その他

；全体 1．2 21．2 548 1α6 7．2 49、
　
1
，
1
一
吊
・
「

177 58．6 7．7 72 ll　ft

　
　
男
性
　
　
　
幽
内
馳
一
…
吊
吊
内
…
：
　
　
女
性

1．3 241 51．8 12．9 71

　　　」

2．71

115・19歳

｝翻歳…

170 6＆1 6．4 6．4 2．11α0

0．0 19．0 61．9 9．5 48

　
　
　
i
4
．
8

55．425・34歳

3
5
繊
；

α0

0．0

18．5

22．0 55．0

16．9

＆0

6．2

10．0

3．1

5．0

45・54歳

55・69歳

1．6

3．6

19．7

25．2

541

47．7

13．1

9．9

6．6

6．3

49i

7．2

低
学
歴
メ
　
　
　
「 2．9 6．7

　中学歴「…一「回…、一A．…・・一A－Aw 0．0幽As－A・ゴ・…、．・一．一

15．2

19．6

55．2

58．8

10．5

1α6

9．5

40s一一巾・’幽・・

2．0高学歴 20 30．7 46．5 10．9

7．0「A・……sw回　－
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317朝寝をL担△

一一〇■無記入
■■■●■■■■～シタイ

ー一日一一～シデ

・・ △・・～シツデ

ー一 報一一複数回答

一■その他

　　　　　　、

／　＼　“△㍉⇔．
　　　　　，　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　’　　　　　　、　　、

三｝・券一ゴ∴一工一コ
［o’

15－19歳20－24歳25－34歳35－44歳45－54歳55－69歳

図IV－49 317．「朝寝をしたい」年齢別
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317．「朝寝をしたい」性別図IV－50 図］V51 317．「朝寝をしたい」学歴別
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　鶴岡市近郊山添地区の全数調査では，方言形「シデ」が若い世代で鶴岡と同じ程度に増

えた。老年層に共通語形「シタイ」が多いことをみると，共通語形を訳させる質問文が災

いした可能性もある。

318．「（どこ）へ（行くのか）」

　次項の「（学校）へ（行く）」と同様に，助詞「サ」の用法拡大に関する問いである。小林

（2004）で論じられているように，東日本では助詞「サ」が「方向」を指すだけの用法か

ら，「場所」「目標」「結果」などを指す用法へと今でも拡大中で，共通語の助詞「二」に相

当するような広い用法を獲得しつつある。さらに，在来の鶴岡方言ではこの場合「ドサ」

という短縮形も現れる。

　グラフによれば，優勢なのは在来の鶴岡方言の「ドサ」であり，ほぼ3割。ことに若い

世代で5割を占める。次は「ドコサ」で，コの発音としては共通語化し，助詞サは方言形

を使う。老年層に多い。コの発音が有声化（濁音化）した方言的な「ドゴサ」は，2割前

後で，老年層にやや多い。共通語化の流れは「ドコニ」が20代前半に多いというパターン

に見られる。社会的活躍層で目立っのは，鶴岡調査第1回以来観察される共通語化の初期

段階である。

　この項目はまた同時に「ハ」という発音の使用をみるためだった。「ハ」の使用は，選択

肢に入れてあるのに，ほとんど報告がない。老年層で一時的に出た現象らしい。sがhに

なるのは鶴岡方言の特徴と，近郊の人にとらえられている。敬称で「酒井はん」のように

sがhになり，また文法項目264「から」で「サゲ」のほかに「ハゲ」が使われるのと，

現象としては同じ系列になるが，品詞などにより，普及が違うようである。

　学歴とのかかわりでは，低学歴に方言形「ドコサ」が多く，高学歴に共通語形「ドコニ」

がやや多い。性差では，若い人に優勢な方言形「ドサ」が男性に目立ち，老年層に優勢な

方言形「ドコサ」が女性に目立っ。共通語化の一般的パターンと一致しない。

　鶴岡市近郊山添地区の全数調査では，方言形「ドサ」が多く，他に方言形「ドゴサ」「ド

コサ」が多い。共通語形「ドコニ」はほとんど見られない。

319．「（学校）へ（行く）」

　前項と同じく，助詞「サ」に関する問いである。この問は「方向」を指す文脈で，「サ」

の基本的用法である。方言形「サ」が全年齢層7～8割前後と圧倒的である。年齢差は目立

たない。「エ」が老年層をはじめとして1割ほどでやや目立つが，庄内各地の会話資料など

によると，これが在来の言い方だったと思われる。「二」は共通語形として20代以下でや

や増えている。井上（1994a）で高校生の調査をしたのは，「（学校）ハ」の使用をみるた

めだった。鶴岡付近でわずかに報告されたのみだった。この集計では「その他」の中に入

っている。20代前半の使用率が1割以上になっているので，この中に「ハ」が含まれてい

る可能性がある。一時使用された新方言の例だろうか。

　学歴とのかかわりでは，中低学歴に方言形「サ」が多い。性差では，共通語形「二」の

使用が女性に目立っ。
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IV　　追加項目

表IV－　18 318．「どこへ行くのか」

1
3
1
8
ど
こ
へ
i

無弧 ドコニ ドコエ ドコサ ドゴサ ドゴハ
ド
サ 徽回答 そ醜
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ー一・・ 複数回答
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／
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図IV－52 318．「どこへ行くのか」年齢別
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図IV－53 318．「どこへ行くのか」性別　図IV－54 318．「どこへ行くのか」学歴別
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表IV－　19 319．「学校へ行く」
］
3
1
9
学
校
へ
， 無記入 ～二 ～工 ～サ 複数回答

　　　〉
その他1

1全体 02 7．4 6．7 778 3．5
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｛＿＿
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亀

　● 句
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一■o目無記入
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一一召一一一～工

・■ 込・・～サ

ー一
ヨ（一一複数回答

一■その他

，

〆

一一一
　　’　’’

＿
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図IV－56 319．「学校へ行く」性別

図IV－55 319．「学校へ行く」年齢別

図］V－57 319．「学校へ行く」学歴別
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IV　　追加項目

　これに対し，文法項目263で「見に行く」という「目的」の用法の「サ」を尋ねている。

方言形の「サ」の使用率は，この319より低い。用法が「方向」と違うためだろう。しか

し3回の調査を通じて（約100年かけてほぼ5割以下から6割近くに）やや増えている。

「サ」の用法拡大という観点から比較できる（小林2004）。これに反して共通語形の「二」

は，3回の調査を通じて（約100年かけて6割前後から4割以下に）やや減少気味である。

　鶴岡市近郊山添地区の全数調査では（井上2005），方言形「サ」が全年齢層8～9割前

後と圧倒的である。老年層にわずかに「エ」があり，古い方言形である可能性を示す。

320．「高く（なった）」

　東北方言各地に見られる形容詞連用形の無活用化に関する問いである。新方言「タッゲ

ク」の普及過程が観察されると期待して，調査項目に入れた（この項目では「ク」の有声

化については表記し分けない）。グラフをみると，共通語形「タカク」は中年以上の3割前

後から若年層の2割以下に減少している。それに対応する有声化をともなう「タガク」は

2～3割で安定しないが，55歳以上で最高の使用率であることに注意しよう。終止形と同

じ工段音をとって無活用化した「タゲク」は，中年以上では1割以上だが，中年以下では

やや少ない。共通語形に近い「タッガク」は40代前後で少し使われるだけ。その無活用化

にあたる「タッゲク」は，新方言で，老年層ではないに等しいが，中年以下で3割近くに

増える。形容詞語幹に促音を入れた形は，山形県付近に分布が限られる。恐らく活用語尾

の「アイ，オイ，ウイ，イイ」などの母音が融合して短くなり，工段，イ段の母音で終わ

り，形容詞が短くなったために，補強する形で語幹部分を長くしたのだろう。

　学歴とのかかわりでは，低学歴に有声化をともなうタガクが多く，高学歴に共通語形タ

カクと促音を入れたタッゲクが多い。性差では，共通語形タカクが女性に多い。

　井上（1994a，　p．90f）によると，「タガグ」は鶴岡に多く5割近くで，年齢差なし；「タ

ゲグ」はほとんど使われず；「タッガク」は田川地方に多く（つまり古い），2割ほど；「タ

ッゲク」は酒田と飽海地方に多く7割ほど，しかも鶴岡の父兄よりも高校生で増えている。

つまり，鶴岡では本来は「タガク」だったが，その後形容詞無活用化に向かう「タゲク」

が普及し，今形容詞語幹に促音を入れた新方言「タッゲク」が進出を図りっっある，と読

みとれる。庄内北部の言い方が入ってきたらしい。この新方言は，他の形容詞にも関連す

るもので，単独・孤立のものではない。新方言普及の初期だが，共通語形が控えているの

で，今後の増え方は予測が難しい。

　鶴岡市近郊山添地区の全数調査では，方言形「タガグ」系統が全年齢層6～7割前後と圧

倒的である。新方言「タッゲグ」系統は中年以上ではほとんど使われず，若い世代で1割

近くに増える。新方言の普及が鶴岡市内より遅れることを示す。なお老年層に無回答が多

く，文法項目の調査の難しさを示す。
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表IV・20 320．「高く（なった）」

320高く 無記入 タカク タガク タゲク タッガク タッゲク 複数回答 その他
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．
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図IV－59
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320．「高く　（なった）」性別
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図IV・58 320．「高く（なった）」年齢別
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図IV－60 320．「高く（なった）」学歴別



IV　　追加項目

3．5語彙

321．「大きい」

　「大きい」は語形としての共通語化をみるためだった。『日本言語地図』以来の諸調査に

よれば，文章語として使われるような「標準語」としての「オオキイ」のほかに，「共通語」

または「口語・俗語」として，「デッカイ」が全国に普及する傾向が観察されている。鶴岡

の「共通語化」が文章語をモデルにするのか，東京の口語，話しことばをモデルにするの

かをみるための，手がかりになりうる項目である。

　「オオキイ」が全世代で多い。次に「オッキー」が多い。年齢差があまりみられないが，

「オッキー」が20代前半に多く，「オオキイ」と補い合う分布を示すことをみると，「オッ

キー」が今進出中とみられる。

　「オッキ」，「デカイ」，「デッケ」は1割以下である。これらの語形は，文体差（丁寧さの

違い）を伴い，場面により使い分けられているのだろう。予想語形を出して使うかどうかを

尋ねる形にすると，多くの語形の併用が認められるだろう。

　学歴とのかかわりでは，低学歴に方言形オッキーが多く，高中学歴に共通語形オオキイ

がやや多い。性差は，少ない。

　鶴岡市近郊山添地区の全数調査では，「オオキイ」が多いが，次に「オッキー」が多い。

「デッカイ」はほとんどなく，若年層でも1割以下である。

322．「（赤ん坊が）かわいい」

　「（赤ん坊が）かわいい」も語形としての共通語化をみるためだった。新方言の進出（方

言形同士の交代）もあり，年齢差がある。共通語形「カワイイ」は，若い世代で4割以上

に増える。方言形「メッコイ」は30代あたりがピークで5割近くに達する。新方言の進出

である（井上1985）。東北方言として有名な「メンコイ」は20代で2割近くになる程度で

勢力が弱い。唄の「メンコイ仔馬」などに影響され一時使われた語形と考えられる。在来

の方言形「メンゴイ」は55歳以上で5割だが，それ以下では減って，若い世代ではゼロに

なる。

　以上のカーブから，以下の変化があったと思われる。

　　　　メンゴイ　　→　　メッコイ　　→　　カワイイ

　学歴とのかかわりでは，低学歴に在来の方言形メンゴイが多く，中学歴に共通語形カワ

イイが多く，高学歴に新方言形メッコイが多い。性差は，男性に方言形メッコイが多く，

女性に別の方言形メンコイおよび複数回答が多い。

　鶴岡市近郊山添地区の全数調査では，在来の方言形「メンゴイ」は中年以上で3～4割で，

新方言形「メッコイ」が若い世代で5割を占める。共通語形「カワイイ」は，鶴岡より全

世代で使用率が低い。鶴岡の一時代前の状況を示す。

151



表IV－21 321．「大きい」
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表IV－22 322．「赤ん坊がかわいい」

IV 追加項目
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図IV－64 322．「赤ん坊がかわいい」年齢別
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3．6方言音

323．「面白い」

　以下の2項目は新方言に関わる。「面白い」の変化は，発音の変化のように見えるが，本

来の方言音の変化を示す項目「教える」と対照することによって，実は語形の変化である

ことが分かる。（井上2000）p．519のグラフ参照。

　グラフによると，古い方言発音の（共通語の「オモセ」に規則的に対応する）「オモシェ」

が，中年以上の約5割から中年以下の約3割に減る。代わって新しい方言発音の（共通語

の「オモシ」に規則的に対応する）「オモシ」が，中年以上の約2割から中年以下の約3

割に増える。「オモセ」は古い方言発音「オモシェ」を共通語の「セ」に規則的に対応させ

た語形だが，ほぼ全年齢層で約1割。共通語形の「オモシロイ」はほぼ全年齢層で約1割

に過ぎない。新方言の「オモシ」は，形容詞終止形の語尾が短くなるという庄内方言の規

則が働いた語形と考えて，対応する共通語形を復元すると，「オモシイ」になる。若い人の

方言発音で［omo∫i］という共通語的な発音が出るので意表をつくが，発音の変化でなく，語

形の変化だととらえれば，説明できる（井上2000）。

　学歴とのかかわりでは，低学歴に古い方言発音「オモシェ」が多く，高中学歴に共通語

形「オモシロイ」がやや多い。性差は，目立たない。

　山添1976と山添1991の全数調査では（井上2005），「（オ）モシ」が，1937年以前生

まれの3割以下から1938年以降生まれの8割以上への大変化があった。それに比較する

と鶴岡は平板である。学歴差が大きいので，早く「シ」に変化した層と遅く変化した層が

鶴岡市内では重なったためだろう。鶴岡の方が山添よりやや早く「シ」に変化していたよ

うである。なお細かくいうと，旧鶴岡市内の外内島（とのじま）と旧櫛引町の山添とで普

及率が違う。

324．「教える」

　「面白い」と同じく，共通語の「セ」に対応する方言音の不規則的な変化についての項

目である。年齢差がくっきり出て，共通語の「オシエル」が老年層の2割から若年層の8

割に大進出した。逆にこの地域の方言形の「オシェル」は老年の5割から若年の1割以下

に急減した。「オセル」は方言形の「オシェル」を，音韻対応の規則に従って共通語的に直

したもの。老年の2割から若年の1割以下に減少した。方言形の「シェ」を似た音の「シ」

にした「オシル」の進出が興味を引くが，ここではその他に入っている。中年層で多い。

　学歴とのかかわりでは，低学歴に古い方言発音「オシェル」が多く，高中学歴に共通語

形「オシエル」が多い。性差は，男性に方言形「オシェル」が多く，女性に別の方言形共

通語形「オシエル」が多い。

　鶴岡市近郊山添地区の全数調査では，在来の方言形「オシェル」は中年以上で5割以上

で，新方言形ともいうべき「オシル」が若年層（1938・1967出生）で4割に進出したが，

1968以降出生の世代では共通語形「オシエル」（4割）に勢力を奪われた。

　井上（2000）p．454のグロットグラムによれば，鶴岡市付近は「オシェル」が大部分で，

数人「オシル」がいる程度だった。
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表IV－23 323．「面白い」
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図IV－71 324．「教える」性別
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V　　言語意識に関する項目

V 言語意識に関する項目

　以上で見てきた音声，アクセント，語彙，文法など，日常使っている（あるいは日常使

っていると意識している）ことばの言語的特徴を直接尋ねた質問項目の他に，共通語化の

要因を知る手がかりを得るために行った言語意識に関する項目がいくつか見られる。

　1．鶴岡弁に対する意見（第2回調査で追加された項目）

　2．鶴岡弁，東京弁に対するイメージ（第2回調査で追加された項目）

　3．場面によることばの使い分け（第1回調査から質問している項目）

　4．道聞き（第1回調査から質問している項目）

　以下で，順を追ってこれら項目について結果を見ていくことにしよう。

1．　鶴岡弁に対する意見

　鶴岡弁を無くしてしまったほうがよいか，保存した方がよいか，という意見を尋ねる

ための質問文と選択肢は以下のとおりであった。

　413．〈リスト〉鶴岡弁について次のような意見があります。あなたはどちらの意見

　　　　　に賛成なさいますか。

　　　1．世の中が開けてきたのだから，もう鶴岡弁をしゃべっている時代ではない。鶴

　　　　岡弁は出来るだけ無くしてしまった方がよい。

　　　2．鶴岡弁は私たちの鶴岡の大事な文化遺産だから，できるだけ保存しておいたほ

　　　　　うがよい。

　　　　鶴岡弁についての意見（年齢別）
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図V－1鶴岡弁についての意見（年齢別）

鶴岡弁についての意見（学歴別）
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図V－2鶴岡弁についての意見（学歴別）
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　この項目は第2回調査で新たに加えられた質問項目である。第2回調査の報告書にし

たがって，1．を「改変」，2．を「保存」とよび，結果を見ることにする。

　全体では「保存すべき」と言う意見が約9割に達している。性差は見られないが，年

齢別では25～54歳の中間層の支持率が高く，若いグループ，高齢のグループの支持率

が相対的に低くなっている。一方，学歴では低学歴と中学歴以上との間に差が見られ，

中高学歴のほうがより保存に対する意識が高いことがわかる。年齢と学歴の相関が高い

ことから，中間年齢層（25～54歳），つまりは学歴の高いグループがより強く鶴岡弁を

保存すべきだと考えていることがわかる。

図V－3鶴岡弁に対する意見
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図V－4「保存」の年齢別分布の比較

　第2回調査の結果と今回調査の結果を比較すると，「改変」が減り，「保存」が増えた

様子が鮮明に見られる（図V－3参照）。さらに，「保存」とする意見を年齢別に比較して

みると，図V・4のようになる。24歳以下の層では比較的差が少ないが，25歳～34歳

45～54歳の層では30％以上の支持率増加となっている。前回調査では年齢層の低い方

が保存の支持率が高くなる傾向が見られたが，中間以上の年齢層の「保存」に対する支

持率増加の影響で，25～34歳をピークに25～54歳といった中間年齢層の支持率が高い，

丘陵形とでも言える分布になっている。

　次に，鶴岡での伝統的な生活様式に従うべきか，それとも改変すべきかという意見のどちら

を支持するのかを尋ねた質問項目の結果を見てみよう。この項目は言語意識とは直接的には関

係がないが，生活様式に対する態度と方言使用に対する意識との関連を見た興味深い質問項目

になっている。

　この項目に関する質問文と選択肢は以下のようである。

　　409．〈リスト〉　あなたは次の2つの意見のうち，どちらに賛成ですか。
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V　　言語意識に関する項目

　　　　「どちらかといえば」という程度でも結構ですからお答え下さい。

1．鶴岡には長い間に作りあげてきた生活の仕方（暮らし方）がある。これからも

　それに従っていけばよい。

2．もっと新しい生活の仕方を積極的にとりいれて，生活をどんどん合理的にして

　ゆく必要がある。

　前者を「伝統」，後者を「改変」と呼ぶことにする。図V・5，図V・6には年齢別，学歴

別分布を示した。全体では60％強の人が改変を支持し，30％強の人が伝統を支持している。

わずかではあるが，男性のほうが女性よりも伝統を好み，また若年層，また学歴の低い方

に伝統を支持する者が多くなっている傾向が見える（205ページ，表VI・89参照）。
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図V－5鶴岡での生活に対する意見（年齢別） 図V－6鶴岡での生活に対する意見（学歴別）

　次に，この鶴岡での生活様式に対する意見と鶴岡弁に対する意見との関係を見てみよう

（表V－1）。生活を合理的にすべきだという意見（改変）の人でも鶴岡弁を出来るだけ保存

すべきだとする意見が大多数になっているが，長い間につくりあげてきた生活の仕方に従

う（伝統）という考え方の人のほうが若干，鶴岡弁を保存すべきだという意見を支持する傾

向が強いことがわかる。

表V－1　鶴岡での生活に対する意見と鶴岡弁に対する意見のクロス集計（1991年調査）

　　　　　鶴岡弁
鶴岡での生活

保存 改変 どちらでもない 全体

伝統 119（93．0） 4（　3．1） 5（　3．9） 128

改変 225（87．9） 24（　9．4） 7（　2．7） 256

どちらでもない 20（95．2） 0（　0．0） 1（　4．8） 21

全体 364（89．9） 28（　6．9） 13（　3．2） 405

注）数値は人数。（）内はパーセント。
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2．　鶴岡弁・東京弁のイメージ

　鶴岡弁と東京弁に対して，3対の形容詞・形容動詞を用意し，それらに対する意見を

尋ねた（この項目も前回調査から取り入れられた項目である）。

　　調査に用いた3対の評価語は以下のとおりであった（分析では左側を「プラス評価」，

右側を「マイナス評価」としている）。

　　　　　　　　　　1．軽快だ一重苦しい

　　　　　　　　　　2．深みがある一薄っぺらだ

　　　　　　　　　　3．好きだ一嫌いだ

a）　単純集計での比較

　回答比率をもとに結果を図示すると以下のようになる。上段の3図は鶴岡弁に対する

イメージ（図V・7～・9），下段の3図は東京弁に関するイメージである（図V・10～・12）。

ともに1971年調査と1991年調査の結果を並べて表示してある。

　図からわかるように，鶴岡弁に対しては3対ともプラスイメージが増加しマイナスイ

メージの減少傾向が見られる。一方東京弁に関しては，重苦しい一軽快，深みがある一

薄っぺらでは，この20年間ほとんど変化が見られなかったが，好き一嫌いについては

はっきりとプラスイメージの減少傾向が確認できる。
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図V－7鶴岡弁（重苦しい一軽快）　　図V－8鶴岡弁（深み一薄っぺら）　　図V－9鶴岡弁（好き一嫌い）
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図V－10東京弁（重苦しい一軽快）　　図V－11東京弁（深み一薄っぺら）　　図V－12東京弁（好き一嫌い）
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V　　言語意識に関する項目

　鶴岡弁と東京弁をそれぞれの評価語ごとに比べてみると，東京弁は軽快であり（図V

－ 10），鶴岡弁は深みがあることば（図V・8）と受け取られていることになる。そして，

好き嫌いに関しては，「鶴岡弁が女子き」が上昇し（図V－9），東京弁好きが減少した結果

（図V・12），前回調査時では鶴岡弁と東京弁の好きという比率が同等であったものが今

回調査では30ポイントの差で「鶴岡弁が好き」が優勢になっている（図V・9，図V・12）。

　地域語としての鶴岡弁のイメージが上昇し，共通語としての東京弁のイメージが低下

していることが，方言使用を下支えする一要因となっているのであろう。

b）　指標化による比較

　基本属性別に変化を見るため以下のような数量化を試みた。3対の形容詞，形容動詞

のプラス評価（軽快だ，深みがある，好きだ）に対する回答に＋1点を，マイナス評価

（重苦しい，薄っぺらだ，嫌いだ）に対する回答に一1点を与え，それぞれの平均点を

計算すると表V・2のようになる（どちらともいえないという回答は0点として計算した）。

　前回調査では，鶴岡弁は重苦しいが深みがある，東京弁は軽快だが薄っぺらだという

評価であったが，今回は鶴岡弁は軽快一重苦しいという観点では全く半々に別れマイナ

スイメージが無くなっている。

表V・2　鶴岡弁，東京弁のイメージ点の比較

鶴岡弁 東京弁
軽一重 深一薄 好一嫌 軽一重 深一薄 好一嫌

1971年調査 ・ 0．28 α46 0．48 0．59 一〇．28 0．40

1991年調査 0．00 0．58 α60 0．61 ・ 0．31 0．25

　さらに，これらの平均点を性，年齢，学歴別に示したのが図V・13～－21の9枚のグラ

フである（性別，学歴別グラフは，本来なら棒グラフで表現すべきであるが便宜的に折

れ線グラフで統一した）。グラフでは鶴岡弁を□■で，東京弁を○●で表し，1971年調

査の結果を点線で，1991年調査の結果を実線で表している。図からは男性，25～34歳，

中高学歴が鶴岡弁のプラス評価に寄与している様子がうかがえる。

鶴岡弁・東京弁のイメージ（軽快一重苦しい） 鶴岡弁・東京弁のイメージ（軽快一重苦しい） 鶴岡弁・東京弁のイメージ（軽快一重苦しい）

，’ o・・

・ o

100

000

0β0

0．40

020

000

－020

－0．40

－060

－080

一ω0

1．oo

Oβ0

050

0．40

020

0．00

－020

－OAO

－0．60

－0．80

一ωo

1．00

ρ80

060

0．40

020

000

－0．20

－0．40

－0．60

一田0

－too

ご…．。”
’ 伺．、

日・・
’

iヨ＋東京弁1991
・ O・・東京弁1971

＋鶴岡弁1991
・ ロ・・鶴岡弁1971

＋東京弁1991
・ O・・東京弁1971

＋鶴胃弁1991
・ ロ・・鶴岡弁1971

＋東京弁1脚
一 〇・・東京弁1971

＋鶴岡弁1991
・ ロ・・鶴岡弁1971

男　　　　　　　　女 15－‘喧2Φ2碓2駈詞歳3翅窟4●図歳55喝ga 低学歴　　　　中学歴　　　　富学歴

図V－13重一軽（性別） 図V－14重一軽（年齢別） 図V－15重一軽（学歴別）

163



1．00

0．80

0．60

0．40

0．20

0．oo

－
0．20

－0．40

－0．60

－0．80

－
1．00

鶴岡弁・東京弁のイメージ

（深みがある一薄っぺらだ）

b・一・…二；；；‘；’；”＝’

＋菓京弁1991
・・ O・・東京弁1971

＋鶴岡弁1991
・・ ロ・喧岡弁1971

男 女

1．00

0．80

0．60

0．4e

O．20

0．00

－0．20

－O．40

－0．60

－0．80

－1．oo

鶴岡弁・東京弁のイメージ

（深みがある一薄っぺらだ）

．・・且

’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〉

会．・●

　　　　　　　　　　　　　　　　．＄　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　・

　　　　　　　　　　　　’⑨

　、
　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　・

●　　　　　　　　　　，　’

、　　　　　　　タ　・

o”
＋東京弁1991
・・ O・・東京弁1971

＋鶴岡弁1991
・・ ロ・・鶴岡弁1971

15－19歳　　20r24歳　　25－34歳　　35－44歳　　4断54歳　　55－69叢

1．oo

O．80

0．60

0．40

0．20

0．oo

－0．20

－OOO

－0．60

－0．80

－
1．oo

鶴岡弁・東京弁のイメージ

（深みがある一薄っぺらだ）

・

　・
⑳

　・
　　、

　　　　　　． ”“’・－ O

一
●一一東京弁1991

・・ O・・東京弁1971

＋鶴岡弁1991
・・ 日・・鶴岡弁1971

低学歴

図V－16深一薄（性別）

中学歴 高学歴

図V－17深一薄（年齢別） 図V－18深一薄（学歴別）

t．OO

O．80

0．60

0．40

020

0．OO

－0．20

－OAO

－0．60

－0．80

－
1．00

鶴岡弁・東京弁のイメージ（好きだ一嫌いだ）

．．．．．．．・…・

：：：：：：：8

O…’’’”

一→一東京弁1991

－
O・・東京弁1971

＋鶴岡弁1991
・－ 0・・鶴岡弁1971

男 女

1．00

0．80

0．60

0．40

0．20

0．00

－0．20

－0．40

－0．60

－0．80

・・ 1．00

鶴岡弁・東京弁のイメージ（好きだ一嫌いだ）

日・．

　　　　　　　　　　　　　　’・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

・
、

〉　　，，丹㌔｛ヨ’”・・

㌣・・’“t

一
◆一東京弁珊1

・・ o・・東京弁1田1

＋鶴岡弁1991
・・ ロー鶴岡弁1971

15－19歳　　2Φ24蔵　　2Y34歳　　鱒司4歳　　4fi－54歳　　55竜9歳

1．00

0．80

0．60

0．40

020

0．00

－0．20

－0．40

－0，60

－0．80

－
1．00

鶴岡弁・東京弁のイメージ（好きだ一嫌いだ）

εこ：：’”…u．．　　，、．●　　　●・

、’ o－一．、’一・．　　　　　．■．　　　　　　　　．．

＋東京弁1991
・・ o・・東京弁1971

＋鶴岡弁1991
・・ ロ・・鶴岡弁1971

低学歴 中学歴

図V－19好き一嫌い（性別）

高学歴

図V－20好き一嫌い（年齢別） 図V－21好き一嫌い（学歴別）

3．　場面によることばの使い分け

　　話し相手との親疎関係を軸とした次の4つの場面で話をするとき，共通語を使うのか，

方言を使うのか，あるいは共通語と方言が混ざるのかを，被調査者の内省によって尋ね

た調査項目である。

家族同士で話をするとき（以下「対家族」と呼ぶ）

近所の顔見知りの人と話をするとき（「対隣人））

鶴岡の町の人で顔見知りでない人と話をすると．き（「対市民」）

旅の人に話をするとき（対旅人）
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V　　言語意識に関する項目

図V－22場面によることばの使い分け（1950年調査）

　図V－23場面によることばの使い分け（1971年調査）

　図V－24場面によることばの使い分け（1991年調査）

　図V・25は4つの場面における共通語の使用について3回の調査結果を比較したもので

ある。対家族，対隣人に対しては3回の調査結果がほぼ同じような数値を示している（10％

程度ないしはそれ以下）。対市民と対旅人の場面では1971年調査と1991年調査は非常に

よく似た分布を示しているが，1950年調査の結果は明らかに低くなっている。

　図V・26は方言の使用について3回の調査を比較したものである。対家族，対隣人の場

面では，調査回が進むとともに方言を使う人の割合が減ってはいるが，それぞれの調査内

では，対家族と対隣人の間に差は見られない。対市民，対旅人は1971年と1991年の割合

がよく似たものとなっていて，1950年との隔たりが大きく，方言使用の減少が明らかにな

っている。両図を比較してみると，家族や隣人に対しては1991年調査の時点でも半数以上
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の人が方言によるコミュニケーションを行い，対市民ではこの20年間に方言から共通語で

のコミュニケーションに移行し（共通語使用の割合が2倍ほどになっている），対旅人では

方言使用の割合が極端に少なくなって，7割以上の人が共通語を使うと意識していること

がわかる。家族や隣近所の顔見知りとは方言，顔見知りでない人とは共通語という，方言

と共通語の使い分けが顕著になり，方言使用と共通語使用のバイリンガル化が進んでいる

ようである。この方言と共通語の使い分けの実際については、1992年の「場面差調査」に

おいて詳しく調べ、国立国語研究所（2006）として報告している。

図V－25場面による共通語の使用

　場面によることばの使い分け（方言）
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図V－26場面による方言の使用

4．　道きき

　　調査が終了し，「どうもありがとうございました」と謝辞を述べた後で，「ところで，

～さんのお宅（～駅，市役所，郵便局）はどちらでしょうか？」と質問し，被調査者の

反応が標準語か方言か，あるいは標準語と方言が混ざることばであったかを調査員の主

観により、選択肢を用いて判定した（これを「道きき」と呼ぶ）。

　　調査員自身を旅の人（見ず知らずの人）と見立て，先に示した4場面のうちの「旅の

人」との異同に着目して，意識と実際の行動とのずれの有無や度合いを調べようと試み

たものである。「道きき」を実際の行動，場面によることばの使い分けにおける「旅人」

を意識面での回答と考えた実験である。

　　結果は表V・3のようになった（無回答，記入漏れ等が合計で26名いたが，このクロ

ス表では集計から除外した）。

166



V　　言語意識に関する項目

表V－3　意識と行動

　　　道きき

旅の人
標準語 混ざる 方言 合計

標準語 134 116 24 274

混ざる 21 38 22 81

方言 4 12 8 24

合計 159 166 54 379

　1971年調査報告書ではκ2検定の結果，意識と行動の間にはほとんどずれが無いと報

告されている。今回も同様の方法でz2値を計算すると，値は33．706となり，帰無仮説

（意識と行動との間には何の関連もないという仮説）が棄却されるという結果になった

（有意水準0．1％）。従って，場面によることばの使い分けで尋ねた結果（意識）は，現

実の行動との間に強い関連性があると解釈できる。
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VI　　単純集計表

VI． 単純集計表

唯，年齢，学歴別分布表）

1．　フェイスシート関連項目

表VI－1　～　表VI・・31

2．　音声項目

表VI・32　～　表VI・62

3．　アクセント項目

表VI・63　～　表VI・67

4．　語彙・文法（語法）項目

表VI・68　～　表VI－87

5．　言語意識項目

表VI・88　～　表VI・100

（注）各表のキャプションの右側に［］で示した番号は設問番号である。

　　調査票を参照する際にはこれを利用されたい。

169



　表中，実数は人数，括弧内の小数点付き数字は構成比（パーセント）を表している。

各設問の質問文や選択肢については内容が把握しやすいと思われるような略式の記述と

したが，より正確に内容を確認したい場合は，巻末に掲載した調査票のワーディングな

いしは提示リストを適宜参照していただきたい。

　年齢は報告書刻み（15～19歳，20～24歳，25～34歳，35～44歳，45～54歳，55

～69歳の6段階）を用いた。

　なお，「無回答」とか「無記入」とは，次のような内容を示している。当該調査項目に

対して答えられなかったり回答を拒否した場合に「無回答」とし，調査員が本来記録し

ておくべきところに記述がなかった場合（調査票に記入漏れで，録音を聞き直しても回

答を確認できなかった場合など）に「無記入」とした。「無回答」は，調査票に「D．K

（Don’t　know）」「N．A．（No　Answer）」などと書かれていた場合もあったが，本報告書

では標記を統一した。
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VI　　単純集計表

表 目 次

フェイスシート関連項目
　表VI・1

　表VI・2

　表VI－3

　表VI・4

　表VI－5

　表VI・6

　表VI－7

　表VI・8

　表VI－9

　表VI・10

　表VI－11

　表VI・12

　表VI－13

　表VI・14

　表VI－15

　表VI・16

　表VI・17

　表VI・18

　表VI－19

　表VI・20

　表VI・21

　表W－22
　表VI・23

　表VI・24

　表VI・25

　表VI－26

　表VI・27

　表VI－28

　表VI・29

　表VI・30

　表VI－31

音声項目

　表VI－32

　表VI・33

　表VI－34

　表VI・35

　表VI・36

　表VI－37

　表VI・38

　表VI・39

　表VI－40

　表VI・41

　表VI・42

　表VI・43

　表VI・44

　表VI－45

　表VI・46

　表VI・47

　表VI・48

　表VI－49

　表VI・50

被調査者の居住経歴　［102．］．．．．．．＿．．．．．＿．．＿．＿．＿．．＿．．．＿＿．．．．．．＿．＿．＿．．．＿＿．．．＿．

被調査者の出生地　［102．］＿．．．＿．＿＿．．．．．．．．＿．．．＿＿．．．＿＿．．．＿．．＿＿．＿＿．．．＿．．

被調査者の居住地（直前地）　　［102．］．．．．．．．．．．．．．．＿＿＿＿．＿．＿．．．．．．．．．．．．．．．．＿．＿．

被調査者の生育地（被調査者の出身地）　　［102．］．一．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．＿．＿．．．

被調査者の本籍地　［103．］＿＿．．．＿＿．＿．．．．．＿＿．．＿＿．＿．．．．．＿＿．．．．＿．．．＿一．．＿．

被調査者の父親の出身地　［104．・1］．．．．．．．．．．＿．．．．＿．＿＿＿．．．．一．＿．＿＿＿＿．．．．．．＿

被調査者の母親の出身地　［104．・2］．＿．＿．．＿．＿一．．．＿．＿．．．＿＿＿．．．．一＿＿．．＿．＿．

被調査者の配偶者の出身地　［104．・3］．＿．＿．．．．．．．＿．一．．．．．．．＿．＿．＿．．．．．＿．．．＿．．．＿

住んでみたいところ　［401．］＿＿＿＿．＿．＿＿＿＿＿＿．．．＿．＿．＿＿＿．＿＿＿＿

東京にいる親戚や知り合いとの付き合い　［402．］＿．．．一．．．．．．．．．．．．．＿．．．．．．＿．．＿

テレビの視聴時間　［404．］．＿。．．．．．＿．＿．．．．．．．．．．．．．．．．．．．＿．．．．＿．＿．．＿．．．＿．．＿．．．＿．．．

ラジオの聴取時間　［405．］＿＿＿＿＿．．＿＿＿＿＿．＿．．＿＿＿＿＿＿．．＿＿＿＿＿．

地元のニュースと全国二＝・一一スのどちらが好きか　［406．］＿＿＿＿＿．＿＿．

新聞を毎日読むか　［407．］＿＿＿＿．．．＿＿＿＿＿＿．．．＿＿＿．＿＿．＿＿＿．＿

スポーツやレクレーションなどに入っているか　［412．］＿＿＿＿＿＿．＿＿．．．
関心のある選挙　［414．］．＿．．＿．．．＿．．．．．．．．．．．＿．．．．＿＿．．．＿＿＿．．．．．．＿．．．．．．．．．．．．．．．．．．

支持政党　［415．］＿＿．＿＿＿．．．＿．＿＿．＿＿．．＿．．．＿＿＿…．．．＿…．．…・．…．・…．・一・．

昔，士族であったか　［416．］＿＿＿＿＿＿．＿．．＿＿＿＿＿．＿＿＿＿＿＿．．＿＿＿．
被調査者の性　．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．◆．◆．．．．．．．．．．．．．．．．．＿．．．．＿．．．◆．＿．．．＿．．．．．．．．．．◆．．．．＿．．＿．＿．．

被調査者の年齢　．．．．．＿．．．．．．．．．．＿．．．＿．．．．．．．．．．＿．．．．．＿．．．．．＿．．．．．．＿．．．．＿．＿．◆．．．．．．．＿＿．

被調査者の学歴　［418．］＿＿＿＿＿＿．＿．．．＿＿＿＿＿＿．＿＿．．．＿＿＿．＿．＿＿

被調査者の職業　［417．］．＿＿＿＿＿＿＿＿．＿＿＿＿．．．＿＿．＿＿．＿＿＿．．．．．＿＿．

職業（職業分類）　　［414．］．．．＿＿＿＿＿＿．＿．＿＿．＿＿＿＿＿＿＿＿．．＿．．＿．＿＿．＿

職業（産業分類）　　［414．］＿＿……・・………………・……………………………………・・．

調査全般の被調査者のことば〔調査員判定〕　　［503．］．＿．．＿．＿．．．＿．＿．．．．．．．．．＿
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VI 単純集計表

表VI・1 被調査者の居住経歴　　［102．］

計 無回答 ずっと鶴岡 鶴岡以外2年未満 庄内以外2年未満 庄内以外2年以上

人数　　　％ 人数　　　％ 人数　　　％ 人数　　　％ 人数　　　％
全体 405 1（0．2） 140（34．6） 12（　3．0） 65（　16．0） 187（46．2）
男 181 1（0．6） 61（33．7） 8（　4．4） 26（　14．4） 85（47．0）
女 224 0（0．0） 79（35．3） 4（　1．8） 39（　17．4） 102（45．5）
15～19歳 47 0（0．0） 27（57．4） 2（　4．3） 3（　6．4） 15（31．9）

20～24歳 21 0（0．0） 9（42．9） 1（　4．8） 1（　4．8） 10（47．6）

25～34歳 65 0（0．0） 20（30．8） 2（　3．1） 8（　12．3） 35（53．8）
35～44歳 100 1（　1．0） 29（29．0） 2（　2．0） 17（　17．0） 51（51．0）
45～54歳 61 0（0．0） 16（26．2） 3（　4．9） 10（　16．4） 32（52．5）
55～69歳 111 0（0．0） 39（35．1） 2（　1．8） 26（23．4） 44（39．6）
低学歴 105 1（　1．0） 38（362） 5（　4．8） 26（24．8） 35（33．3）
中学歴 199 0（0．0） 91（45．7） 4（　2．0） 28（　14．1） 76（38．2）
高学歴 101 0（0．0） 11（10．9） 3（　3．0） 11（10．9） 76（75．2）

表VI－2 被調査者の出生地　［102．］

計 鶴岡市 庄内地方 東北地方 その他

人数 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％

全体 405 236（ 58．3） 88（ 21．7） 40（ 9．9） 41（ 10．1）

男 181 113（ 62．4） 35（ 19．3） 17（ 9．4＞ 16（ 8．8）

女 224 123（ 54．9） 53（ 23．7） 23（ 10．3） 25（ 11．2）

15～19歳 47 31（ 66．0） 4（ 8．5） 6（ 12．8） 6（ 12．8）

20～24歳 21 14（ 66．7） 1（ 4．8） 3（ 14．3） 3（ 14．3）

25～34歳 65 37（ 56．9） 12（ 18．5） 8（ 12．3） 8（ 12．3）

35～44歳 100 63（ 63．0） 24（ 24．0） 7（ 7．0） 6（ 6．0）

45～54歳 61 33（ 54．1） 14（ 23．0） 8（ 13．1） 6（ 9．8）

55～69歳 111 58（ 52．3） 33（ 29．7） 8（ 7．2） 12（ 10．8）

低学歴 105 61（ 58．1） 32（ 30．5） 6（ 5．7） 6（ 5．7）

中学歴 199 126（ 63．3） 37（ 18．6） 19（ 9．5） 17（ 8．5）

高学歴 101 49（ 48．5） 19（ 18．8） 15（ 14．9） 18（ 17．8）

表VI・3 被調査者の居住地（直前地） ［102．］

計 鶴岡市 庄内地方 東北地方 その他

人数 人数　　　％ 人数　　　％ 人数　　　％ 人数　　　％

全体 405 152（37．5） 78（19．3） 59（14．6） 116（28．6）
男 181 67（37．0） 28（15．5） 25（13．8） 61（33．7）
女 224 85（37．9） 50（22．3） 34（152） 55（24．6）

15～19歳 47 27（57．4） 4（8．5） 9（19．1） 7（14．9）

20～24歳 21 10（47．6） 1（4．8） 4（19．0） 6（28．6）

25～34歳 65 22（33．8） 11（16．9） 14（21．5） 18（27．7）

35～44歳 100 33（33．0） 22（22．0） 10（10．0） 35（35．0）

45～54歳 61 17（27．9） 11（18，0） 10（16．4） 23（37．7）

55～69歳 111 43（38．7） 29（26．1） 12（10．8） 27（24．3）

低学歴 105 42（40．0） 29（27．6） 9（8．6） 25（23．8）
中学歴 199 96（48．2） 31（15．6） 26（13．1） 46（23．1）
高学歴 101 14（13．9） 18（17．8） 24（23．8） 45（44．6）
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表VI・4 被調査者の生育地（被調査者の出身地）　　［1碗．］

計 鶴岡市 庄内地方 東北地方 その他

人数 人数　　　％ 人数　　　％ 人数　　　％ 人数　　　％

全体 405 262（64．7） 84（20．7） 36（8．9） 23（　5．7）

男 181 120（66．3） 33（18．2） 16（8．8） 12（6．6）

女 224 142（63．4） 51（22．8） 20（8．9） 11（4．9）

15～19歳 47 40（85．1） 2（4．3） 5（10．6） 0（0．0）

20～24歳 21 15（71．4） 0（0．0） 3（14．3） 3（14．3）

25～34歳 65 41（63．1） 11（16．9） 9（13．8） 4（62）
35～44歳 100 65（65．0） 23（23．0） 6（6．0） 6（6．0）

45～54歳 61 40（65．6） 14（23．0） 5（8．2） 2（3．3）

55～69歳 111 61（55．0） 34（30．6） 8（7．2） 8（　7．2）

低学歴 105 63（60．0） 31（29．5） 7（6．7） 4（3．8）

中学歴 199 143（71．9） 34（17．1） 16（8．0） 6（　3．0）

高学歴 101 56（55．4） 19（18．8） 13（12．9） 13（12．9）

表VI－5 被調査者の本籍地　［103．］

計 鶴岡市 庄内地方 東北地方 その他

人数 人数　　　％ 人数　　　％ 人数　　　％ 人数　　　％

全体 405 342（84．4） 27（6．7） 18（4．4） 18（4．4）
男 181 153（84．5） 10（　5．5） 8（4．4） 10（5．5）
女 224 189（84．4） 17（7．6） 10（4．5） 8（3．6）

15～19歳 47 35（74．5） 4（8．5） 3（6．4） 5（10．6）

20～24歳 21 14（66．7） 1（4．8） 2（9．5） 4（19．0）

25～34歳 65 50（76．9） 2（3．1） 9（13．8） 4（6．2）

35～44歳 100 89（89．0） 7（7．0） 1（　1．0） 3（3．0）

45～54歳 61 56（91．8） 4（6．6） 1（　1．6） 0（0．0）

55～69歳 111 98（88．3） 9（8．1） 2（　1．8） 2（　1．8）

低学歴 105 90（85．7） 11（10．5） 3（2．9） 1（　1．0）

中学歴 199 177（88．9） 8（4．0） 7（3．5） 7（3．5）

高学歴 101 75（74．3） 8（　7．9） 8（7．9） 10（9．9）

表VI－6 被調査者の父親の出身地　［104．・1｝

計 鶴岡市 庄内地方 東北地方 その他

人数 人数　　　％ 人数　　　％ 人数　　　％ 人数　　　％

全体 405 203（50．1） 121（29．9） 47（11．6） 34（8．4）
男 181 96（53．0） 51（28．2） 18（9．9） 16（8．8）

女 224 107（47．8） 70（31．3） 29（12．9） 18（8．0）

15～19歳 47 27（57．4） 7（14．9） 8（17．0） 5（10．6）

20～24歳 21 12（57．1） 2（9．5） 2（9．5） 5（23．8）

25～34歳 65 30（462） 16（24．6） 11（16．9） 8（12．3）

35～44歳 100 55（55．0） 31（31．0） 5（　5．0） 9（9．0）

45～54歳 61 31（50．8） 20（32．8） 9（14．8） 1（　1．6）

55～69歳 111 48（43．2） 45（40．5） 12（10．8） 6（　5．4）

低学歴 105 52（49．5） 43（41．0） 6（5．7） 4（3．8）

中学歴 199 108（54．3） 52（26．1） 26（13．1） 13（6．5）

高学歴 101 43（42．6） 26（25．7） 15（14．9） 17（16．8）
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VI　　単純集計表

表VI・7 被調査者の母親ゐ出身地ξ：一［；－Q4ii・2．］一

計 鶴岡市 庄内地方 東北地方 その他

人数 人数　　　％ 人数　　　％ 人数　　　％ 人数　　　％
全体 405 174（43．0） 159（39．3） 42（10．4） 30（　7．4）
男 181 78（43．1） 72（39．8） 20（11．0） 11（　6．1）
女 224 96（42．9） 87（38．8） 22（9．8） 19（　8．5）
15～19歳 47 22（46．8） 16（34．0） 5（10．6） 4（　8．5）

20～24歳 21 9（42．9） 3（14．3） 5（23．8） 4（19．0）

25～34歳 65 23（35．4） 27（41．5） 10（15．4） 5（　7．7）

35～44歳 100 44（44．0） 38（38．0） 8（8．0） 10（10．0）

45～54歳 61 26（42．6） 30（49．2） 5（8．2） 0（　0．0）

55～69歳 111 50（45．0） 45（40．5） 9（8．1） 7（　6．3）

低学歴 105 53（50．5） 44（41．9） 4（3．8） 4（　3．8）

中学歴 199 90（45．2） 81（40．7） 18（9．0） 10（　5．0＞
高学歴 101 31（30．7） 34（33．7） 20（19．8） 16（15．8）

表VI－8 被調査者の配偶者の出身地　［104．・3］

計 鶴岡市 庄内地方 東北地方 その他 配偶者なし

人数　　　％ 人数　　　％ 人数　　　％ 人数　　　％ 人数　　　％
全体 405 173（42．7） 85（21．0） 20（4．9） 34（　8．4） 93（23．0）
男 181 68（37．6＞ 44（24．3） 7（3．9） 13（　72） 49（27，1）
女 224 105（46．9） 41（18．3） 13（5．8） 21（　9．4） 44（19．6）
15～19歳 47 0（0．0） 0（　0．0） 0（0．0） 9（19．1） 38（80．9）

20～24歳 21 0（0．0＞ 0（0．0） 0（0．0） 4（19．0） 17（81．0）

25～34歳 65 26（40．0） 9（13．8） 7（10．8） 3（　4．6） 20（30．8）

35～44歳 100 45（45．0） 30（30．0） 4（4．0） 8（　8．0） 13（13．0）

45～54歳 61 29（47．5） 19（31．1） 6（9．8） 4（　6．6） 3（　4．9）

55～69歳 111 73（65．8） 27（24．3） 3（2．7） 6（　5．4） 2（　1．8）

低学歴 105 51（48．6） 32（30．5） 4（3．8） 4（　3．8） 14（13．3）

中学歴 199 82（41．2） 35（17．6） 7（3．5） 20（10．1） 55（27．6）
高学歴 101 40（39．6） 18（17．8） 9（8．9） 10（9．9） 24（23．8）

表VI・9 住んでみたいところ　［401．］

計 無回答 鶴岡 庄内 山形県 東北地方 なし その他

人数 人数　　　％ 人数　　　％ 人数　　　％ 人数　　　％ 人数　　　％ 人数　　　％ 人数　　　％

全体 405 4（　1．0） 112（27．7） 36（8．9） 9（22） 38（9．4） 6（　1．5） 200（49．4）
男 181 2（　1．1） 54（29．8） 15（8．3） 2（　1．1） 11（6．1） 3（　1．7） 94（51．9）
女 224 2（0．9） 58（25．9） 21（9．4） 7（3．1） 27（12．1） 3（　1．3） 106（47．3）

15～19歳 47 0（0．0） 3（6．4） 0（0．0） 1（2．1） 8（17．0） 0（0．0） 35（74．5）
20～24歳 21 0（0．0） 4（19．0） 2（9．5） 2（9．5） 1（4．8） 1（4．8） 11（52．4）

25～34歳 65 1（　1．5） 14（21．5） 6（92） 3（4．6） 11（16．9） 0（0．0） 30（46．2）
35～44歳 100 2（2．0） 30（30．0） 2（2．0） 2（2．0） 8（8．0） 0（0．0） 56（56．0）
45～54歳 61 0（0．0） 17（27．9） 14（23．0） 0（0．0） 6（9．8） 1（　1．6） 23（37．7）

55～69歳 111 1（0．9） 44（39．6） 12（10．8） 1（0．9） 4（3．6） 4（　3．6） 45（40．5）
低学歴 105 0（0．0） 33（31．4） 13（12．4） 2（　1．9） 6（5．7） 4（3．8） 47（44．8）
中学歴 199 3（　L5） 55（27．6） 13（6．5） 5（2．5） 23（11．6） 1（0．5） 99（49．7）
高学歴 101 1（　1．0） 24（23．8） 10（9．9） 2（2．0） 9（8．9） 1（　1．0） 54（53．5）
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表VI・10

計 行き来 電話 文通 つきあいなし 親戚なし

人数 人数　　　％ 人数　　　％ 人数　　　％ 人数　　　％ 人数　　　％

全体 405 216（53．3） 263（64．9） 83（20．5） 30（7．4）L 30（7．4）
男 181 98（54．1） 118（65．2） 30（16．6） 17（　9．4） 12（6．6）

女 224 118（52．7） 145（64．7） 53（23．7） 13（5．8） 18（8．0）

15～19歳 47 23（48．9） 17（36．2） 2（43） 7（14．9） 8（17．0）

20～24歳 21 12（57．1） 10（47．6） 4（19．0） 1（4．8） 2（9．5）

25～34歳 65 29（44．6） 39（60．0） 16（24．6） 9（13．8） 5（7．7）

35～44歳 100 56（56．0） 72（72．0） 15（15．0） 6（6．0） 4（4．0）

45～54歳 61 40（65．6） 46（75．4） 18（29．5） 3（4．9） 1（　1．6）

55～69歳 111 56（50．5） 79（71．2） 28（25．2） 4（　3．6） 10（9．0）

低学歴 105 49（46．7） 65（61．9） 16（i5．2） 7（6．7） 12（11．4）

中学歴 199 109（54．8） 127（63．8） 34（17．1） 19（9．5） 13（6．5）

高学歴 101 58（57．4） 71（70．3） 33（32．7） 4（4．0） 5（　5．0）

表VI・11

計 0～60分 61～150分 151～240分 241分以上 その他・N．A．

人数 人数　　　％ 人数　　　％ 人数　　　％ 人数　　　％ 人数　　　％

全体 405 67（16．5） 123（30．4） 121（29．9） 90（22．2） 4（　1．0）

男 181 31（17．1） 60（33．1） 53（29．3） 36（19．9） 1（0．6）

女 224 36（16．1） 63（28．1） 68（30．4） 54（24．1） 3（　1．3）

15～19歳 47 6（12．8） 16（34．0） 15（31．9） 10（21．3） 0（0．0）

20～24歳 21 6（28．6） 7（33．3） 5（23．8） 3（14．3） 0（0．0）

25～34歳 65 10（15．4） 17（26．2） 21（32．3） 17（26．2） 0（0．0）

35～44歳 100 22（22．0） 40（40．0） 26（26．0） 11（11．0） 1（　1．0）

45～54歳 61 12（19．7） 23（37．7） 16（26．2） 10（16．4） 0（0．0）

55～69歳 111 11（9．9） 20（18．0） 38（342） 39（35．1） 3（2．7）
低学歴 105 15（14．3） 20（19．0） 27（25．7） 41（39．0） 2（　1．9）

中学歴 199 26（13．1） 63（31．7） 68（34．2） 41（20．6） 1（0．5）

高学歴 101 26（25．7） 40（39．6） 26（25．7） 8（7．9） 1（　1．0）

表VI・12

計 0～30分 31～60分 61～150分 151～240分 241分以上 その他・N．A．

人数 人数　　　％ 人数　　　％ 人数　　　％ 人数　　　％ 人数　　　％ 人数　　　％

全体 405 239（59．0） 60（14．8） 36（8．9） 26（6．4） 34（8．4） 10（2．5）
男 181 96（53．0） 36（19．9） i5（8．3） 15（8．3） 16（8．8） 3（　1．7）

女 224 143（63．8） 24（10．7） 2i（9．4） 11（4．9） 18（8．0） 7（3．1）

15～19歳 47 28（59．6） 9（19．1） 4（　8．5） 2（4．3） 1（2．1） 3（6．4）

20～24歳 21 16（76．2） 1（4．8） 1（4．8） 3（14．3） 0（0．0） 0（　0．0）

25～34歳 65 40（61．5） 10（15．4） 4（6．2） 2（3．1） 7（10．8） 2（3．1）

35～44歳 100 60（60．0） 17（17．0） 5（　5．0） 6（6．0） 11（11．0） 1（　1．0）

45～54歳 61 35（57．4） 8（13．1） 8（13．1） 4（6．6） 5（8．2） 1（　1。6）

55～69歳 111 60（54．1） 15（13．5） 14（12．6） 9（8．1） 10（9．0） 3（2．7）

低学歴 105 54（51．4） 11（10．5） 10（9．5） 12（11．4） 14（13．3）

　
　
4
（
3
．
8
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中学歴 199 119（59．8） 34（17．1） 18（9．0） 8（4．0） 14（　7．0） 6（3．0）

高学歴 101 66（65．3） 15（14．9） 8（　7．9） 6（5．9） 6（5．9） 0（0．0）
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VI 単純集計表

表VI－13 地元のニュースと全国ニュースのどちらが好きか ［406．］

計 無回答 鶴岡 全国 どちらでもなし・ 聞かない その他

人数 人数　　　％ 人数　　　　％ 人数　　　％ 人数　　　％ 人数　　　％ 人数　　　％
全体 405 2（0．5） 143（35．3） 184（45．4） 71（17．5） 3（　0．7） 2（　0．5）

男 181 1（0．6） 52（28．7） 96（53．0） 31（17．1） 0（　0．0） 1（　0．6）

女 224 1（0．4） 91（40．6） 88（39．3） 40（17．9） 3（　1．3） 1（　0．4）

15～19歳 47 0（0．0） 13（27．7） 27（57．4） 6（12．8） 0（　0．0） 1（　2．1）

20～24歳 21 0（0．0） 9（42．9） 10（47．6） 2（　9．5） 0（　0．0） 0（　0．0）

25～34歳 65 0（0．0） 27（41．5） 30（46．2） 8（12．3） 0（　0．0） 0（　0．0）

35～44歳 100 0（0．0） 39（39．0） 41（41．0） 18（18．0） 2（　2．0） 0（　0．0）

45～54歳 61 0（0．0） 19（31．1） 29（47．5） 13（21．3） 0（　0．0＞ 0（　0．0）

55～69歳 111 2（　1．8） 36（32．4） 47（42．3） 24（21．6） 1（　0．9） 1（　0．9）

低学歴 105 2（　1．9） 39（37．1） 44（41．9） 16（15．2） 3（　2．9） 1（　1．0）

中学歴 199 0（0．0） 73（36．7） 94（47．2） 31（15．6） 0（　0．0） 1（　0．5）

高学歴 101 0（0．0） 31（30．7） 46（45．5） 24（23．8） 0（　0．0） 0（0．0）

表VI－14 新聞を毎日読むか　［407．］

計 毎日 時々 読まない その他

人数 人数　　　％ 人数　　　　％ 人数　　　％ 人数　　　％
全体 405 316（78．0） 51（　12．6） 36（　8．9） 2（0．5）
男 181 163（90．1） 9（　5．0） 8（　4．4） 1（0．6）
女 224 153（68．3） 42（18．8） 28（12．5） 1（0．4）

15～19歳 47 29（61．7） 11（23．4） 7（14．9） 0（0．0）

20～24歳 21 13（61．9） 5（23．8） 2（　9．5） 1（4．8）

25～34歳 65 46（70．8） 11（　16．9） 7（10．8） 1（　L5）

35～44歳 100 79（79．0） 13（　13．0） 8（　8．0） 0（0．0）

45～54歳 61 52（85．2） 5（　82） 4（　6．6） 0（0．0）

55～69歳 111 97（87．4） 6（　5．4） 8（　7．2） 0（　0．0）

低学歴 105 83（79．0） 10（　9．5） 12（11．4） 0（0．0）
中学歴 199 147（73．9） 33（　16．6） 17（　8．5） 2（　1．0）

高学歴 101 86（85．1） 8（　7．9） 7（　6．9） 0（0．0）

表VI・15 スポーツやレクレーション，

［412．］

趣味の会，文化団体に入っているか

計 無回答 加入・役員 加入・非役員 非加入 その他

人数 人数　　　％ 人数　　　　％ 人数　　　％ 人数　　　％ 人数　　　％
全体 405 29（72） 44（10．9） 79（19．5） 216（53．3） 37（9．1）
男 181 16（8．8） 26（　14．4） 29（16．0） 92（50．8） 18（9．9）
女 224 13（5．8） 18（　8．0） 50（22．3） 124（55．4） 19（8．5）
15～19歳 47 6（12．8） 5（　10。6） 11（23．4） 22（46．8） 3（6，4）

20～24歳 21 4（19．0） 3（　14．3） 4（19．0） 8（38．1） 2（9，5）

25～34歳 65 1（1．5） 4（　6．2） 13（20．0） 39（60．0） 8（12．3）

35～44歳 100 4（4．0） 9（　9．0） 17（17．0） 59（59．0） 11（11．0）

45～54歳 61 6（9．8） 6（　9．8） 13（21．3） 30（49．2） 6（9．8）

55～69歳 111 8（7．2） 17（　15．3） 21（18．9） 58（52．3） 7（6．3）
低学歴 105 5（4．8） 10（　9．5） 18（17．1） 68（64．8） 4（3．8）
中学歴 199 15（7．5） 23（　11．6） 42（21．1） 98（49．2） 21（10．6）
高学歴 101 9（8．9） 11（　10．9） 19（18．8） 50（49．5） 12（11．9）
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表VI・16 関心のある選挙 ［414．］

計 国政レベル 県政レベル 県政＋市政 市政レベル 全部関心あり 関心なし の他・無回答

人数 人数　　　％ 人数　　　％ 人数　　　％ 人数　　　％ 人数　　　％ 人数　　　％ 人数　　　％

全体 405 133（32．8） 37（9．1） 6（　1．5） 198（48．9） 8（2．0） 5（　12） 18（4．4）
男 181 72（39．8） 22（12．2） 2（　1．1） 72（39．8） 6（　3．3） 0（0．0） 7（3．9）

女 224 61（272） 15（6．7） 4（　1．8） 126（56．3） 2（　0．9） 5（2．2） 11（4．9）

15～19歳 47 11（23．4） 9（19．1） 0（0．0） 19（40．4） 0（0．0） 2（4．3） 6（12．8）

20～24歳 21 7（33．3） 1（4．8） 0（0．0） 11（52．4） 0（0．0） 0（0．0） 2（9．5）

25～34歳 65 28（43．1） 8（12．3） 1（　1．5） 26（40．0） 1（　1．5） 0（0．0） 1（　1．5）

35～44歳 100 30（30．0） 9（9．0） 0（0．0） 56（56．0） 3（　3．0） 2（2．0） 0（0．0）

45～54歳 61 21（34．4） 5（82） 2（3．3） 28（45．9） 1（　L6） 1（　1．6） 3（4．9）

55～69歳 111 36（32．4） 5（4．5） 3（2．7） 58（52．3） 3（2．7） 0（0．0） 6（5．4）

低学歴 105 24（22．9） 8（7．6） 3（2．9） 58（55．2） 3（2．9） 0（0．0） 9（8．6）

中学歴 199 60（30．2） 23（11．6） 2（1．0） 99（49．7） 4（2．0） 5（2．5） 6（3．0）

高学歴 101 49（48．5） 6（5．9） 1（　1．0） 41（40．6） 1（　1．0） 0（0．0） 3（　3．0）

表VI－17 支持政党 ［415．］

計 自民党 社会党 民社党 公明党 共産党 支持なし の他・無回答

人数　　　％ 人数　　　％ 人数　　　％ 人数　　　％ 人数　　　％ 人数　　　％ 人数　　　％

全体 405 144（35．6） 39（9．6） 4（　1．0） 7（　1．7） 18（4．4） 174（43．0） 19（　4．7）

男 181 69（38．1） 20（11．0） 3（1．7） 2（　1．1） 7（3．9） 67（37．0） 13（7．2）
女 224 75（33．5） 19（8．5） 1（0．4） 5（22） 11（4．9） 107（47．8） 6（2．7）

15～19歳 47 9（19．1） 1（2．1） 0（0．0） 1（2．1） 1（2．1） 31（66．0） 4（8．5）

20～24歳 21 5（23．8） 1（4．8） 0（0．0） 0（0．0） 0（0．0） 14（66．7） 1（4．8）

25～34歳 65 18（27．7） 4（6．2） 0（0．0） 3（4．6） 2（3．1） 38（58．5） 0（　0．0）

35～44歳 100 34（34．0） 13（13．0） 3（3．0） 1（　1．0） 5（5．0） 41（41．0） 3（　3．0）

45～54歳 61 23（37．7） 9（14．8） 0（0．0） 0（0．0） 3（4．9） 20（32．8） 6（　9．8）

55～69歳 111 55（49．5） 11（9．9） 1（0．9） 2（　1．8） 7（6．3） 30（27．0） 5（4．5）

低学歴 105 44（41．9） 11（10．5） 0（0．0） 4（3．8） 6（5．7） 33（31．4） 7（6．7）

中学歴 199 67（33．7） 18（9．0） 2（　1．0） 3（1．5） 8（4．0） 93（46．7） 8（4．0）

高学歴 101 33（32．7） 10（9．9） 2（2．0） 0（0．0） 4（4．0） 48（47．5） 4（4．0）

表VI－18 昔，士族であったか ［416．］

計 無回答 士族 士族以外 その他

人数 人数　　　％ 人数　　　％ 人数　　　％ 人数　　　％

全体 405 43（10．6） 51（12．6） 309（76．3） 2（0．5）
男 181 17（9．4） 23（12．7） 141（77．9） 0（0．0）

女 224 26（11．6） 28（12．5） 168（75．0） 2（0．9）
15～19歳 47 17（362） 3（6．4） 27（57．4） 0（0．0）

20～24歳 21 4（19．0） 1（　4．8） 16（76．2） 0（0．0）

25～34歳 65 10（15．4） 5（　7．7） 49（75．4） 1（　1．5）

35～44歳 100 5（5．0） 10（10．0） 84（84．0） 1（　1．0）

45～54歳 61 6（9．8） 8（13．1） 47（77．0） 0（0．0）

55～69歳 111 1（0．9） 24（21．6） 86（77．5） 0（0．0）

低学歴 105 7（6．7） 13（12．4） 84（80．0） 1（　1．0）

中学歴 199 28（14．1） 16（8．0） 155（77．9） 0（0．0）
高学歴 101 8（7．9） 22（21．8） 70（69．3） 1（　1．0）
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VI　　単純集計表

表VI・19　　被調査者の性

計 男 女

人数　　　％ 人数　　　　％

全体 405 181（44．7） 224（55．3）

15～19歳 47 24（51．1） 23（48．9）

20～24歳 21 10（47．6） 11（52．4）

25～34歳 65 26（40．0） 39（60．0）

35～44歳 100 48（48．0） 52（52．0）

45～54歳 61 26（42．6） 35（57．4）

55～69歳 111 47（42．3） 64（57．7）
低学歴 105 52（49．5） 53（50。5）
中学歴 199 79（39．7） 120（60．3）
高学歴 101 50（49．5） 51（50．5）

表VI－20　　被調査者の年齢

計 15～19歳 20～24歳 25～34歳

人数 人数　　　％ 人数　　　％ 人数　　　％

全体 405 47（1t6） 21（　5．2） 65（160）
男 181 24（133） 10（　5．5） 26（14．4）
女 224 23（103） 11（　4．9） 39（174）
低学歴 105 7（　6．7） 1（　1．0） 5（　4．8）

中学歴 199 39（19．6） 11（　5．5） 28（14．1）
高学歴 101 1（　1　．0） 9（　8．9） 32（31．7）

計 35～44歳 45～54歳 55～69歳

人数 人数　　　％ 人数　　　％ 人数　　　％

学醗体 405 100（24．7） 61（15．1） 111（274）
男 181 48（26．5） 26（144） 47（　26）
女 224 52（23．2） 35（15．6） 64（28．6）
低学歴 105 13（12．4） 17（16．2） 62（　59）
中学歴 199 57（286） 29（14．6） 35（17．6）
高学歴 101 30（29．7） 15（14．9） 14（13．9）

表VI－21　　被調査者の学歴　［41＆］一

計 低学歴 中学歴 高学歴

人数 人数　　　％ 人数　　　％ 人数　　　％

全体 405 105（25．9） 199（49．1） 65（24．9）
男 181 52（28．7） 79（43．6） 26（27．6）
女 224 53（23．7） 120（53．6） 39（22．8）

15～19歳 47 7（14．9） 39（83．0） 5（　2．1）

20～24歳 21 1（4．8） 11（52．4） 28（42．9）

25～34歳 65 5（　7．7） 28（43．1） 32（49．2）

35～44歳 100 13（13．0） 57（57．0） 0（30．0）

45～54歳 61 17（27．9） 29（47．5） 0（24．6）

55～69歳 111 62（55．9） 35（31．5） 0（12．6）
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表VI・22 被調査者の職業「［141．7．］

計 給与生活者
商店主・

工場主

工員・大工・

　運転手
内職・パート 農業・漁業 主婦 学生

人数 人数　　　％ 人数　　％ 人数　　　％ 人数　　　％ 人数　　　％ 人数　　　％ 人数　　　％

全体 405 158（39．0） 31（7．7） 59（14．6） 28（6．9） 5（12） 36（8．9） 41（10．1）
男 181 77（42．5） 19（10．5） 38（21．0） 2（　1ユ） 4（22） 0（0．0） 24（13．3）
女 224 81（36．2） 12（5．4） 21（9．4） 26（11．6） 1（0．4） 36（16。1） 17（7．6）

15～19歳 47 7（14．9） 0（0．0） 1（2．1） 0（0．0） 0（0．0） 0（0．0） 36（76．6）

20～24歳 21 12（57．1） 1（4．8） 2（9．5） 1（4．8） 0（0．0） 0（0．0） 5（23．8）

25～34歳 65 33（50．8） 4（6．2） 10（15．4） 7（10．8） 0（0．0） 11（16．9） 0（0．0）

35～44歳 100 53（53．0） 5（5．0） 25（25．0） 7（7．0） 2（2．0） 5（5．0） 0（0．0）

45～54歳 61 30（49．2） 13（21．3） 10（16．4） 3（4．9） 0（0。0） 1（1．6） 0（0．0）

55～69歳 111 23（20．7） 8（7．2） 11（9．9） 10（9．0） 3（2．7） 19（17．1） 0（0．0）

低学歴 105 19（18．1） 7（6．7） 25（23．8） 10（9．5） 3（2．9） 8（7．6） 6（5．7）

中学歴 199 73（36．7） 20（10ユ） 30（15．1） 10（5．0） 1（0．5） 20（10ユ） 30（15．1）

高学歴 101 66（65．3） 4（4．0） 4（4．0） 8（7．9） 1（1．0） 8（7．9） 5（5．0）

計 無職 その他

人数 人数　　　％ 人数　　％
全体 405 40（9．9） 7（1．7）
男 181 15（8．3） 2（1．1）

女 224 25（11．2） 5（2．2）

15～19歳 47 2（4．3） 1（2．1）

20～24歳 21 0（0．0） 0（0．0）

25～34歳 65 0（0．0） 0（0．0）

35～44歳 100 1（1．0） 2（2．0）

45～54歳 61 2（3．3） 2（3．3）

55～69歳 111 35（31．5） 2（1．8）

低学歴 105 23（21．9） 4（3．8）

中学歴 199 14（7．0） 1（0．5）

高学歴 101 3（3．0） 2（2．0）

表VI・23 職業（職業分類）．　［414．］

計 無回答 専門的 管理的 事務 販売 農林漁業 運輸通信
人数 人数　　　％ 人数　　％ 人数　　　％ 人数　　　％ 人数　　％ 人数　　　％ 人数　　％

全体 405 2（0．5） 60（14．8） 19（4．7） 42（10．4） 39（9．6） 6（1．5） 10（2．5）
男 181 0（0．0） 25（13．8） 17（9．4） 17（9．4） 16（8．8） 5（2．8） 10（5．5）

女 224 2（0．9） 35（15．6） 2（0．9） 25（112） 23（10．3） 1（0．4） 0（0．0）

15～19歳 47 0（0．0） 3（6．4） 0（0．0） 3（6．4） 1（2．1） 0（0．0） 0（0．0）

20～24歳 21 0（0．0） 2（9．5） 0（0．0） 5（23．8） 3（14．3） 0（0．0） 0（0．0）

25～34歳 65 2（3．1） 15（23．1） 0（0．0、） 6（9．2） 6（92） 0（0．0） 1（1．5）

35～44歳 100 0（0．0） 19（19．0） 6（6．0） 18（18．0） 11（11．0） 2（2．0） 3（3．0）

45～54歳 61 0（0．0） 12（19．7） 4（6．6） 8（13．1） 14（23．0） 0（0．0） 4（6．6）

55～69歳 111 0（0．0） 9（8．1） 9（8．1） 2（　1．8） 4（3．6） 4（3．6） 2（1．8）

低学歴 105 0（0．0） 3（2．9） 7（6．7） 3（2．9） 5（4．8） 4（3．8） 4（3．8）

中学歴 199 1（0．5） 15（7．5） 6（　3．0） 29（14．6） 27（13．6） 1（0．5） 5（2．5）

高学歴 101 1（1．0） 42（41．6） 6（5．9） 10（9．9） 7（6．9） 1（1．0） 1（1．0）
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VI 単純集計表

計 技能 保安 サービス 主婦 学生 無職 その他
人数 人数　　　％ 人数　　　％ 人数　　　％ 人数　　　％ 人数　　　％ 人数　　　％ 人数　　　％

全体 405 65（16．0） 3（0．7） 18（4．4） 36（8．9） 41（10．1） 40（9．9） 24（5．9）
男 181 40（22，1） 3（1．7） 6（3．3） 0（0．0） 24（13．3） 15（8．3） 3（1．7）
女 224 25（11．2） 0（0．0） 12（5，4） 36（16．1） 17（7．6） 25（11．2） 21（9．4）
15～19歳 47 1（2．1） 0（0．0） 1（2．1） 0（0．0） 36（76．6） 2（4．3） 0（0．0）

20～24歳 21 3（14．3） 0（0．0） 2（9．5） 0（0．0） 5（23．8） 0（0．0） 1（4．8）

25～34歳 65 11（16．9） 2（3．1） 6（92） 11（16．9） 0（0．0） 0（0．0） 5（7．7）
35～44歳 100 26（26．0） 0（0．0） 3（3．0） 5（　5．0） 0（0．0） 1（1．0） 6（6．0）

45～54歳 61 10（16．4） 0（0．0） 2（3．3） 1（　1．6） 0（0．0） 2（3．3） 4（6．6）

55～69歳 111 14（12．6） 1（0．9） 4（3．6） 19（17．1） 0（0．0） 35（31．5） 8（7．2）
低学歴 105 28（26．7） 2（1．9） 4（3．8） 8（　7，6） 6（5．7） 23（21．9） 8（7．6）

中学歴 199 31（15．6） 1（0．5） 10（5．0） 20（10．1） 30（15．1） 14（7．0） 9（4．5）
高学歴 101 6（5．9） 0（0．0） 4（4．0） 8（7．9） 5（5．0） 3（3．0） 7（6．9）

表VI・24 職業（産業分類） ［414．］

計 無回答 農林漁業 建設業 製造業 卸売・小売 金融不動産 運輸・通信
人数 人数　　　％ 人数　　　％ 人数　　　％ 人数　　　％ 人数　　　％ 人数　　　％ 人数　　　％

全体 405 18（4．4） 5（12） 15（3．7） 59（14．6） 59（14．6） 11（2．7） 15（3．7）
男 181 5（2．8） 4（22） 15（8．3） 29（16．0） 23（12．7） 3（1．7） 14（7．7）
女 224 13（5．8） 1（0．4） 0（0．0） 30（13．4） 36（16．1） 8（3．6） 1（0．4）
15～19歳 47 1（2ユ） 0（0．0） 0（0．0） 2（，4．3） 2（4．3） 1（2ユ） 1（2．1）

20～24歳 21 2（9．5） 0（0．0） 0（0．0） 2（　9．5） 4（19．0） 2（9．5） 0（0．0）

25～34歳 65 3（4．6） 0（0．0） 1（　1．5） 8（123） 10（15．4） 1（1．5） 1（1．5）
35～44歳 100 9（9．0） 2（2．0） 6（6．0） 23（23．0） 16（16．0） 4（4．0） 8（8．0）

45～54歳 61 1（1．6） 0（0．0） 2（3。3） 13（213） 15（24．6） 2（3．3） 4（6．6）
55～69歳 111 2（1．8） 3（2．7） 6（5．4） 11（9．9） 12（10．8） 1（0．9） 1（0．9）
低学歴 105 0（0．0） 3（2．9） 9（8．6） 22（2LO） 14（13．3） 1（1．0） 4（3．8）
中学歴 199 13（6．5） 1（0．5） 4（2．0） 32（16．1） 34（17．1） 7（3．5） 9（4．5）
高学歴 101 5（5．0） 1（1．0） 2（2．0） 5（　5．0） 11（10．9） 3（3．0） 2（2．0）

計
電気・ガス・

　　道
サービス 公務

主婦・学生・

　鑑
人数 人数　　　％ 人数　　　％ 人数　　　％ 人数　　　％

全体 405 3（0．7） 85（2LO） 18（4．4） 117（28．9）
男 181 3（1．7） 35（19．3＞ 11（6．1） 39（21．5）

女 224 0（0．0） 50（22．3） 7（3．1） 78（34，8）

15～19歳 47 0（0．0） 2（4．3） 0（0．0） 38（80．9）

20～24歳 21 0（0．0） 6（28．6） 0（0．0） 5（23，8）

25～34歳 65 2（3．1） 22（33．8） 6（9．2） 11（16．9）

35～44歳 100 0（0．0） 19（19．0） 7（7．0） 6（6．0）

45～54歳 61 0（0．0） 16（26．2） 5（8．2） 3（4．9）

55～69歳 111 1（0．9） 20（18．0） 0（0．0） 54（48．6）

低学歴 105 1（1．0） 13（12．4） 1（1．0） 37（35．2）

中学歴 199 0（0．0） 26（13ユ） 9（4．5） 64（32．2）

高学歴 101 2（2．0） 46（45．5） 8（7．9） 16（15．8）
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表VI・25 調査全般の被調査者のことば’〔調査員判定〕1　［50a］

計 無記入 正しい共通語
共通語だが
どことなく違う

共通語が
混ざる

共通語を
話さない

その他

人数 人数　　　％ 人数　　　％ 人数　　　％ 人数　　　％ 人数　　　％ 人数　　　％

全体 405 9（2．2） 75（18．5） 151（37．3） 149（36．8） 18（　4．4） 3（0．7）
男 181 1（0．6） 36（19．9） 70（38．7） 62（34．3） 11（6．1） 1（0．6）

女 224 8（3．6） 39（17．4） 81（362） 87（38．8） 7（3．1） 2（0．9）

15～19歳 47 0（0．0） 16（34．0） 25（532） 5（10．6） 0（　0．0） 1（2．1）

20～24歳 21 1（4．8） 7（33．3） 10（47．6） 2（9．5） 1（4．8） 0（0．0）

25～34歳 65 2（3．1） 15（23．1） 30（462） 17（26．2） 0（0．0） 1（　1．5）

35～44歳 100 2（2．0） 22（22．0） 33（33．0） 38（38．0） 5（5．0） 0（0．0）

45～54歳 61 3（4．9） 6（9．8） 25（41．0） 23（37．7） 4（6．6） 0（0．0）

55～69歳 111 1（0．9） 9（8．1） 28（252） 64（57．7） 8（7．2） 1（0．9）

低学歴 105 1（　1．0） 3（2．9） 27（25．7） 62（59．0） 12（11．4） 0（0．0）

中学歴 199 2（　1．0） 33（16．6） 83（41．7） 72（362） 6（3．0）， 3（　1．5）

高学歴 101 6（5．9） 39（38．6） 41（40．6） 15（14．9） 0（0．0） 0（0．0）

表VI－26 調査に対する態度〔調査員判定〕　　．［5041r1．］

計 無記入 積極的 ふつう 消極的 拒否的 その他

人数 人数　　　％ 人数　　　％ 人数　　　％ 人数　　　％ 人数　　　％ 人数　　　％

全体 405 13（3．2） 132（32．6） 225（55．6） 31（　7．7） 2（0．5） 2（0．5）
男 181 4（2．2） 63（34。8） 98（54．1） 14（　7．7） 1（0．6） 1（0．6）
女 224 9（4．0） 69（30．8） 127（56．7） 17（　7．6） 1（0．4） 1（0．4）

15～19歳 47 0（0．0） 6（12．8） 35（74．5） 6（12．8） 0（　0．0） 0（0．0）

20～24歳 21 1（4．8） 3（14．3） 15（71．4） 2（9．5） 0（0．0） 0（0．0）

25～34歳 65 3（4．6） 27（41．5） 31（47．7） 2（　3．1） 1（　1．5） 1（　1．5）

35～44歳 100 4（4．0） 34（34．0） 55（55．0） 7（7．0） 0（0．0） 0（0．0）

45～54歳 61 3（4．9） 23（37．7） 34（55．7） 1（　1．6） 0（0．0） 0（0．0）

55～69歳 111 2（　1．8） 39（35．1） 55（49．5） 13（11．7） 1（0．9） 1（0．9）

低学歴 105 4（　3．8） 22（21．0） 62（59．0） 15（14．3） 1（　1．0） 1（　1．0）

中学歴 199 3（　1．5） 55（27．6） 126（63．3） 15（　7．5） 0（0．0） 0（0．0）
高学歴 101 6（5．9） 55（54．5） 37（36．6） 1（　1．0） 1（　1．0） 1（　1．0）

表VI－27 調「査した場所（1）　［504，－2．］

計 無記入 自宅 勤務先 鶴岡ホテル その他

人数 人数　　　％ 人数　　　％ 人数　　　％ 人数　　　％ 人数　　　％

全体 405 15（3．7） 332（82．0） 34（8．4） 7（　1．7） 17（4．2）
男 181 4（2．2） 144（79．6） 20（11．0） 4（22） 9（5．0）
女 224 11（4．9） 188（83．9） 14（　6．3） 3（　1．3） 8（3．6）

15～19歳 47 2（4．3） 38（80．9） 1（　2．1） 0（0．0） 6（12．8）

20～24歳 21 1（4．8） 16（762） 3（14．3） 0（0．0） 1（4．8）

25～34歳 65 2（　3．1） 54（83．1） 5（　7．7） 0（0．0） 4（6．2）

35～44歳 100 3（3．0） 77（77．0） 12（12．0） 4（4．0） 4（4．0）

45～54歳 61 3（4．9） 44（72．1） 10（16．4） 3（4．9） 1（　1．6）

55～69歳 111 4（　3．6） 103（92．8） 3（　2．7） 0（0．0） 1（　0．9）

低学歴 105 5（4．8） 96（91．4） 3（　2．9） 0（0．0） 1（　1．0）

中学歴 199 5（2．5） 162（81．4） 17（8．5） 4（2．0） 11（　5．5）

高学歴 101 5（　5．0） 74（73．3） 14（13．9） 3（3．0） 5（5．0）
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VI 単純集計表

表VI・28 調査した場所（2） ［504L．t2．］

計 無記入 部屋の中 玄関先 店先 その他

人数 人数　　　％ 人数　　　％ 人数　　　％ 人数　　　％ 人数　　　％

全体 405 14（3．5） 301（74．3） 59（14．6） 17（4．2） 14（3．5）
男 181 3（　1．7） 143（79．0） 16（8．8） 10（5．5） 9（5．0）
女 224 11（4．9） 158（70．5） 43（19．2） 7（3．1） 5（22）
15～19歳 47 1（2．1） 29（61．7） 12（25．5） 2（4．3） 3（6．4）

20～24歳 21 2（9．5） 12（57．1） 4（19．0） 1（4．8） 2（9．5）

25～34歳 65 3（4．6） 45（69．2） 11（16．9） 4（6．2） 2（3．1）
35～44歳 100 3（3．0） 74（74．0） 14（14．0） 3（3．0） 6（6．0）

45～54歳 61 2（3．3） 48（78．7） 5（8．2） 5（8．2） 1（　1．6）

55～69歳 111 3（2．7） 93（83．8） 13（11．7） 2（　1．8） 0（0．0）
低学歴 105 5（4．8） 78（74．3） 19（18．1） 2（　1．9） 1（　1。0）

中学歴 199 3（　1．5） 145（72．9） 32（16．1） 10（5．0） 9（4．5）
高学歴 101 6（5．9） 78（77．2） 8（　7．9） 5（5．0） 4（4．0）

表VI－29 調査への同席者 ［504．－3．］

計 無記入 本人のみ 配偶者 子ども その他

人数 人数　　　％ 人数　　　％ 人数　　　％ 人数　　　％ 人数　　　％

全体 405 10（2．5） 266（65．7） 40（9．9） 31（7．7） 58（14．3）
男 181 1（0．6） 117（64．6） 31（17．1） 3（　1．7） 29（16．0）

女 224 9（4．0） 149（66．5） 9（4．0） 28（12．5） 29（12．9）

15～19歳 47 3（6．4） 26（55．3） 0（0．0） 0（0．0） 18（38．3）

20～24歳 21 2（9．5） 16（762） 0（0．0） 0（0．0） 3（14．3）

25～34歳 65 1（　1．5） 37（56．9） 4（6．2） 14（21．5） 9（13．8）

35～44歳 100 2（2．0） 58（58．0） 10（10．0） 17（17．0） 13（13．0）

45～54歳 61 2（3．3） 47（77．0） 6（9．8） 0（0．0） 6（9．8）

55～69歳 111 0（0．0） 82（73．9） 20（18．0） 0（0．0） 9（8．1）
低学歴 105 1（　1．0） 68（64．8） 17（162） 1（　LO） 18（17．1）

中学歴 199 4（2．0） 130（65．3） 14（7．0） 19（9．5） 32（16．1）
高学歴 101 5（5．0） 68（67．3） 9（8．9） 11（10．9） 8（7．9）

表VI・30 反応までの時間〔調査員判定〕 ［504．・4．］

計 無記入 長いほう 普通 短いほう

人数 人数　　　％ 人数　　　％ 人数　　　％ 人数　　　％

全体 405 6（　1．5） 54（13．3） 233（57．5） 112（27．7）

男 181 0（0．0） 34（18．8） 95（52．5） 52（28．7）

女 224 6（2．7） 20（8．9） 138（61．6） 60（26．8）

15～19歳 47 0（0．0） 2（4．3） 32（68．1） 13（27．7）

20～24歳 21 1（4．8） 2（9．5） 9（42．9） 9（42．9）

25～34歳 65 1（　L5） 1（　1．5＞ 39（60．0） 24（36．9）

35～44歳 100 2（2．0） 18（18．0） 45（45．0） 35（35．0）

45～54歳 61 2（3．3） 12（19．7） 31（50，8） 16（26．2）

55～69歳 111 0（0．0） 19（17．1） 77（69．4） 15（13．5）

低学歴 105 1（　1．0） 28（26．7） 61（58．1） 15（14．3）

中学歴 199 1（0．5） 19（9．5） 125（62．8） 54（27．1）

高学歴 101 4（4．0） 7（6．9） 47（46．5） 43（42．6）
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表VI－31 質問に対する問い返じ〔調査員判定〕 ［504．・5コ

計 無記入 多いほう 普通 少ないほう

人数 人数　　　％ 人数　　　％ 人数　　　％ 人数　　　％

全体 405 6（　1．5） 18（　4．4） 230（56．8） 151（37．3）

男 181 0（0．0） 12（　6．6） 101（55．8） 68（37．6）

女 224 6（2．7） 6（　2．7） 129（57．6） 83（37．1）

15～19歳 47 0（0．0） 0（0．0） 25（53．2） 22（46．8）

20～24歳 21 1（4．8） 0（　0．0） 13（61．9） 7（33．3）

25～34歳 65 1（　1．5） 2（　3．1） 33（50．8） 29（44．6）

35～44歳 100 2（2．0） 7（　7．0） 49（49．0） 42（42．0）

45～54歳 61 2（3．3） 4（　6．6） 33（54．1） 22（36．1）

55～69歳 111 0（0．0） 5（4．5） 77（69．4） 29（26．1）

低学歴 105 1（　LO） 10（　9．5） 71（67．6） 23（21．9）

中学歴 199 1（0．5） 3（　1．5） 115（57．8） 80（402）
高学歴 101 4（4。0） 5（5．0） 44（43．6） 48（47．5）
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VI　　単純集計表

表VI・32 ロー（クチ） ［201．コ

計 無記入 ∬ Z ∬＋z その他

人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％

全体 405 2（ 0．5） 367（ 90．6） 17（ 4．2） 1（ 02） 18（ 4．4）

男 181 1（ 0．6） 157（ 86．7） 14（ 7．7） 0（ 0．0） 9（ 5．0）

女 224 1（ 0．4） 210（ 93．8） 3（ 1．3） 1（ 0．4） 9（ 4．0）

15～19歳 47 0（ 0．0） 46（ 97．9） 1（ 2．1） 0（ 0．0） 0（ 0．0）

20～24歳 21 0（ 0．0） 21（ 100．0） 0（ 0．0） 0（ 0．0） 0（ 0．0）

25～34歳 65 0（ 0．0） 62（ 95．4） 0（ 0．0） 0（ 0．0） 3（ 4．6）

35～44歳 100 1（ 1．0） 91（ 9LO） 3（ 3．0） 1（ 1．0） 4（ 4．0）

45～54歳 61 1（ 1．6） 56（ 91．8） 1（ 1．6） 0（ 0．0） 3（ 4．9）

55～69歳 111 0（ 0．0） 91（ 82．0） 12（ 10．8） 0（ 0．0） 8（ 7．2）

低学歴 105 0（ 0．0） 84（ 80．0） 12（ 11．4） 0（ 0．0） 9（ 8．6）

中学歴 199 2（ 1．0） 187（ 94．0） 5（ 2．5） 1（ 0．5） 4（ 2．0）

高学歴 101 0（ 0．0） 96（ 95．0） 0（ 0．0） 0（ 0．0） 5（ 5．0）

表VI－33 髭（ヒゲ） ［202．］

計 9 F 9十F その他

人数　　　　％ 人数　　　％ 人数　　　％ 人数　　　％

全体 405 369（91．1） 33（8．1） 1（0．2） 2（0．5）
男 181 164（90．6） 14（7．7） 1（0．6） 2（1．1）
女 224 205（91．5） 19（8．5） 0（0．0） 0（0．0）

15～19歳 47 47（100．0） 0（0．0） 0（0．0） 0（0．0）

20～24歳 21 21（100．0） 0（0．0） 0（0．0） 0（0．0）

25～34歳 65 64（98．5） 1（1．5） 0（0．0） 0（0．0）

35～44歳 100 97（97．0） 3（3．0） 0（0．0） 0（0．0）

45～54歳 61 60（98．4） 1（1．6） 0（0．0） 0（0．0）

55～69歳 111 80（72．1） 28（25．2） 1（0．9） 2（1．8）

低学歴 105 79（75．2） 25（23．8） 0（0．0） 1（1．0）

中学歴 199 190（95．5） 7（3．5） 1（0．5） 1（0．5）

高学歴 101 100（99．0） 1（1．0） 0（0．0） 0（0．0）

表VI・34 ．背中（セナカ） ［203．］

計 S 6・9 その他

人数　　　　％ 人数　　　％ 人数　　　％

全体 405 392（96．8） 12（　3．0） 1（0．2）
男 181 169（93．4） 11（6．1） 1（0．6）
女 224 223（99．6） 1（0．4） 0（0．0）
15～19歳 47 46（97．9） 1（　2．1） 0（0．0）
20～24歳 21 20（952） 0（　0．0） 1（4．8）
25～34歳 65 65（100．0） 0（　0．0） 0（0．0）
35～44歳 100 97（97．0） 3（　3．0） 0（0．0）
45～54歳 61 59（96．7） 2（　3．3） 0（0．0）
55～69歳 111 105（94．6） 6（　5．4） 0（0．0）
低学歴 105 97（92．4） 8（　7．6） 0（0．0）
中学歴 199 194（97．5） 4（2．0） 1（0．5）
高学歴 101 101（100．0） 0（0．0） 0（0．0）
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表VI・35 汗（アセ）－i　E20．4ii］

計 無記入 S
6’9 その他

人数　　　％ 人数　　　％ 人数　　　％ 人数　　　％

全体 405 1（　0．2） 393（97．0） 10（　2．5） 1（　0．2）

男 181 0（　0．0） 175（96．7） 6（　3．3） 0（　0．0）

女 224 1（　0．4） 218（97．3） 4（　1．8） 1（　0．4）

15～19歳 47 0（　0．0） 47（100．0） 0（　0．0） 0（　0．0）

20～24歳 21 0（　0．0） 21（100．0） 0（　0．0） 0（　0．0）

25～34歳 65 0（　0．0） 63（96．9） 1（　1．5） 1（　1．5）

35～44歳 100 0（　0．0） 97（97．0） 3（　3．0） 0（　0．0）

45～54歳 61 1（　1．6） 59（96．7） 1（　1．6） 0（　0．0）

55～69歳 111 0（　0．0） 106（95．5） 5（　4．5） 0（　0．0）

低学歴 105 0（　0．0） 101（96．2） 4（　3．8） 0（　0．0）

中学歴 199 1（　0．5） 195（98．0） 3（　1．5） 0（　0．0）

高学歴 101 0（　0．0） 97（96．0） 3（　3．0） 1（　1．0）

表VI－36 蜂（ハチ）・　　［205．］

計 t
S

Z
tsm　　　　　■◎

その他

人数　　　　％ 人数　　　％ 人数　　　％ 人数　　　％

全体 405 370（　91．4） 15（　3．7） 2（　0．5） 18（　4．4）

男 181 157（　86．7） 12（　6．6） 1（　0．6） 11（　6．1）

女 224 213（　95．1） 3（　1．3） 1（　0．4） 7（　3．1）

15～19歳 47 46（　97．9） 0（　0．0） 0（　0．0） 1（　2．1）

20～24歳 21 21（100．0） 0（　0．0） 0（　0．0） 0（　0．0）

25～34歳 65 61（　93．8） 2（　3．1） 0（　0．0） 2（　3．1）

35～44歳 100 92（　92．0） 4（　4．0） 0（　0．0） 4（　4．0）

45～54歳 61 54（　88．5） 2（　3．3） 1（　1．6） 4（　6．6）

55～69歳 111 96（　86．5） 7（　6．3） 1（　0．9） 7（　6．3）

低学歴 105 88（　83．8） 8（　7．6） 1（　1．0） 8（　7．6）

中学歴 199 187（　94．0） 5（　2．5） 0（　0．0） 7（　3．5）

高学歴 101 95（　94．1） 2（　2．0） 1（　1．0） 3（　3．0）

表VI－37 鳩（ハト） ［206．］

計 t d

人数　　　　％ 人数　　　％

全体 405 388（95．8） 17（4．2）
男 181 171（94．5） 10（　5．5）

女 224 217（96．9） 7（　3．1）

15～19歳 47 47（100．0） 0（0．0）

20～24歳 21 21（100．0） 0（0．0）

25～34歳 65 65（100．0） 0（0．0）

35～44歳 100 96（96．0） 4（4．0）

45～54歳 61 58（95．1） 3（4．9）

55～69歳 111 101（91．0） 10（9．0）

低学歴 105 96（91．4） 9（8．6）

中学歴 199 192（96．5） 7（　3．5）

高学歴 101 100（99．0） 1（　1．0）
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VI 単純集計表

表VI・38 猫（ネコ） ［207．］

計 k 9

人数 ％ 人数 ％

全体 405 373（ 92．1） 32（ 7．9）

男 181 159（ 87．8） 22（ 12．2）

女 224 214（ 95．5） 10（ 4．5）

15～19歳 47 45（ 95．7） 2（ 4．3）

20～24歳 21 21（ 100．0） 0（ 0．0）

25～34歳 65 63（ 96．9） 2（ 3．1）

35～44歳 100 93（ 93．0） 7（ 7．0）

45～54歳 61 54（ 88．5） 7（ 11．5）

55～69歳 111 97（ 87．4） 14（ 12．6）

低学歴 105 95（ 90．5） 10（ 9．5）

中学歴 199 182（ 91．5） 17（ 8．5）

高学歴 101 96（ 95．0） 5（ 5．0）

表VI－39 蛇（ヘビ） ［208：］

計 X F
人数 ％ 人数 ％

全体 405 391（ 96．5） 14（ 3．5）

男 181 170（ 93．9） 11（ 6．1）

女 224 221（ 98．7） 3（ 1．3）

15～19歳 47 47（ 100．0） 0（ 0．0）

20～24歳 21 21（ 100．0） 0（ 0．0）

25～34歳 65 65（ 100．0） 0（ 0．0）

35～44歳 100 100（ 100．0） 0（ 0．0）

45～54歳 61 59（ 96．7） 2（ 3．3）

55～69歳 111 99（ 89．2） 12（ 10．8）

低学歴 105 93（ 88．6） 12（ 11．4）

中学歴 199 198（ 99．5） 1（ 0．5）

高学歴 101 100（ 99．0） 1（ 1．0）

表VI－40 窓（マド） ［209．］

計 d ～d

人数 ％ 人数 ％

全体 405 372（ 91．9） 33（ 8．1）

男 181 165（ 91．2） 16（ 8．8）

女 224 207（ 92．4） 17（ 7．6）

15～19歳 47 47（ 100．0） 0（ 0．0）

20～24歳 21 21（ 100．0） 0（ 0．0）

25～34歳 65 65（ 100．0） 0（ 0．0）

35～44歳 100 96（ 96．0） 4（ 4．0）

45～54歳 61 58（ 95．1） 3（ 4．9）

55～69歳 111 85（ 76．6） 26（ 23．4）

低学歴 105 84（ 80．0） 21（ 20．0）

中学歴 199 189（ 95．0） 10（ 5．0）

高学歴 101 99（ 98．0） 2（ 2．0）
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表VI・41 旗（ハタ） ［210．］．

計 無記入 t d

人数　　　％ 人数　　　　％ 人数　　　％

全体 405 2（　0．5） 382（94．3） 21（　5．2）
男 181 1（　0．6） 168（・92．8） 12（　6．6）

女 224 1（　0．4） 214（95．5） 9（　4．0）

15～19歳 47 0（　0．0） 46（97．9） 1（　2．1）

20～24歳 21 0（　0．0） 21（100．0） 0（　0．0）

25～34歳 65 0（　0．0） 65（100．0） 0（　0．0）

35～44歳 100 0（　0．0） 94（94．0） 6（　6．0）

45～54歳 61 1（　1．6） 56（91．8） 4（　6．6）

55～69歳 111 1（　0．9） 100（90．1） 10（　9．0）

低学歴 105 2（　1．9） 94（89．5） 9（　8．6）

中学歴 199 0（　0．0） 189（95．0） 10（　5．0）

高学歴 101 0（　0．0） 99（98．0） 2（　2．0）

表VI・42 鈴（ス茎） ［211．］

計 dz w
　Z その他

人数　　　％ 人数　　　％ 人数　　　％

全体 405 352（86．9） 51（12．6） 2（　0．5）

男 181 157（86．7） 23（12。7） 1（　0．6）

女 224 195（87．1） 28（12．5） 1（　0．4）

15～19歳 47 47（100．0） 0（　0．0） 0（　0．0）

20～24歳 21 21（100．0） 0（　0．0） 0（　0．0）

25～34歳 65 63（96．9） 1（　1．5） 1（　1．5）

35～44歳 100 96（96．0） 4（　4．0） 0（　0．0）

45～54歳 61 56（91．8） 4（　6．6） 1（　1．6）

55～69歳 111 69（62．2） 42（37．8） 0（　0．0）

低学歴 105 73（69．5） 32（30．5） 0（　0．0）

中学歴 199 183（92．0） 15（　7．5） 1（　0．5）

高学歴 101 96（95．0） 4（　4．0） 1（　1．0）

表VI・43 帯（オビ） ［212．］

計 b wb

人数 ％ 人数 ％

全体 405 351（ 86．7） 54（ 13．3）

男 181 151（ 83．4） 30（ 16．6）

女 224 200（ 89．3） 24（ 10．7）

15～19歳 47 47（ 100．0） 0（ 0．0）

20～24歳 21 21（ 100．0） 0（ 0．0）

25～34歳 65 64（ 98．5） 1（ 1．5）

35～44歳 100 94（ 94．0） 6（ 6．0）

45～54歳 61 53（ 86．9） 8（ 13．1）

55～69歳 111 72（ 64．9） 39（ 35．1）

低学歴 105 76（ 72．4） 29（ 27．6）

中学歴 199 183（ 92．0） 16（ 8．0）

高学歴 101 92（ 91．1） 9（ 8．9）
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V［　　単純集計表

表VI・44
．

靴（クツ）　　［213．］

計 ts Z tsi

人数　　　　％ 人数　　　％ 人数　　　％

全体 405 390（96．3） 12（　3．0） 3（　0．7）

男 181 169（93．4） 9（　5．0） 3（　L7）
女 224 221（98．7） 3（　1．3） 0（　0．0）

15～19歳 47 45（95．7） 2（　4．3） 0（　0．0）

20～24歳 21 21（100．0） 0（　0．0） 0（　0．0）

25～34歳 65 65（100．0） 0（　0．0） 0（　0．0）

35～44歳 100 96（96．0） 3（　3．0） 1（　1．0）

45～54歳 61 57（93．4） 3（　4．9） 1（　1．6＞

55～69歳 111 106（95．5） 4（　3．6） 1（　0．9）

低学歴 105 99（94．3） 6（　5．7） 0（　0．0）

中学歴 199 191（96．0） 5（　2．5） 3（　1．5）

高学歴 101 100（99．0） 1（　1．0） 0（　0．0）

表VI・45 柿（カキ）　　［214。］

計 k 9 その他

人数　　％ 人数　　％ 人数　　％

全体 405 378（93．3） 26（　6．4） 1（　0．2）

男 181 160（88．4） 20（11．0） 1（　0．6）

女 224 218（97．3） 6（　2．7） 0（　0．0）

15～19歳 47 45（95．7） 2（　4．3） 0（　0．0）

20～24歳 21 21（100．0） 0（　0．0） 0（　0．0）

25～34歳 65 65（100．0） 0（　0．0） 0（　0．0）

35～44歳 100 92（92．0） 8（　8．0） 0（　0．0）

45～54歳 61 57（93．4） 4（　6．6） 0（　0．0）

55～69歳 111 98（88．3） 12（10．8） 1（　0．9）

低学歴 105 92（87．6） 12（IL4） 1（　1．0）

中学歴 199 186（93．5） 13（　6．5） 0（　0．0）

高学歴 101 100（99．0） 1（　1．0） 0（　0．0）

表VI・46 松（マツ）　　［215．］

計 ts Z その他

人数 ％ 人数 ％ 人数 ％

全体 405 391 （　96．5） 12（ 3．0） 2（ 0．5）

男 181 172 （　95．0） 8（ 4．4） 1（ 0．6）

女 224 219 （　97．8） 4（ 1．8） 1（ 0．4）

15～19歳 47 47（ 100．0） 0（ 0．0） 0（ 0．0）

20～24歳 21 21（ 100．0） 0（ 0．0） 0（ 0．0）

25～34歳 65 65（ 100．0） 0（ 0．0） 0（ 0．0）

35～44歳 100 93（ 93．0） 7（ 7．0） 0（ 0．0）

45～54歳 61 56（ 91．8） 4（ 6．6） 1（ 1．6）

55～69歳 111 109 （　98．2） 1（ 0．9） 1（ 0．9）

低学歴 105 101 （　962） 3（ 2．9） 1（ 1．0）

中学歴 199 191 （　96．0） 7（ 3．5） 1（ 0．5）

高学歴 101 99（ 98．0） 2（ 2．0） 0（ 0．0）
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表VI－47 西瓜（スイ塾〕：　〔216ユ

計 無記入 k gW，　kW 9

人数　　　％ 人数　　　　％ 人数　　　％ 人数　　　％

全体 405 1（0．2） 385（95．1） 4（　1．0） 15（3．7）
男 181 0（0．0） 168（92．8） 3（　1．7） 10（　5．5）

女 224 1（0．4） 217（96．9） 1（0．4） 5（2．2）

15～19歳 47 0（0．0） 46（97．9） 0（0．0） 1（2．1）

20～24歳 21 0（0．0） 21（100．0） 0（0．0） 0（0．0）

25～34歳 65 0（0．0） 65（100．0） 0（0．0） 0（0．0）

35～44歳 100 0（0．0） 95（95．0） 1（　1．0） 4（4．0）

45～54歳 61 0（0．0） 59（96．7） 0（0．0） 2（　3．3）

55～69歳 111 1（0．9） 99（89．2） 3（2．7） 8（7．2）
低学歴 105 0（0．0） 95（90．5） 3（2．9） 7（6．7）
中学歴 199 1（0．5） 189（95．0） 1（0．5） 8（4．0）
高学歴 101 0（0．0） 101（100．0） 0（0．0） 0（0．0）

表VI－48 、火曜H（互ヨウビ）“　厘17：コ．

計 k kW

人数 ％ 人数 ％

全体 405 404（ 99．8） 1（ 0．2）

男 181 180（ 99．4） 1（ 0．6）

女 224 224（ 100．0） 0（ 0．0）

15～19歳 47 47（ 100．0） 0（ 0．0）

20～24歳 21 21（ 100．0） 0（ 0．0）

25～34歳 65 65（ 100．0） 0（ 0．0）

35～44歳 100 100（ 100．0） 0（ 0．0）

45～54歳 61 61（ 100．0） 0（ 0．0）

55～69歳 111 110（ 99．1） 1（ 0．9）

低学歴 105 104（ 99．0） 1（ 1．0）

中学歴 199 199（ 100．0） 0（ 0．0）

高学歴 101 101（ 100．0） 0（ 0．0）

表VI－49 百（ヒヤク） ［218コ

計 無記入 9 F

人数　　％ 人数　　％ 人数　　％

全体 405 1（　0．2） 372（91．9） 32（　7．9）
男 181 0（　0．0） 163（90．1） 18（　9．9）

女 224 1（　0．4） 209（93．3） 14（　6．3）

15～19歳 47 1（　2．1） 46（97．9） 0（　0．0）

20～24歳 21 0（　0．0） 21（100．0） 0（　0．0）

25～34歳 65 0（　0．0） 65（100．0） 0（　0．0）

35～44歳 100 0（　0．0） 99（99．0） 1（　1．0）

45～54歳 61 0（　0．0） 57（93．4） 4（　6．6）

55～69歳 111 0（　0．0） 84（75．7） 27（24．3）

低学歴 105 0（　0．0） 84（80．0） 21（20．0）

中学歴 199 1（　0．5） 188（94．5） 10（　5．0）

高学歴 101 0（　0．0） 100（99．0） 1（　1．0）
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VI 単純集計表

表VI・50 一
税務署．（至イムショ）・．　．［妥9．］

計 無記入 dz z

人数　　％ 人数　　％ 人数　　％

全体 405 2（　0．5） 399（98．5） 4（　1．0）
男 181 0（　0．0） 178（98．3） 3（　1．7）

女 224 2（　0．9） 221（98．7） 1（　0．4）

15～19歳 47 0（　0．0） 47（100．0） 0（　0．0）

20～24歳 21 0（　0．0） 20（95．2） 1（　4．8）

25～34歳 65 0（　0．0） 65（100．0） 0（　0．0）

35～44歳 100 1（　1．0） 99（99．0） 0（　0．0）

45～54歳 61 1（　1．6） 60（98．4） 0（　0．0）

55～69歳 111 0（　0．0） 108（97．3） 3（　2．7）

低学歴 105 2（　1．9） 101（96．2） 2（　1．9）

中学歴 199 0（　0．0） 197（99．0） 2（　1．0）

高学歴 101 0（　0．0） 101（100．0） 0（　0．0）

表VI・51 息（イキ） ［220。］

計 i
隻 i

人数 ％ 人数 ％ 人数 ％

全体 405 344（ 84．9） 24（ 5．9） 37（ 9．1）

男 181 147（ 81．2） 13（ 7．2） 21（ 11．6）

女 224 197（ 87．9） 11（ 4．9） 16（ 7．1）

15～19歳 47 47（ 100．0） 0（ 0．0） 0（ 0．0）

20～24歳 21 20（ 95．2） 1（ 4．8＞ 0（ 0．0）

25～34歳 65 64（ 98．5） 0（ 0．0） 1（ 1．5）

35～44歳 100 95（ 95．0） 0（ 0．0） 5（ 5．0）

45～54歳 61 49（ 80．3） 3（ 4．9） 9（ 14．8）

55～69歳 111 69（ 62．2） 20（ 18．0） 22（ 19．8）

低学歴 105 63（ 60．0） 17（ 16．2） 25（ 23．8）

中学歴 199 185（ 93．0） 5（ 2．5） 9（ 4．5）

高学歴 101 96（ 95．0） 2（ 2．0） 3（ 3．0）

表VI・52 駅（エキ）　　」［221．］

計 e ⑦ i その他

人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％

全体 405 343（ 84．7） 53（ 13．1） 3（ 0．7） 6（ 1．5）

男 181 145（ 80．1） 31（ 17．1） 2（ 1．1） 3（ 1．7）

女 224 198（ 88．4） 22（ 9．8） 1（ 0．4） 3（ 1．3）

15～19歳 47 46（ 97．9） 1（ 2．1） 0（ 0．0） 0（ 0．0）

20～24歳 21 20（ 95．2） 1（ 4．8） 0（ 0．0） 0（ 0．0）

25～34歳 65 61（ 93．8） 3（ 4．6） 0（ 0．0） 1（ 1．5）

35～44歳 100 91（ 91．0） 8（ 8．0） 0（ 0．0） 1（ LO）
45～54歳 61 49（ 80．3） 12（ 19．7） 0（ 0．0） 0（ 0．0）

55～69歳 111 76（ 68．5） 28（ 25．2） 3（ 2．7） 4（ 3．6）

低学歴 105 76（ 72．4） 24（ 22．9） 2（ 1．9） 3（ 2．9）

中学歴 199 177（ 88．9） 19（ 9．5） 1（ 0．5） 2（ 1．0）

高学歴 101 90（ 89．1） 10（ 9．9） 0（ 0．0） 1（ 1．0）
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表VI－53 糸、（イ・’・F） ［222．］

計 i 9 i

人数　　　％ 人数　　　％ 人数　　　％

全体 405 375（92．6） 9（2．2） 21（5．2）
男 181 163（90．1） 6（　3．3） 12（6．6）
女 224 212（94．6） 3（　1．3） 9（4．0）

15～19歳 47 47（100．0） 0（0．0） 0（0．0）

20～24歳 21 20（95．2） 0（0．0） 1（4．8）

25～34歳 65 64（98．5） 0（0．0） 1（　1．5）

35～44歳 100 97（97．0） 0（0．0） 3（3．0）

45～54歳 61 57（93．4） 0（0．0） 4（6．6）

55～69歳 111 90（81．1） 9（8．1） 12（10．8）

低学歴 105 86（81．9） 7（6．7） 12（11．4）

中学歴 199 191（96．0） 2（　1．0） 6（　3．0）

高学歴 101 98（97．0） 0（0．0） 3（3．0）

表VI・54 煙突（土ントツ） ［223．］

計 e 9 i その他

人数　　　　％ 人数　　　％ 人数　　　％ 人数　　　％

全体 405 360（88．9） 37（　9．1） 3（　0．7） 5（　1．2）

男 181 156（86．2） 21（11．6） 2（　1．1） 2（　1．1）

女 224 204（91．1） 16（　7．1） 1（　0．4） 3（　1．3）

15～19歳 47 47（100．0） 0（　0．0） 0（　0．0） 0（　0．0）

20～24歳 21 19（90．5） 1（　4．8） 0（　0．0） 1（　4．8）

25～34歳 65 64（98．5） 1（　1．5） 0（　0．0） 0（　0．0）

35～44歳 100 98（98．0） 2（　2．0） 0（　0．0） 0（　0．0）

45～54歳 61 52（85．2） 8（13．1） 1（　1．6） 0（　0．0）

55～69歳 111 80（72．1） 25（22．5） 2（　1．8） 4（　3．6）

低学歴 105 79（75．2） 21（20．0） 1（　1．0） 4（　3．8）

中学歴 199 185（93．0） 11（　5．5） 2（　1．0） 1（　0．5）

高学歴 101 96（95．0） 5（　5．0） 0（　0．0） 0（　0．0）

表VI－55 知事（チジ） ［224．］

計 無記入 d3i zi その他

人数　　　％ 人数　　　％ 人数　　　％ 人数　　　％

全体 405 2（　0．5） 283（69．9） 116（28．6） 4（　1．0）

男 181 0（　0．0） 117（64．6） 63（34．8） 1（　0．6）

女 224 2（　0．9） 166（74．1） 53（23．7） 3（　1．3）

15～19歳 47 1（　2．1） 42（89．4） 4（　8．5） 0（　0．0）

20～24歳 21 0（　0．0） 18（85．7） 3（14．3） 0（　0．0）

25～34歳 65 0（　0．0） 58（89．2） 7（10．8） 0（　0．0）

35～44歳 100 1（　1．0） 80（80．0） 19（19．0） 0（　0．0）

45～54歳 61 0（　0．0） 37（60．7） 23（37．7） 1（　1．6）

55～69歳 111 0（　0．0） 48（432） 60（54．1） 3（　2．7）

低学歴 105 2（　1．9） 43（41．0） 57（54．3） 3（　2．9）

中学歴 199 0（　0．0） 154（77．4） 44（22．1） 1（　0．5）

高学歴 101 0（　0．0） 86（85．1） 15（14．9） 0（　0．0）
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VI　　単純集計表

表VI・56 地図（チズ） ［225．］

計 dZUI zi dZUI＋zi その他

人数　　　　％ 人数　　　％ 人数　　　％ 人数　　　％

全体 405 365（90．1） 38（9．4） 1（02） 1（02）
男 181 156（86．2） 23（12．7） 1（0．6） 1（0．6）
女 224 209（93．3） 15（6．7） 0（　0．0） 0（0．0）
15～19歳 47 46（97．9） 1（2．1） 0（0．0） 0（0．0）

20～24歳 21 21（100．0） 0（0．0） 0（　0．0） 0（0．0）

25～34歳 65 65（100．0） 0（0．0） 0（　0．0） 0（0．0）

35～44歳 100 97（97．0） 3（3．0） 0（0．0） 0（0．0）
45～54歳 61 54（88．5） 6（9．8） 0（　0．0） 1（　1．6）

55～69歳 111 82（73．9） 28（25．2） 1（　0．9） 0（0．0）
低学歴 105 78（74．3） 27（25．7） 0（　0．0） 0（0．0）
中学歴 199 186（93．5） 11（5．5） 1（　0．5） 1（0．5）
高学歴 101 101（100．0） 0（0．0） 0（　0．0） 0（0．0）

表VI・57 島（シマ） ［226．］

計
∫
i si その他

人数　　％ 人数　　％ 人数　　％

全体 405 331（81．7） 73（18．0） 1（　0．2）

男 181 139（76．8） 41（22．7） 1（0．6）
女 224 192（85．7） 32（14．3） 0（　0．0）

15～19歳 47 47（100．0） 0（0．0） 0（　0．0）

20～24歳 21 20（95．2） 1（4．8） 0（　0．0）

25～34歳 65 61（93．8） 4（6．2） 0（0．0）

35～44歳 100 86（86．0） 14（14．0） 0（　0．0）

45～54歳 61 49（80．3） 12（19．7） 0（0．0）

55～69歳 111 68（61．3） 42（37．8） 1（0．9）
低学歴 105 62（59．0） 43（41．0） 0（　0．0）

中学歴 199 177（88．9） 21（10．6） 1（　0．5）

高学歴 101 92（91．1） 9（8．9） 0（0．0）

表VI－58 墨（スミ） ［227．］

計 無記入 SUI si

人数　　　％ 人数　　　　％ 人数　　　％

全体 405 1（　0．2） 377（93．1） 27（　6．7）
男 181 0（　0．0） 167（92．3） 14（　7．7）
女 224 1（　0．4） 210（93．8） 13（　5．8）

15～19歳 47 0（　0．0） 47（100．0） 0（　0．0）

20～24歳 21 0（　0．0） 21（100．0） 0（　0．0）

25～34歳 65 1（　1．5） 64（98．5） 0（　0．0）

35～44歳 100 0（　0．0） 98（98．0） 2（　2．0）

45～54歳 61 0（　0．0） 53（86．9） 8（13ユ）
55～69歳 111 0（　0．0） 94（84．7） 17（15．3）
低学歴 105 0（　0．0） 87（82．9） 18（17．1）
中学歴 199 1（　0．5） 189（95．0） 9（　4．5）

高学歴 101 0（　0．0） 101（100．0） 0（　0．0）
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表VI・59 烏（カラス） ［228．］

計 無記入 sm si

人数　　　％ 人数　　　　％ 人数　　　％

全体 405 1（　0．2） 382（　94．3） 22（　5．4）

男 181 1（　0．6） 168（　92．8） 12（　6．6）

女 224 0（　0．0） 214（95．5） 10（　4．5）

15～19歳 47 0（　0．0） 46（97．9） 1（　2．1）

20～24歳 21 0（　0．0） 21（100．0） 0（　0．0）

25～34歳 65 0（　0．0） 65（100．0） 0（　0．0）

35～44歳 100 0（　0．0） 100（100．0） 0（　0．0）

45～54歳 61 1（　1．6） 53（　86．9） 7（11．5）

55～69歳 111 0（　0．0） 97（　87．4） 14（12．6）

低学歴 105 0（　0．0） 87（82．9） 18（17．1）

中学歴 199 1（　0．5） 194（97．5） 4（　2．0）

高学歴 101 0（　0．0） 101（100．0） 0（　0．0）

表VI・60 辛子（カラシ） ［229．］

計 無記入
∫
i si SUI　　　■　■ その他

人数　　　％ 人数　　　％ 人数　　　％ 人数　　　％ 人数　　　％

全体 405 1（0．2） 297（73．3） 95（23．5） 9（2．2） 3（0．7）
男 181 1（0．6） 123（68．0） 49（27．1） 7（3．9） 1（0．6）
女 224 0（0．0） 174（77．7） 46（20．5） 2（0．9） 2（0．9）
15～19歳 47 0（0．0） 46（97．9） 1（2．1） 0（0．0） 0（0．0）

20～24歳 21 1（4．8） 20（95．2） 0（0．0） 0（0．0） 0（0．0）

25～34歳 65 0（0．0） 61（93．8） 4（6．2） 0（0．0） 0（0．0）

35～44歳 100 0（0．0） 81（81．0） 17（17．0） 1（　1．0） 1（　1．0）

45～54歳 61 0（0．0） 39（63．9） 20（32．8） 2（3．3） 0（0．0）

55～69歳 111 0（0．0） 50（45．0） 53（47．7） 6（5．4） 2（　1．8）

低学歴 105 0（　0．0） 46（43．8） 53（50．5） 4（3．8） 2（　1．9）

中学歴 199 1（0．5） 161（80．9） 31（15．6） 5（2．5） 1（0．5）
高学歴 101 0（0．0） 90（89．1） 11（10．9） 0（0．0） 0（0．0）

表VI・61 狐（キツネ）　一［230．］

計 無記入 tSm zi

人数 ％ 人数 ％ 人数 ％

全体 405 1（ 0．2） 388（ 95．8） 16（ 4．0）

男 181 1（ 0．6） 172（ 95．0） 8（ 4．4）

女 224 0（ 0．0） 216（ 96．4） 8（ 3．6）

15～19歳 47 1（ 2．1） 46（ 97．9） 0（ 0．0）

20～24歳 21 0（ 0．0） 21（ 100．0） 0（ 0．0）

25～34歳 65 0（ 0．0） 65（ 100．0） 0（ 0．0）

35～44歳 100 0（ 0．0） 97（ 97．0） 3（ 3．0）

45～54歳 61 0（ 0．0） 56（ 91．8） 5（ 8．2）

55～69歳 111 0（ 0．0） 103（ 92．8） 8（ 7．2）

低学歴 105 0（ 0．0） 94（ 89．5） 11（ 10．5）

中学歴 199 1（ 0．5） 193（ 97．0） 5（ 2．5）

高学歴 101 0（ 0．0） 101（ 100．0） 0（ 0．0）
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VI 単純集計表

表VI・62 団扇（ウチワ） ［231．］

計 無記入 i i ㎎ UI zi

人数　　％ 人数　　　％ 人数　　　％ 人数　　％ 人数　　％ 人数　　％
全体 405 6（1．5） 322（79．5） 73（18．0） 2（0．5） 1（0．2） 1（0．2）

男 181 2（1．1） 137（75．7） 39（21．5） 2（1．1） 1（0．6） 0（0．0）

女 224 4（1．8） 185（82．6） 34（15．2） 0（0．0） 0（0．0） 1（0．4）

15～19歳 47 0（0．0） 46（97．9） 1（　2．1） 0（0．0） 0（0．0） 0（0．0）

20～24歳 21 1（4．8） 19（90．5） 1（4．8） 0（0．0） 0（0．0） 0（0．0）

25～34歳 65 1（1．5） 61（93．8） 2（3．1） 0（0．0） 0（0．0） 1（1．5）

35～44歳 100 2（2．0） 87（87．0） 11（11．0） 0（0．0） 0（0．0） 0（0．0）

45～54歳 61 0（0．0） 45（73．8） 15（24．6） 0（0．0） 1（1．6＞ 0（0．0）

55～69歳 111 2（1．8） 64（57．7） 43（38．7） 2（1．8） 0（0．0） 0（0．0）

低学歴 105 1（1．0） 61（58．1） 41（39．0） 2（1．9） 0（0．0） 0（0．0）

中学歴 199 4（2．0） 169（84．9） 25（12．6） 0（0．0） 0（0．0） 1（0．5）

高学歴 101 1（1．0） 92（91．1） 7（6．9） 0（0．0） 1（LO） 0（0．0）
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表VI－63 背中（セナカ） ［203a．］

計 無記入 O●● ○●O OOO ●○○ ●●○ ○○● 複数回答

人数　　％ 人数　　％ 人数　　％ 人数　　％ 人数　　％ 人数　　％ 人数　　％ 人数　　％

全体 405 2（05） 148（36．5） 219（54ユ） 12（3．0） 14（3．5） 5（1．2） 2（0．5） 3（0．7）

男 181 0（0．0） 67（37．0） 102（56．4） 3（L7） 7（3．9） 0（0．0） 1（0．6） 1（0．6）

女 224 2（0．9） 81（36．2） 117（52．2） 9（4．0） 7（3．1） 5（2．2） 1（0．4） 2（0．9）

15～19歳 4
7
0（0．0） 24（51．1） 20（42．6） 2（4．3） 0（0．0） 0（0．0） 0（0．0） 1（2．1）

20～24歳 2
1
1（4．8） 12（57．1） 6（28．6） 1（4．8） 1（4．8） 0（0．0） 0（0．0） 0（0．0）

25～34歳 6
5
0（0．0） 34（52．3） 24（36．9） 4（62） 1（1．5） 1（1．5） 1（1．5） 0（0．0）

35～44歳 100 0（0．0） 30（30．0） 61（61．0） 2（2．0） 4（4．0） 2（2，0） 0（0．0） 1（1．0）

45～54歳 6
1
1（1．6） 17（27．9） 38（62．3） 2（3．3） 1（1．6） 1（1．6） 0（0．0） 1（1．6）

55～69歳 111 0（0．0） 31（27．9） 70（63．1） 1（0．9） 7（6．3） 1（0．9） 1（0．9） 0（0．0）

低学歴 105 0（0．0） 33（31．4） 68（64．8） 2（1．9） 2（1．9） 0（0．0） 0（0．0） 0（0．0）

中学歴 199 1（0．5） 72（362） 112（56．3） 5（2．5） 6C3，0） 2（1．0） 0（0．0） 1（0，5）

高学歴 101 1（1．0） 43（42，6） 39（38．6） 5（5．0） 6（5．9） 3（3．0） 2（2．0） 2（2．0）

表VI・64 猫（ネコ） ［207a．］

計 無記入 ●○ ○● ○○ ●○十〇●

人数　　　％ 人数　　　％ 人数　　　％ 人数　　　％ 人数　　　％

全体 405 4（　1．0） 258（63．7） 130（32．1） 9（2．2） 4（　1．0）

男 181 2（　1．1） 108（59．7） 64（35．4） 5（2．8） 2（　1．1）

女 224 2（0．9） 150（67．0） 66（29．5） 4（　1．8） 2（0．9）

15～19歳 47 0（0．0） 43（91．5） 3（　6．4） 0（0．0） 1（2．1）

20～24歳 21 0（0．0） 17（81．0） 4（19．0） 0（0．0） 0（0．0）

25～34歳 65 0（0．0） 57（87．7） 8（12．3） 0（0．0） 0（0．0）

35～44歳 100 1（　1．0） 63（63．0） 34（34．0） 1（　1．0） 1（　1．0）

45～54歳 61 3（4．9） 25（41．0） 29（47．5） 3（4．9） 1（　1．6）

55～69歳 111 0（0．0） 53（47．7） 52（46．8） 5（4．5） 1（0．9）

低学歴 105 0（0．0） 51（48．6） 49（46．7） 4（3．8） 1（　1．0）

中学歴 199 3（　1．5） 133（66．8） 58（29．1） 3（　1．5） 2（　1．0）

高学歴 101 1（　1．0） 74（73．3） 23（22．8） 2（2．0） 1（　1．0）

表VI・65 旗（ハタ） ［210a．］

計 無記入 ○● ○○．●○ 複数回答

人数　　　％ 人数　　　％ 人数　　　％ 人数　　　％

全体 405 4（　1．0） 193（47．7） 203（50．1） 5（　1．2）

男 181 2（　1．1） 83（45．9） 93（51．4） 3（　1．7）

女 224 2（0．9） 110（49．1） 110（49．1） 2（0．9）

15～19歳 47 0（0．0） 27（57．4） 18（38．3） 2（4．3）

20～24歳 21 0（0．0） 13（61．9） 8（38．1） 0（0．0）

25～34歳 65 0（0．0） 40（61．5） 25（38．5） 0（0．0）

35～44歳 100 1（　1．0） 48（48．0） 50（50．0） 1（　1．0）

45～54歳 61 1（　1．6） 27（44．3） 33（54．1） 0（0．0）

55～69歳 111 2（　1．8） 38（342） 69（62．2） 2（　1．8）

低学歴 105 1（　1．0） 38（36．2） 63（60．0） 3（2．9）

中学歴 199 3（　1．5） 106（53．3） 89（44．7） 1（0．5）

高学歴 101 0（0．0） 49（48．5） 51（50．5） 1（　1．0）
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VI　　単純集計表

表VI－66 烏（カラス） ［228al］

計 無記入 ●OO O●O ○OO O●● ●●O ○○● 複数回答

人数　　％ 人数　　％ 人数　　％ 人数　　％ 人数　　％ 人数　　％ 人数　　％ 人数　　％

全体 405 2（0．5） 221（54．6） 156（38．5） 2（0．5） 2（0．5） 16（4．0） 2（0．5） 4（1．0）

男 181 0（0．0） 101（55．8） 74（40．9） 0（0．0） 1（0．6） 2（L1） 0（0．0） 3（1．7）

女 224 2（0．9） 120（53．6） 82（36．6） 2（0．9） 1（0．4） 14（6．3） 2（0．9） 1（0．4）

15～19歳 47 0（0．0） 42（89．4） 4（8．5） 0（0．0） 0（0．0） 1（2．1） 0（0．0） 0（0．0）

20～24歳 21 0（0．0） 16（762） 3（14．3） 0（0．0） 0（0．0） 2（9．5） 0（0．0） 0（0．0）

25～34歳 6
5
0（0．0） 49（75．4） 14（21．5） 0（0．0） 1（1．5） 0（0．0） 1（1．5） 0（0．0）

35～41歳 100 0（0．0） 57（57．0） 38（38．0） 0（0．0） 1（1．0） 1（1．0） 1（1．0） 2（2．0）

45～54歳 61 2（3．3） 23（37．7） 29（47．5） 2（3．3） 0（0．0） 4（6．6） 0（0．0） 1（1．6）

55～69歳 111 0（0．0） 34（30．6） 68（61．3） 0（0．0） 0（0．0） 8（7．2） 0（0．0） 1（0．9）

低学歴 105 0（0．0） 31（29．5） 66（62．9） 0（0．ω 0（0．0） 5（4．8） 1（1．0） 2（1．9）

中学歴 199 1（0．5） 119（59．8） 69（34．7） 1（0．5） 1（0．5） 6（3．0） 1（0．5） 1（0．5）

高学歴 101 1（1．0） 71（70．3） 21（2α8） 1（1．0） 1（1．0） 5（5．0） 0（α0） 1（1．0）

表VI－67 団扇（ウチワ） ［231a．］

計 無記入 ○●○ ○○● OOO O●● ●OO ●●○ 徽回答

人数　　％ 人数　　％ 人数　　％ 人数　　％ 人数　　％ 人数　　％ 人数　　％ 人数　　％

全体 405 3（0．7） 92（22．7） 170（42．0） 39（9．6） 92（22，7） 5（1．2） 2（0．5） 2（0．5）

男 181 2（1．1） 50（27．6） 72（39．8） 19（10．5） 35（19．3） 2（1，1） 0（0．0） 1（0．6）

女 224 1（0．4） 42（18．8） 98（43．8） 20（8．9） 57（25，4） 3（1．3） 2（α9） 1（0．4）

15～19歳 4
7
0（0．0） 10（21．3） 12（25．5） 5（10．6） 19（40．4） 0（0．0） 0（0．0） 1（2．1）

20～24歳 2
1
1（4．8） 5（23．8） 7（33．3） 1（4．8） 5（23．8） 2（9．5） 0（0．0） 0（0．0）

25～34歳 6
5
1（1．5） 24（36．9） 17（262） 4（6．2） 18（27．7） 1（1．5） 0（0．0） 0（0．0）

35～44歳 100 1（10） 27（27．0） 38（38．0） 11（11．0） 22（22．0 0（0．0） 0（0．0） 1（1．0）

45～54歳 6
1
0（0．0） 11（18．0） 30（49．2） 7（1L5） 12（19．7 1（L6） 0（0．0） 0（0．0）

55～69歳 111 0（0．0） 15（13．5） 66（59．5） 11（9．9） 16（14．4 1（0．9） 2（1．8） 0（0．0）

低学歴 105 0（0．0） 14（133） 64（61．0） 10（9．5） 16（15．2 0（0．0） 1（1．0） 0（0．0）

中学歴 199 1（0．5） 50（25．1） 77（38．7） 20（10．1） 47（23．6 2（1．0） 1（0．5） 1（0．5）

高学歴 101 2（2．0） 28（27．7） 29（28．7） 9（8．9） 29（28，7） 3（3．0） 0（0．0） 1（1．0）
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表VI・68 ［いっも」遅れでくる　1担廻，］

計 無記入 イツモ ショッチュウ トース 複数回答

人数　　　％ 人数　　　％ 人数　　　％ 人数　　　％ 人数　　　％

全体 405 3（0．7） 319（78．8） 31（　7．7） 7（　1．7） 40（9．9）
男 181 2（1．1） 134（74．0） 16（　8．8） 6（3．3） 20（11．0）

女 224 1（0．4） 185（82．6） 15（　6．7） 1（0．4） 20（8．9）

15～19歳 47 0（0．0） 44（93．6） 2（　4．3） 0（0．0） 1（2．1）

20～24歳 21 1（4．8） 18（85．7） 1（　4．8） 0（0．0） 1（4．8）

25～34歳 65 0（0．0） 50（76．9） 10（15．4） 0（0．0） 4（6．2）

35～44歳 100 0（0．0） 84（84．0） 7（　7．0） 0（0．0） 7（7．0）

45～54歳 61 1（　1．6） 48（78．7） 5（　82） 0（0．0） 6（9．8）

55～69歳 111 1（0．9） 75（67．6） 6（　5．4） 7（6．3） 21（18．9）

低学歴 105 1（1．0） 77（73．3） 7（　6．7） 3（2．9） 17（16．2）

中学歴 199 1（0．5） 164（82．4） 16（　8．0） 3（　1．5） 14（　7．0）

高学歴 101 1（　1．0） 78（77．2） 8（　7．9） 1（　1．0） 9（8．9）

表VI・69 「留守番」 ＝［242．ヨ」

計 無記入 ルスバン ルスイ ヨスリ ノレス 複数回答

人数　　　％ 人数　　　％ 人数　　　％ 人数　　％ 人数　　　％ 人数　　　％

全体 405 6（1．5） 363（89．6） 10（　2．5） 8（2．0） 10（2．5） 2（　0．5）

男 181 5（2．8） 160（88．4） 2（　1．1） 3（1．7） 5（2．8） 2（　1．1）

女 224 1（0．4） 203（90．6） 8（　3．6） 5（2．2） 5（2．2） 0（　0．0）

15～19歳 47 0（0．0） 46（97．9） 0（　0．0） 0（0．0） 1（2．1） 0（　0．0）

20～24歳 21 0（0．0） 21（100．0） 0（　0．0） 0（0．0） 0（0．0） 0（　0．0）

25～34歳 65 1（1．5） 60（92．3） 0（　0．0） 0（0．0） 2（3．1） 0（　0．0）

35～44歳 100 1（1．0） 95（95．0） 0（　0．0） 0（0．0） 2（2．0） 1（　1．0）

45～54歳 61 1（1．6） 53（86．9） 2（　3．3） 2（3．3） 2（3．3） 0（　0．0）

55～69歳 111 3（2．7） 88（79．3） 8（　7．2） 6（5．4） 3（2．7） 1（　0．9）

低学歴 105 3（2．9） 85（81．0） 4（　3．8） 7（6．7） 3（2．9） 0（　0．0）

中学歴 199 2（1．0） 185（93．0） 4（　2．0） 1（0．5） 4（2．0） 1（　0．5）

高学歴 101 1（1．0） 93（92．1） 2（　2．0） 0（0．0） 3（3．0） 1（　1．0）

表VI－70 「いらっ．じやい」 ［，243．］

計 無記入 イラッシャイ キテクダサイ オイデクダサイ ゴザへ オハイリクダサイ 複数回答 その他

人数　　％ 人数　　％ 人数　　％ 人数　　％ 人数　　％ 人数　　％ 人数　　％ 人数　　％

全体 405 2（0．5） 143（35．3） 62（15．3） 57（14．1） 5（1．2） 14（3．5） 43（10．6） 79（19．5）

男 181 2（1．1） 54（29，8） 33（18．2） 24（13．3） 1（0．6） 2（1．1） 23（12．7） 42（23．2）

女 224 0（0．0） 89（39．7） 29（12，9） 33（14．7） 4（1．8） 12（5．4） 20（8．9） 37（16。5）

15～19歳 47 0（0．0） 23（48．9） 13（27．7） 3（6．4） 0（0．0） 1（2．1） 2（4．3） 5（10．6）

20～24歳 2
1
0（0．0） 10（47．6） 6（28．6） 1（4．8） 0（0．0） 0（0．0） 0（0．0） 4（19．0）

25～34歳 6
5
0（0．0） 32（49．2） 9（13．8） 6（9．2） 0（0．0） 4（6．2） 6（9．2） 8（12．3）

35～44歳 100 0（0．0） 34（34．0） 12（12．0） 18（18．0） 1（1．0） 3（3．0） 12（12．0） 20（20．0）

45～54歳 6
1
1（1．6） 26（42．6） 8（13．1） 9（14．8） 1（1，6） 1（1．6） 5（8．2） 10（16．4）

55～69歳 111 1（0．9） 18（16．2） 14（12．6） 20（18．0） 3（2．7） 5（4．5） 18（16．2） 32（28．8）

低学歴 105 1（1．0） 26（24．8） 16（15．2） 9（8．6） 2（1．9） 4（3．8） 13（12．4） 34（32．4）

中学歴 199 0（0．0） 70（35．2） 35（17．6） 30（15．1） 1（0．5） 8（4．0） 20（10．1） 35（17．6）

高学歴 101 1（1．0） 47（46．5） 11（10．9） 18（17．8） 2（2．0） 2（2．0） 10（9．9） 10（9．9）
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VI 単純集計表

表VI－71 「もう（歩けない）」 ［244．］

計 無記入 モー アド 複数回答 その他

人数　　　％ 人数　　　％ 人数　　　％ 人数　　　％ 人数　　　％

全体 405 7（　1．7） 199（49．1） 185（45．7） 12（3．0） 2（0．5）
男 181 2（　1．1） 54（29．8） 33（18．2） 24（13．3） 1（0．6）
女 224 0（0．0） 89（39．7） 29（12．9） 33（14．7） 4（　1．8）

15～19歳 47 0（0．0） 23（48．9） 13（27．7） 3（6．4） 0（0．0）

20～24歳 21 0（0．0） 10（47．6） 6（28．6） 1（4．8） 0（0．0）

25～34歳 65 0（0．0） 32（49．2） 9（13．8） 6（92） 0（0．0）

35～44歳 100 0（0．0） 34（34．0） 12（12．0） 18（18．0） 1（　1．0）

45～54歳 61 1（　1．6） 26（42．6） 8（13．1） 9（14．8） 1（　1．6）

55～69歳 111 1（0．9） 18（16．2） 14（12．6） 20（18．0） 3（2．7）

低学歴 105 1（　1．0） 26（24．8） 16（15．2） 9（8．6） 2（　1．9）

中学歴 199 0（0．0） 70（35．2） 35（17．6） 30（15．1） 1（0．5）

高学歴 101 1（　1．0） 47（46．5） 11（10．9） 18（17．8） 2（2．0）

表VI－72 急に声を掛けられたとき ［245．］

計 無回答 オドロイタ ビックリシタ オボゲダ ハトモタ タマゲタ 複数回答 その他

人数　　％ 人数　　％ 人数　　％ 人数　　％ 人数　　％ 人数　　％ 人数　　％ 人数　　％

全体 405 6（L5） 16（4．0） 315（77．8） 20（4．9） 22（5．4） 4（LO） 17（4．2） 5（1．2）

男 181 5（2．8） 6（3．3） 133（73．5） 11（6．1） 11（6ユ） 2（1．1） 9（5．0） 4（22）

女 224 1（0．4） 10（4．5） 182（81．3） 9（4．0） 11（4．9） 2（0．9） 8（3．6） 1（0．4）

15～19歳 47 2（4．3） 1（2．1） 42（89．4） 0（0．0） 0（0．0） 0（0．0） 0（0．0） 2（4．3）

20～24歳 21 0（0．0） 1（4．8） 17（81．0） 0（0．0） 1（4．8） 0（0．0） 0（0．0） 2（9．5）

25～34歳 65 0（0．0） 3（4．6） 58（892） 0（0．0） 3（4．6） 0（0．0） 1（1．5） 0（0．0）

35～44歳 100 1（LO） 4（4．0） 85（85．0） 0（0．0） 5（5．0） 1（1．0） 4（4．0） 0（0．0）

45～54歳 6
1
2（3．3） 1（1．6） 46（75．4） 4（6．6） 4（6．6） 0（0．0） 4（6．6） 0（0．0）

55～69歳 111 1（0．9） 6（5．4） 67（60．4） 16（14．4） 9（8．1） 3（2．7） 8（72） 1（0．9）

低学歴 105 2（1．9） 5（4．8） 74（70．5） 11（10，5） 9（8．6） 1（1．0） 3（2．9） 0（0．0）

中学歴 199 3（1．5） 5（2．5） 164（82．4） 4（2．0） 10（5．0） 1（0．5） 10（5．0） 2（1．0）

高学歴 101 1（LO） 6（5．9） 77（76．2） 5（5．0） 3（3．0） 2（2．0） 4（4．0） 3（3．0）

表VI－73 人前で失敗したとき ［246．］

計 無記入 ハズカシイ ショースー 複数回答 その他

人数　　　％ 人数　　　％ 人数　　　％ 人数　　　％ 人数　　　％

全体 405 4（　1．0） 350（86．4） 22（　5．4） 21（5．2） 8（2．0）
男 181 3（　1．7） 149（82．3） 15（　8．3） 9（5．0） 5（2．8）
女 224 1（0．4） 201（89．7） 7（　3．1） 12（5．4） 3（　1．3）

15～19歳 47 1（2．1） 44（93．6） 1（　2．1） 1（2．1） 0（0．0）

20～24歳 21 1（4．8） 18（85．7） 2（　9．5） 0（0．0） 0（0．0）

25～34歳 65 0（0．0） 59（90．8） 2（　3．1） 1（　1．5） 3（4．6）

35～44歳 100 0（0．0） 87（87．0） 4（　4．0） 7（7．0） 2（2．0）

45～54歳 61 1（　1．6） 55（90．2） 2（　3．3） 2（3．3） 1（　1．6）

55～69歳 111 1（0．9） 87（78．4） 11（　9．9） 10（9．0） 2（　1．8）

低学歴 105 0（0．0） 85（81．0） 11（10，5） 7（6．7） 2（　L9）

中学歴 199 3（　1．5） 175（87．9） 9（　4．5） 8（4．0） 4（2．0）
高学歴 101 1（　1．0） 90（89ユ） 2（　2．0） 6（　5．9） 2（2．0）
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表VI－74 物を「与える1 ［247．］

計 無記入 クレル クエル ケル アゲル ヤル クレテヤル 複数回答 その他

人数　　％ 人数　　％ 人数　　％ 人数　　％ 人数　　％ 人数　　％ 人数　　％ 人数　　％ 人数　　％

全体 405 2（0．5） 32（7，9） 51（12．6） 66（16，3） 139（34．3） 20（4，9） 1（0．2） 87（21．5） 7（1．7）

男 181 2（1．1） 23（12．7） 26（14．4） 39（21．5） 36（19．9） 13（7．2） 1（0．6） 39（21．5） 2（1．1）

女 224 0（0．0） 9（4．0） 25（11，2） 27（12，1） 103（46．0） 7（3，1） 0（0．0） 48（21．4） 5（22）

15～19歳 4
7
0（0．0） 0（0．0） 7（14⑨） 11（23．4） 17（36．2） 2（4．3） 0（0．0） 9（19，1） 1（2．1）

20～24歳 2
1
1（4．8） 1（4．8） 3（14．3） 2（9．5） 9（42、9） 1（4．8） 0（0．0） 4（19．0） 0（0．0）

25～34歳 6
5
0（0．0） 2（3．1） 13（20．0） 8（12．3） 27（41．5） 2（3．1） 0（OlO） 12（18、5） 1（1．5）

35～44歳 100 0（OlO） 10（10．0） 8（8．0） 15（15．0） 33（33．0） 4（4．0） 0（0．0） 27（27．0） 3（3，0）

45～54歳 6
1
1（16） 5（8．2） 8（13．1） 9（1418） 21（34．4） 7（11．5） 0（0．0） 9（14．8） 1（1．6）

55～69歳 111 0（0．0） 14（12．6） 12（10．8） 21（1＆9） 32（28．8） 4（3．6） 1（0．9） 26（23．4） 1（0．9）

低学歴 105 0（0．0） 10（9．5） 13（12．4） 29（2716） 31（29．5） 2（1．9） 1（1．0） 18（17．1） 1（1．0）

中学歴 199 0（0．0） 15（7．5） 28（14，1） 30（15．1） 70（35．2） 9（4．5） 0（0．0） 42（21，1） 5（2．5）

高学歴 101 2（210） 7（6，9） 10（919） 7（6．9） 38（37．6） 9（8．9） 0（0．0） 27（26．7） 1（1．0）

表VI－75 冬，軒先に下がる氷の棒 ［248．］

計 無記入 ツララ シガ・スガ ケル アゲル

人数　　　％ 人数　　　％ 人数　　　％ 人数　　　％ 人数　　　％

全体 405 1（0．2） 327（80．7） 50（12．3） 22（5．4） 5（1．2）
男 181 1（0．6） 137（75．7） 30（16．6） 12（6．6） 1（0．6）

女 224 0（0．0） 190（84．8） 20（　8．9） 10（4．5） 4（　1．8）

15～19歳 47 0（0．0） 47（100．0） 0（　0．0） 0（0．0） 0（0．0）

20～24歳 21 0（0．0） 20（95．2） 0（　0．0） 0（0．0） 1（4．8）

25～34歳 65 0（0．0） 65（100．0） 0（　0．0） 0（0．0） 0（0．0）

35～44歳 100 0（0．0） 93（93．0） 2（　2．0） 5（5．0） 0（0．0）

45～54歳 61 1（　1．6） 46（75．4） 10（16．4） 4（6．6） 0（0．0）

55～69歳 111 0（0．0） 56（50．5） 38（34．2） 13（11．7） 4（3．6）

低学歴 105 0（0．0） 61（58．1） 32（30．5） 8（7．6） 4（3．8）

中学歴 199 0（0．0） 177（88．9） 11（　5．5） 10（5．0） 1（0．5）

高学歴 101 1（　1．0） 89（88．1） 7（　6．9） 4（4．0） 0（0．0）

表VI－76 「コーデ」を使うか ［249．］

計 無記入 使う ないが聞けば 知らない その他

人数　　　％ 人数　　　％ 人数　　　％ 人数　　　％ 人数　　　％

全体 405 1（02） 57（14．1） 252（622） 91（22．5） 4（　1．0）

男 181 0（0．0） 29（16．0） 111（61．3） 40（22．1） 1（0．6）

女 224 1（0．4） 28（12．5） 141（62．9） 51（22．8） 3（　1．3）

15～19歳 47 0（0．0） 4（　8．5） 17（36．2） 26（55．3） 0（0．0）

20～24歳 21 0（0．0） 1（　4．8） 7（33．3） 13（61．9） 0（0．0）

25～34歳 65 1（　1．5） 7（10．8） 41（63．1） 16（24．6） 0（0．0）

35～44歳 100 0（0．0） 15（15．0） 72（72．0） 13（13．0） 0（0．0）

45～54歳 61 0（0．0） 8（13．1） 42（68．9） 9（14．8） 2（　3．3）

55～69歳 111 0（0．0） 22（19．8） 73（65．8） 14（12．6） 2（　1．8）

低学歴 105 0（0．0） 19（18．1） 64（61．0） 19（18．1） 3（2．9）

中学歴 199 1（0．5） 24（12．1） 126（63．3） 47（23．6） 1（0．5）

高学歴 101 0（0．0） 14（13．9） 62（61．4） 25（24．8） 0（0．0）
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VI 単純集計表

表VI・77 手に皮をはめて打ちあうスポーツ　［251．］

計 無記入 ボクシング 拳闘

人数　　　％ 人数　　　％ 人数　　　％

全体 405 4（　1．0） 395（97．5） 6（　1．5）

男 181 2（　1．1） 175（96．7） 4（　2．2）

女 224 2（0．9） 220（98．2） 2（　0．9）

15～19歳 47 0（0．0） 47（100．0） 0（　0．0）

20～24歳 21 0（0．0） 21（100．0） 0（　0．0）

25～34歳 65 0（0．0） 65（100．0） 0（　0．0）

35～44歳 100 0（0．0） 100（100．0） 0（　0．0）

45～54歳 61 1（　1．6） 59（96．7） 1（　1．6）

55～69歳 111 3（2．7） 103（92．8） 5（　4．5）

低学歴 105 2（　1．9） 100（95．2） 3（　2．9）

中学歴 199 1（0．5） 196（98．5） 2（　1．0）

高学歴 101 1（　1．0） 99（98．0） 1（　1．0）

表VI－78 タクシーが客を断る　⊂252．］

計 無記入 乗車拒否 拒否 断る 複数回答 その他

人数　　　％ 人数　　　％ 人数　　　％ 人数　　％ 人数　　％ 人数　　％
全体 405 128（31．6） 246（60．7） 13（　3．2） 8（2．0） 3（0．7） 7（1．7）
男 181 35（19．3） 134（74．0） 2（　1．1） 3（1．7） 3（1．7） 4（2．2）
女 224 93（41．5） 112（50．0） 11（　4．9） 5（2．2） 0（0．0） 3（1．3）

15～19歳 47 29（61．7） 17（36．2） 0（　0．0） 0（0．0） 0（0．0） 1（2．1）

20～24歳 21 9（42．9） 11（52．4） 1（　4．8） 0（0．0） 0（0．0） 0（0．0）

25～34歳 65 18（27．7） 46（70．8） 0（　0．0） 1（1．5） 0（0．0） 0（0．0）

35～44歳 100 17（17．0） 76（76．0） 6（　6．0） 0（0．0） 1（1．0） 0（0．0）

45～54歳 61 11（18．0） 43（70．5） 2（　3．3） 2（3．3） 0（0．0） 3（4．9）

55～69歳 111 44（39．6） 53（47．7） 4（　3．6） 5（4．5） 2（1．8） 3（2．7）
低学歴 105 44（41．9） 47（44．8） 4（　3．8） 2（1．9） 1（1．0） 7（6．7）
中学歴 199 65（32．7） 121（60．8） 8（　4．0） 4（2．0） 1（0．5） 0（0．0）
高学歴 101 19（18．8） 78（77．2） 1（　1．0） 2（2．0） 1（1．0） 0（0．0）

表VI－79 女性のはく丈の短いもの　［253．］

計 無記入 ミニ（スカート） 複数回答 その他

人数　　　％ 人数　　　％ 人数　　　％ 人数　　　％

全体 405 4（95．8） 388（95．8） 4（　1．0） 9（2．2）
男 181 3（95．6） 173（95．6） 3（　1．7） 2（　1．1）

女 224 1（96．0） 215（96．0） 1（　0．4） 7（　3．1）

15～19歳 47 1（93．6） 44（93．6） 0（　0．0） 2（4．3）

20～24歳 21 0（100．0） 21（100．0） 0（　0．0） 0（0．0）
25～34歳 65 0（100．0） 65（100．0） 0（　0．0） 0（　0．0）

35～44歳 100 0（97．0） 97（97．0） 2（　2．0） 1（　1．0）

45～54歳 61 1（96．7） 59（96．7） 1（　1．6） 0（0．0）

55～69歳 111 2（91．9） 102（91．9） 1（　0．9） 6（　5．4）

低学歴 105 2（92．4） 97（92．4） 1（　1．0） 5（4．8）
中学歴 199 1（96．0） 191（96．0） 3（　1．5） 4（2．0）
高学歴 101 1（99．0） 100（99．0） 0（　0．0） 0（0．0）
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表VI－80 「起きろ」 E261．］

計 無記入 オキロ オキレ オキナサイ オキテ オキナ 複数回答 その他

人数　　％ 人数　　％ 人数　　％ 人数　　％ 人数　　％ 人数　　％ 人数　　％ 人数　　％

全体 405 2（0．5） 63（15．6） 281（69．4） 28（6．9） 4（1．0） 2（0．5） 18（4．4） 7（1．7）

男 181 2（1．1） 49（27．1） 121（66．9） 0（0．0） 1（0．6） 0（0．0） 6（3．3） 2（1．1）

女 224 0（0．0） 14（6．3） 160（71．4） 28（12．5） 3（1．3） 2（0．9） 12（5．4） 5（2．2）

15～19歳 47 1（2．1） 8（17，0） 35（74．5） 1（2．1） 0（0．0） 1（2．1） 1（2，1） 0（0．0）

20～24歳 21 0（0．0） 5（23．8） 15（71．4） 0（0．0） 0（0．0） 0（0．0） 0（0．0） 1（4，8）

25～34歳 65 0（0．0） 10（15．4） 43（66．2） 6（9．2） 1（1．5） 0（0．0） 3（4．6） 2（3，1）

35～44歳 100 0（0．0） 14（14．0） 72（72．0） 6（6．0） 0（0．0） 0（0．0） 5（5．0） 3（3．0）

45～54歳 61 1（1．6） 7（11．5） 40（65．6） 7（11．5） 0（0．0） 0（0．0） 6（9．8） 0（0．0）

55～69歳 111 0（0．0） 19（17．1） 76（68．5） 8（72） 3（2．7） 1（0．9） 3（2．7） 1（0．9）

低学歴 105 0（0．0） 16（15．2） 79（752） 2（1．9） 1（1．0） 1（1．0） 3（2．9） 3（2．9）

中学歴 199 1（0．5） 29（14．6） 140（70．4） 12（6．0） 3（1．5） 1（0．5） 11（5．5） 2（1．0）

高学歴 101 1（1．0） 18（17．8） 62（61．4） 14（13．9） 0（0：0） 0（0．0） 4（4．0） 2（2．0）

表VI－81 「わたしたち」 ［262．］

計 無記入 ～
タチ

～
ドモ

～
ガタ

～ダ 　一
～フ 複数回答 その他

人数　　％ 人数　　％ 人数　　％ 人数　　％ 人数　　％ 人数　　％ 人数　　％ 人数　　％

全体 405 7（1，7） 142（35，1） 3（0．7） 181（44．7） 14（3．5） 8（2．0） 38（9，4） 12（3．0）

男 181 4（2．2） 69（38．1） 2（1．1） 74（40．9） 10（5．5） 5（2．8） 13（72） 4（2．2）

女 224 3（1．3） 73（32．6） 1（0．4） 107（47．8） 4（1．8） 3（1．3） 25（11．2） 8（3．6）

15～19歳 47 2（4．3） 25（53，2） 0（0．0） 11（23．4） 2（4．3） 0（0．0） 5（10．6） 2（4．3）

20～24歳 21 0（0．0） 7（33．3） 0（0．0） 6（28．6） 1（4．8） 2（9．5） 4（19．0） 1（4．8）

25～34歳 65 0（0．0） 20（30．8） 0（0．0） 34（52．3） 4（6．2） 2（3．1） 4（6．2） 1（1．5）

35～44歳 100 2（2．0） 32（32．0） 1（1．0） 48（48．0） 3（3．0） 2（2．0） 7（7．0） 5（5，0）

45～54歳 6
1
1（1．6） 21（34．4） 0（0．0） 28（45．9） 2（3．3） 2（3．3） 7（11．5） 0（0．0）

55～69歳 111 2（1．8） 37（33．3） 2（1．8） 54（48．6） 2（1．8） 0（0．0） 11（9．9） 3（2．7）

低学歴 105 3（2．9） 36（34．3） 1（1．0） 51（48．6） 3（2．9） 0（0．0） 9（8．6） 2（1．9）

中学歴 199 3（1．5） 68（34．2） 2（1．0） 88（44．2） 10（5．0） 2（1．0） 19（9，5） 7（3．5）

高学歴 101 1（1．0） 38（37．6） 0（0．0） 42（41．6） 1（1．0） 6（5．9） 10（9．9） 3（3．0）

表VI－82 「見に行かないか」、」 ［263．］

計 無記入 ミニ ミサ ミ（イがネガ） 回答（全員1ヰ

人数　　　％ 人数　　　％ 人数　　　％ 人数　　　％ 人数　　　％

全体 405 2（0．5） 165（40．7） 207（51．1） 3（0．7） 28（6．9）
男 181 2（　1．1） 69（38．1） 90（49．7） 2（　1．1） 18（9．9）
女 224 0（0．0） 96（42．9） 117（52．2） 1（0．4） 10（4．5）

15～19歳 47 1（2．1） 17（36．2） 25（53．2） 0（0．0） 4（8．5）

20～24歳 21 0（0．0） 7（33．3） 13（61．9） 0（0．0） 1（4．8）

25～34歳 65 0（0．0） 22（33．8） 40（61．5） 1（　1．5） 2（　3．1）

35～44歳 100 0（0．0） 47（47．0） 46（46．0） 2（2．0） 5（5．0）

45～54歳 61 1（　1．6） 26（42．6） 30（49．2） 0（0．0） 4（6．6）

55～69歳 111 0（0．0） 46（41．4） 53（47．7） 0（0．0） 12（10．8）

低学歴 105 0（0．0） 40（38．1） 56（53．3） 0（0．0） 9（8．6）

中学歴 199 1（0．5） 79（39．7） 103（51．8） 1（0．5） 15（　7．5）

高学歴 101 1（　1．0） 46（45．5） 48（47．5） 2（2．0） 4（4．0）
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VI 単純集計表

表VI－83 「行一くか．ち’i｝．　　［264．］

計 無記入 ～カラ ～サケ ～スケ ～ハケ 複数回答

人数　　％ 人数　　　％ 人数　　　％ 人数　　％ 人数　　％ 人数　　％
全体 405 6（1．5） 161（39．8） 149（36．8） 7（1．7） 47（11．6） 35（8．6）
男 181 5（2．8） 74（40．9） 60（33．1） 5（2．8） 20（11．0） 17（9．4）
女 224 1（0。4） 87（38．8） 89（39．7） 2（0．9） 27（12．1） 18（8．0）
15～19歳 47 1（2．1） 35（74．5） 6（12．8） 1（2．1） 1（2．1） 3（6．4）

20～24歳 21 0（0．0） 10（47．6） 4（19．0） 1（4．8） 2（9．5） 4（19．0）

25～34歳 65 0（0．0） 29（44．6） 26（40．0） 1（1．5） 6（9．2） 3（4．6）

35～44歳 100 0（0．0） 38（38．0） 42（42．0） 3（3．0） 11（11．0） 6（6．0）

45～54歳 61 1（1．6） 19（31．1） 25（41．0） 0（0．0） 11（18．0） 5（8．2＞

55～69歳 111 4（3．6） 30（27．0） 46（41．4） 1（0．9） 16（14．4） 14（12．6）

低学歴 105 4（3．8） 34（32．4） 39（37．1） 2（1．9） 16（15．2） 10（9．5）
中学歴 199 1（0．5） 83（41．7） 74（37．2） 5（2．5） 19（9．5） 17（8．5）
高学歴 101 1（1．0） 44（43．6＞ 36（35．6） 0（0．0） 12（1L9） 8（7．9）

表VI－84 「行くけれども」 ［265．］

計 無記入 ～ケレドモ ～ドモ 複数回答 その他

人数　　　％ 人数　　　％ 人数　　　％ 人数　　　％ 人数　　　％

全体 405 8（2．0） 158（39．0） 202（49．9） 22（5．4） 15（　3．7）
男 181 8（4．4） 65（35．9） 88（48．6） 11（6．1） 9（　5．0）

女 224 0（0．0） 93（41．5） 114（50．9） 11（4．9） 6（2．7）
15～19歳 47 1（2．1） 31（66．0） 9（19．1） 4（8．5） 2（4．3）
20～24歳 21 1（4．8） 6（28．6） 13（61．9） 0（0．0） 1（4．8）
25～34歳 65 0（0．0） 22（33．8） 40（61．5） 3（4．6） 0（0．0）
35～44歳 100 2（2．0） 36（36．0） 54（54．0） 4（4．0） 4（4．0）
45～54歳 61 2（　3．3） 22（36．1） 32（52．5） 2（3．3） 3（4．9）
55～69歳 111 2（　1．8） 41（36．9） 54（48．6） 9（8．1）

　　　　　　　’

5（4．5）
低学歴 105 5（4．8） 34（32．4） 52（49．5） 8（7．6） 6（　5．7）

中学歴 199 2（　1．0） 81（40．7） 100（50．3） 9（4．5） 7（3．5）
高学歴 101 1（　1．0） 43（42．6） 50（49．5） 5（5．0） 2（2．0）

表VI－85 「強かったなあ」 ［266．］

計 無記入 ツヨカツタ ツイえケ・ツえケ ツヨイッケ 複数回答 その他

人数　　％ 人数　　　％ 人数　　　％ 人数　　％ 人数　　％ 人数　　％
全体 405 4（1．0） 122（30．1） 99（24．4） 132（32．6） 26（6．4） 22（5．4）
男 181 4（22） 49（27．1） 62（34．3） 39（21．5） 11（6．1） 16（8．8）
女 224 0（0．0） 73（32．6） 37（16．5） 93（41．5） 15（6．7） 6（2．7）

15～19歳 47 1（2．1） 14（29．8） 13（27．7） 12（25．5） 4（8．5） 3（6．4）

20～24歳 21 0（0．0） 10（47．6） 4（19．0） 6（28．6） 0（0．0） 1（4．8）

25～34歳 65 0（0．0） 21（32．3） 15（23．1） 23（35．4） 2（3．1） 4（62）
35～44歳 100 0（0．0） 22（22．0） 26（26．0） 41（41．0） 5（5．0） 6（6．0）

45～54歳 61 2（3．3） 17（27．9） 16（26．2） 19（31．1） 3（4．9） 4（6．6）

55～69歳 111 1（0．9） 38（34．2） 25（22．5） 31（27．9） 12（10．8） 4（3．6）

低学歴 105 2（1．9） 28（26．7） 30（28．6） 29（27．6） 11（10．5） 5（4．8）
中学歴 199 1（0．5） 55（27．6） 48（24．1） 76（38．2） 7（3．5） 12（6．0）
高学歴 101 1（1．0） 39（38．6） 21（20．8） 27（26．7） 8（7．9） 5（5．0）
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表VI・86 ，T勉強しないで」 ［267．．1

計 無記入 シナイデ・シね
～シナクテ ～

サねデ
～
サねクテ

～
サナクテ 複数回答 その他

人数　　％ 人数　　％ 人数　　％ 人数　　％ 人数　　％ 人数　　％ 人数　　％ 人数　　％

全体 405 7（1．7） 179（44．2） 122（30．1） 28（6．9） 19（4．7） 10（2．5） 20（4．9） 20（4．9）

男 181 5（2．8） 84（46．4） 35（19．3） 19（10．5） 9（5．0） 6（3．3） 10（5．5） 13（7．2）

女 224 2（0．9） 95（42．4） 87（38．8） 9（4．0） 10（4．5） 4（1．8） 10（4．5） 7（3．1）

15～19歳 47 2（4，3） 31（66．0） 8（17．0） 3（6．4） 0（0．0） 0（0．0） 1（2．1） 2（4．3）

20～24歳 21 1（4，8） 12（57．1） 4（19．0） 1（4．8） 0（0．0） 0（0．0） 2（9．5） 1（4．8）

25～34歳 6
5
0（0．0） 38（58．5） 19（29．2） 5（7．7） 0（0．0） 0（0．0） 2（3．1） 1（1．5）

35～44歳 100 1（1．0） 43（43．0） 32（32．0） 6（6．0） 3（3．0） 0（0．0） 6（6．0） 9（9．0）

45～54歳 61 1（1．6） 22（36．1） 21（34．4） 5（8．2） 4（6．6） 2（3．3） 3（4．9） 3（4．9）

55～69歳 111 2（1．8） 33（29．7） 38（34．2） 8（72） 12（10．8） 8（7．2） 6（5．4） 4（3．6）

低学歴 105 3（2．9） 37（352） 28（26。7） 9（8．6） 9（8．6） 6（5．7） 7（6．7） 6（5．7）

中学歴 199 3（1．5） 94（47．2） 63（31．7） 13（6．5） 6（3．0） 4（2．0） 8（4．0） 8（4．0）

高学歴 101 1（1．0） 48（47．5） 31（30．7） 6（5．9） 4（4．0） 0（0．0） 5（5．0） 6（5．9）

表VI－87 「静かなら」 ［268．］一

計 無記入 ～
ナラ（バ）

～
ダバ

～
ダラ（バ）

～外 ～
ダッタラ 複数回答 その他

人数　　％ 人数　　％ 人数　　％ 人数　　％ 人数　　％ 人数　　％ 人数　　％ 人数　　％

全体 405 5（1．2） 67（16．5） 285（70，4） 5（1．2） 11（2．7） 12（3．0） 10（2．5） 10（2．5）

男 181 4（2．2） 35（19．3） 116（64．1） 1（0．6） 4（2．2） 6（3．3） 7（3，9） 8（4．4）

女 224 1（0．4） 32（14．3） 169（75．4） 4（1．8） 7（3．1） 6（2．7） 3（1．3） 2（0，9）

15～19歳 47 1（2．1） 11（23．4） 29（61．7） 1（2．1） 1（2．1） 2（4．3） 2（4．3） 0（0．0）

20～24歳 21 1（4．8） 4（19．0） 13（61．9） 0（0．0） 0（0．0） 3（14．3） 0（0．0） 0（0．0）

25～34歳 6
5
0（0．0） 11（16．9） 49（75．4） 0（0．0） 2（3．1） 1（1．5） 2（3．1） 0（0．0）

35だ44歳 100 0（0．0） 16（16．0） 69（69．0） 0（0．0） 6（6．0） 3（3．0） 4（4．0） 2（2．0）

45～54歳 6
1
2（3．3） 8（13．1） 45（73．8） 1（1．6） 0（0．0） 2（33） 1（1．6） 2（33）

55～69歳 111 1（0．9） 17（15．3） 80（72．1） 3（2．7） 2（1．8） 1（0．9） 1（0．9） 6（5．4）

低学歴 105 2（1．9） 17（16．2） 76（72．4） 3（2．9う 3（2．9） 0（0．0） 1（1．0） 3（2．9）

中学歴 199 2（1．0） 29（ 14．6）・147（73．9） 1（0．5） 4（2．0） 7（3．5） 4（2，0） 5（2．5）

高学歴 101 1（1．0） 21（20．8） 62（61．4） 1（1．0） 4（4．0） 5（5．0） 5（5．0） 2（2．0）

表VI・88 「あなたを、ほめていた↓　　［269．コ

計 無記入 アナタオ・アンタオ オめ一オ オメド1 オめコト オメバ アナタ・アンタ オめ一 アンタに 徽酪 そ碗

人数　％ 人数　％ 人数　％ 人数　％ 人数　％ 人数　％ 人数　％ 人数　％ 人数　％ 人数　％ 人数　％

全体 405 7（1．7） 53（13，1 32（7．9） 145（35．8） 1（0．2） 2（0．5 16（4．0） 8（210） 64（15．8） 24（5．9） 53（13．1）

男 181 4（2．2） 7（3．9 27（1419） 86（4715） 1（0．6） 2（1．1 2（1ユ） 6（33 2（1，1） ll（6，1） 33（18、2）

女 224 3（1．3） 46（20．5 5（2．2） 59（263） 0（0．0） 0（0．0 14（6．3） 2（0．9 62（27．7） 13（5．8） 20（89）

15～19歳 4
f
1（2，1） 3（6，4 6（12．8） 23（48，9） 0（0．0） 1（2．1 0（0．0） 0（0．0 5（10．6） 3（6．4） 5（10．6）

20～24歳 2
1
1（4．8） 1（4．8 2（9．5） 6（28．6） 0（0、0） 1（4．8 0（0．0） 1（4．8 2（9．5） 2（9．5） 5（2318）

25～34歳 6
5
1（1．5 5（7．7 1（1．5） 23（35．4） 0（0．0） 0（0．0 5（7．7） 1（1．5 15（23．玉） 5（7．7） 9（13．8）

35～44歳 100 2（2．0 15（15．0 ll（ll．0） 31（31．0） 0（0．0） 0（0．0 4（410） 4（410 ll（11．0） 7（7．0） 15（15．0）

45～54歳 6
1
1（1．6 7（IL5 4（6．6） 19（31．1） 0（0．0） 0（OlO 3（4，9） 1（1，6） 15（24、6） 2（3．3） 9｛14．8）

55～69歳 111 1（09 22（19．8 8（7．2） 43（38．7） 1（0．9） 0（0．0 4（3．6） 1（0．9） 16（14．4） 5（4．5） 10（9．0）

低学歴 105 3（2．9 14（13．3 6（5．7） 45（42．9） 1（1．0） 0（0．0 5（4．8） 2（1．9 8（76） 6（5．7） 15（14．3）

中学歴 199 3（1．5 30（15．1 18（9．0） 71（35．7） 0（0．0） 2（1．0 7（3．5） 1（0．5 36（18ユ） 10（5．0） 21（10．6）

高学歴 101 1（1．0 9（8．9 8（7．9） 29（28．7） 0（0、0） 0（0．0 4（4．0） 5（5．0 20（19．8） 8（7．9） 17（16．8）
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VI 単純集計表

表班99　二あな7ζは次6う2つの意見の5iち1’どちらに賛成ですか。1［409；］

　　1．鶴岡には長い間につくりあげてきた生活の仕方がある。これからもそれに従っていけばよい。

　2．もっと新しい生活の仕方を積極的に取り入れて，生活をどんどん合理的にしていく必要がある。

計 伝統 改変 どちらでもない

人数 人数　　　％ 人数　　　％ 人数　　　％

全体 405 128（31．6） 256（63．2） 21（　5．2）
男 181 61（33．7） 112（61．9） 8（　4．4）

女 224 67（29．9） 144（64．3） 13（　5．8）

15～19歳 47 18（38．3） 27（57．4） 2（　4．3）

20～24歳 21 7（33．3） 14（66．7） 0（　0．0）

25～34歳 65 19（29．2） 41（63．1） 5（　7．7）

35～44歳 100 29（29．0＞ 65（65．0） 6（　6．0）

45～54歳 61 19（31．1） 39（63．9） 3（　4．9）

55～69歳 111 36（32．4） 70（63．1） 5（　4．5）

低学歴 105 36（34．3） 65（61．9） 4（　3．8）

中学歴 199 62（312） 126（63．3） 11（　5．5＞
高学歴 101 30（29．7） 65（64．4） 6（　5．9）

表Y］［rgO　鶴岡弁について，：あなたはどちらの意見に賛成ですか。［413．］

　　1．世の中が開けてきたのだからもう鶴岡弁をしゃべっている時代ではない。

　　　鶴岡弁はできるだけ無くしてしまったほうがよい。

　　2．鶴岡弁は私たちの鶴岡の大事な文化遺産だから，できるだけ保存しておいたほうがよい。

計 改変 保存 どちらでもない

人数 人数　　　％ 人数　　　　％ 人数　　　％

全体 405 28（　6．9） 364（89．9） 13（　3．2）
男 181 12（　6．6） 160（88．4） 9（　5．0）

女 224 16（　7．1） 204（91．1） 4（　1．8）

15～19歳 47 2（　4．3） 41（87．2） 4（　8．5）

20～24歳 21 2（　9．5） 19（90．5） 0（　0．0）

25～34歳 65 1（　1．5） 63（96．9） 1（　1．5）

35～44歳 100 3（　3．0） 95（95．0） 2（　2．0）

45～54歳 61 3（　4．9） 57（93．4） 1（　1．6）

55～69歳 111 17（15．3） 89（80．2） 5（　4．5）

低学歴 105 14（13．3） 88（83．8） 3（　2．9）

中学歴 199 9（　4．5） 184（92．5） 6（　3．0）

高学歴 101 5（　5．0） 92（91．1） 4（　4．0）
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表VI－91 鶴岡弁のイメージ、（軽快一重苦しい）　　［411．］

計 軽快 重苦しい どちらとも その他

人数 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％

全体 405 83（ 20．5） 83（ 2’0．5） 238（ 58．8） 1（ 02）
男 181 40（ 22．1） 34（ 18．8） 106（ 58．6） 1（ 0．6）

女 224 43（ 19．2） 49（ 21．9） 132（ 58．9） 0（ 0．0）

15～19歳 47 14（ 29．8） 2（ 4．3） 31（ 66．0） 0（ 0．0）

20～24歳 21 5（ 23．8） 2（ 9．5） 14（ 66．7） 0（ 0．0）

25～34歳 65 18（ 27．7） 7（ 10．8） 40（ 61．5） 0（ 0．0）

35～44歳 100 20（ 20．0） 26（ 26．0） 54（ 54．0） 0（ 0．0）

45～54歳 61 7（ 11．5） 19（ 31．1） 34（ 55．7） 1（ 1．6）

55～69歳 111 19（ 17．1） 27（ 24．3） 65（ 58．6） 0（ 0．0）

低学歴 105 21（ 20．0） 24（ 22．9） 59（ 562） 1（ LO）

中学歴 199 46（ 23．1） 35（ 17．6） 118（ 59．3） 0（ 0．0）

高学歴 101 16（ 15．8） 24（ 23．8） 61（ 60．4） 0（ 0．0）

表VI－92　鶴岡弁のイメージ（深みがある・一薄っぺらだ） 巨i1コ

計 無回答 深みがある 薄っぺらだ どちらとも

人数 人数　　　％ 人数　　　％ 人数　　　％ 人数　　　％

全体 405 2（0．5） 253（62．5） 20（4．9） 130（32．1）
男 181 0（　0．0） 113（62．4） 11（6．1） 57（31．5）

女 224 2（0．9） 140（62．5） 9（4．0） 73（32．6）

15～19歳 47 0（　0．0） 24（51．1） 3（6．4） 20（42．6）

20～24歳 21 0（　0．0） 11（52．4） 1（4．8） 9（42．9）

25～34歳 65 1（　1．5） 39（60．0） 2（3．1） 23（35．4）

35～44歳 100 0（0．0） 73（73．0） 5（5．0） 22（22．0）

45～54歳 61 0（0．0） 39（63．9） 2（3．3） 20（32．8）

55～69歳 111 1（0．9） 67（60．4） 7（6．3） 36（32．4）

低学歴 105 1（　1．0） 53（50．5） 11（10．5） 40（38．1）

中学歴 199 1（　0．5） 128（64。3） 6（　3．0） 64（32．2）

高学歴 101 0（　0．0） 72（71．3） 3（3．0） 26（25．7）

表VI－93　鶴岡弁のイメージ（好き一嫌い）　・［411．］

計 無回答 好き 嫌い どちらとも

人数 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％

全体 405 1（ 0．2） 254（ 62．7） 13（ 3．2） 137（ 33．8）

男 181 1（ 0．6） 113（ 62．4） 9（ 5．0） 58（ 32．0）

女 224 0（ 0．0） 141（ 62．9） 4（ 1．8） 79（ 35．3）

15～19歳 47 0（ 0．0） 26（ 55．3） 1（ 2．1） 20（ 42．6）

20～24歳 21 0（ 0．0） 12（ 57．1） 0（ 0．0） 9（ 42．9）

25～34歳 65 0（ 0．0） 45（ 69．2） 2（ 3．1） 18（ 27．7）

35～44歳 100 1（ 1．0） 64（ 64．0） 6（ 6．0） 29（ 29．0）

45～54歳 61 0（ 0．0） 40（ 65．6） 1（ 1．6） 20（ 32．8）

55～69歳 111 0（ 0．0） 67（ 60．4） 3（ 2．7） 41（ 36．9）

低学歴 105 0（ 0．0） 56（ 53．3） 2（ 1．9） 47（ 44．8）

中学歴 199 1（ 0．5） 133（ 66．8） 6（ 3．0） 59（ 29．6）

高学歴 101 0（ 0．0） 65（ 64．4） 5（ 5．0） 31（ 30．7）

206



VI　　単純集計表

表VI－94　東京弁のイメージ（軽快一重苦しい） ［411．］

計 無回答 軽快 重苦しい どちらとも その他

人数 人数　　　％ 人数　　　％ 人数　　　％ 人数　　　％ 人数　　　％

全体 405 2（0．5） 284（70．1） 36（8．9） 82（202） 1（02）
男 181 1（0．6） 118（652） 21（11．6） 40（22．1） 1（0．6）
女 224 1（0．4） 166（74．1） 15（6．7） 42（18．8） 0（0．0）

15～19歳 47 0（0．0） 17（36．2） 10（21．3） 20（42．6） 0（0．0）
20～24歳 21 0（0．0） 12（57．1） 1（4．8） 8（38．1） 0（0．0）

25～34歳 65 0（0．0） 42（64．6） 6（92） 17（26．2） 0（0．0）
35～44歳 100 1（　1．0） 77（77．0） 8（8．0） 14（14．0） 0（0．0）

45～54歳 61 0（0．0） 52（852） 4（6．6） 5（8．2） 0（0．0）

55～69歳 111 1（0．9） 84（75．7） 7（6．3） 18（16．2） 1（0．9）
低学歴 105 1（　1．0） 68（64．8） 14（13．3） 22（21．0） 0（0．0）
中学歴 199 1（0．5） 142（7L4） 16（8．0） 39（19．6＞ 1（0．5）
高学歴 101 0（0．0） 74（73．3） 6（5．9） 21（20．8） 0（0．0）

表VI－95　東京弁のイメージ（深みがある一薄っぺらだ） ［411．］

計 無回答 深みがある 薄っぺらだ どちらとも

人数 人数　　　％ 人数　　　％ 人数　　　％ 人数　　　％

全体 405 3（0．7） 34（8．4） 161（39．8） 207（51．1）
男 181 2（　1．1） 16（8．8） 85（47．0） 78（43．1）

女 224 1（0．4） 18（8．0） 76（33．9） 129（57．6）

15～19歳 47 0（0．0） 2（4．3） 21（44．7） 24（51．1）

20～24歳 21 0（0．0） 0（0．0） 15（71．4） 6（28．6）

25～34歳 65 0（0．0） 2（3．1） 31（47．7） 32（49．2）

35～44歳 100 1（　1．0） 9（9．0） 35（35．0） 55（55．0）

45～54歳 61 0（0．0） 2（3．3） 25（41．0） 34（55．7）

55～69歳 111 2（　1．8） 19（17．1） 34（30．6） 56（50．5）

低学歴 105 1（　1．0） 20（19．0） 36（34．3） 48（45．7）

中学歴 199 1（0．5） 11（5．5） 87（43．7） 100（50．3）
高学歴 101 1（　1．0） 3（3．0） 38（37．6） 59（58．4）

表VI－96　東京弁のイメージ（好き一嫌い） ［411．］

計 無回答 好き 嫌い どちらとも

人数 人数　　　％ 人数　　　％ 人数　　　％ 人数　　　％

全体 405 1（0．2） 254（62．7） 13（3．2） 137（33．8）
男 181 1（0．6） 113（62．4） 9（5．0） 58（32．0）
女 224 0（0．0） 141（62．9） 4（　1．8） 79（35．3）

15～19歳 47 0（0．0） 26（55．3） 1（2．1） 20（42．6）

20～24歳 21 0（0．0） 12（57．1） 0（0．0） 9（42．9）

25～34歳 65 0（0．0） 45（69．2） 2（3．1） 18（27．7）

35～44歳 100 1（　1．0） 64（64．0） 6（6．0） 29（29．0）

45～54歳 61 0（0．0） 40（65．6） 1（　1．6） 20（32．8）

55～69歳 111 0（0．0） 67（60．4） 3（2．7） 41（36．9）

低学歴 105 0（0．0） 56（53．3） 2（　1．9） 47（44．8）

中学歴 199 1（0．5） 133（66．8） 6（3．0） 59（29．6）

高学歴 101 0（0．0） 65（64．4） 5（5．0） 31（30．7）
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表VI・97 お宅で家族の方た拍と添るPろ嚢お話じをなざる時一［410．コ、

計 無回答 標準語 方言 混ざる その他

人数 人数　　　％ 人数　　　　％ 人数　　　％ 人数　　　％ 人数　　　％

全体 405 4（1．0） 18（　4．4） 220（54．3） 153（37．8） 10（2．5）
男 181 0（0．0） 8（　4．4） 95（52．5） 74（40．9） 4（22）
女 224 4（　1．8） 10（　4．5） 125（55．8） 79（35．3） 6（2．7）

15～19歳 47 0（0．0） 2（　4．3） 23（48．9） 21（44．7） 1（2．1）

20～24歳 21 0（0．0） 1（　4．8） 15（71．4） 4（19．0） 1（4．8）

25～34歳 65 0（0。0） 5（　7．7） 38（58．5） 20（30．8） 2（3．1）

35～44歳 100 0（0．0） 3（　3．0） 49（49．0） 47（47．0） 1（　1．0）

45～54歳 61 1（　1．6） 3（　4．9） 32（52．5） 23（37．7） 2（3．3）

55～69歳 111 3（2．7） 4（　3．6） 63（56．8） 38（34．2） 3（2．7）

低学歴 105 2（　1．9） 0（　0．0） 64（61．0） 37（35．2） 2（1．9）

中学歴 199 1（0．5） 7（　3．5） 116（58．3） 70（35．2） 5（2．5）

高学歴 101 1（1．0） 11（10．9） 40（39．6） 46（45．5） 3（3．0）

表VI・98 近所の顔見知りの方とお話じをなさ．る時　［410．］

計 無回答 標準語 方言 混ざる その他

人数 人数　　　％ 人数　　　％ 人数　　　％ 人数　　　％ 人数　　　％

全体 405 8（2．0） 43（　10．6） 225（55．6） 119（29．4．） 10（2．5）
男 181 2（　1．1） 28（15．5） 96（53．0） 49（27．1） 6（3．3）

女 224 6（2．7） 15（　6．7） 129（57．6） 70（31．3） 4（1．8）

15～19歳 47 3（6．4） 12（25．5） 19（40．4） 12（25．5） 1（2．1）

20～24歳 21 2（9．5） 2（　9．5） 12（57．1） 4（19．0） 1（4．8）

25～34歳 65 2（3．1） 11（　16．9） 31（47．7） 20（30．8） 1（　1．5）

35～44歳 100 1（1．0） 8（　8．0） 53（53．0） 34（34．0） 4（4．0）

45～54歳 61 0（0．0） 4（　6．6） 39（63．9） 18（29．5） 0（0．0）

55～69歳 111 0（0．0） 6（　5．4） 71（64．0） 31（27．9） 3（2．7）

低学歴 105 0（0．0） 3（　2．9） 66（62．9） 33（31．4） 3（2．9）

中学歴 199 7（3．5） 21（　10．6） 113（56．8） 55（27．6） 3（　1．5）

高学歴 101 1（1．0） 19（18．8） 46（45．5） 31（30．7） 4（4．0）

表VI・99　鶴岡の人で顔見知りでない方とお話しをな1さる時　［410．］

計 無回答 標準語 方言 混ざる その他

人数 人数　　　％ 人数　　　　％ 人数　　　％ 人数　　　％ 人数　　　％

全体 405 3（0．7） 168（41．5） 89（22．0） 125（30．9） 20（4．9）
男 181 1（0．6） 74（40．9） 43（23．8） 52（28．7） 11（6ユ）
女 224 2（0．9） 94（42．0） 46（20．5） 73（32．6） 9（4．0）

15～19歳 47 0（0．0） 29（61．7） 2（　4．3） 14（29．8） 2（4．3）

20～24歳 21 1（4．8） 8（38．1） 3（14．3） 7（33．3） 2（9．5）

25～34歳 65 0（0．0） 35（53．8） 8（12．3） 19（292） 3（4．6）

35～44歳 100 1（1．0） 42（42．0） 27（27．0） 26（26．0） 4（4．0）

45～54歳 61 0（0．0） 19（31．1） 18（29．5） 19（31．1） 5（8．2）

55～69歳 111 1（0．9） 35（31．5） 31（27．9） 40（36．0） 4（3．6）

低学歴 105 1（　1．0） 27（25．7） 35（33．3） 36（34．3） 6（5．7）

中学歴 199 2（　1．0） 86（432） 38（19．1） 65（32．7） 8（4．0）

高学歴 101 0（0．0） 55（54．5） 16（15．8） 24（23．8） 6（5．9）
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VI 単純集計表

表VI－100 旅の人などにお話しをなさる時　［410．］．

計 標準語 方言 混ざる その他

人数 人数　　　％ 人数　　　％ 人数　　　％ 人数　　　％

全体 405 286（70．6） 24（　5．9） 87（21．5） 8（2．0）
男 181 124（68．5） 15（　8．3） 36（19．9） 6（3．3）
女 224 162（72．3） 9（　4．0） 51（22．8） 2（0．9）

15～19歳 47 37（78．7） 1（　2．1） 8（17．0） 1（2．1）

20～24歳 21 15（71．4） 2（　9．5） 3（14．3） 1（4．8＞

25～34歳 65 56（86．2） 0（　0．0） 8（12．3） 1（　1．5）

35～44歳 100 74（74．0） 4（　4．0） 21（21．0） 1（1．0）

45～54歳 61 38（62．3） 5（　8．2） 16（262） 2（3．3）

55～69歳 111 66（59．5） 12（　10．8） 31（27．9） 2（　1．8）

低学歴 105 56（53．3） 15（　14．3） 32（30．5） 2（　1．9）

中学歴 199 145（72．9） 9（　4．5） 41（20．6） 4（2．0）
高学歴 101 85（84．2） 0（　0．0） 14（13．9） 2（2．0）
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皿 資 料

面接調査票（B5版，13ページ）

調査員記録簿

提示リスト（A5版，35枚）

言語生活調査票（A4版，4ページ）

調査へのお願い
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鶴調C91鶴岡）

001．

002．

003．

004．

005．

氏　名

現住所

生年月日

調査月日

開始時刻

■　電

面　接　調　査　票
調査員

男・女 No．

鶴岡市 ff（　）

竃□年□月□日

　11月

　午　前

　午　後

池　チ　ェ

日

　時　　　　分

ツ　ク　　　　　■

　　明治

→　大正

　　昭和

年　　月

録　音　確　認

日

101． 年生まれですね。 ［この間の後で，月日を確認すること！］

1．1うなずき　　　　L2身振り

2．1．ハ　イ　　　　　　　　2．2　バー

3．1ソ　ー　　　　　　　3．2　ン

4．1ソーダ　　　　　　　4．2　ンダ

5．1ソーデゴザイマス　　5．2　ソーデガンス

6．1ソーデス　　　　　6．2　ンデス

7つぎたし［　　　　　］

9　その他　［　　　　　　］

a．ノー　　b．チャ　　c．ノッシャ　　d．［

2．3エー

3．3アー

5．3ンデガンス

　　　　　　］

「7つぎたし」の類を答えた人には，

さらに念をおして「～年（つぎたし）ですね」と尋ねる。

　　　　　　　　　　　　　－1一
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102．ずっとここにお住まいですか。お生まれは？

　たのですか。

そこからすぐこちらへいらっしゃっ

居　　　　住　　　　地年齢
（歳） 鶴　岡　市

都道府県　　　　　　　　市郡　　町　　　　　　村

　理　由
（就職・結婚等）

0～ 現住所

～

～

～

～

～

～

※5～15歳の居住経歴の複雑な人には，

　　　　　　　　　　鶴岡市

この期間で一番長く居住した地域を尋ねる。

　　　都道　　　　　　　市

　　　府県　　　　　　　郡

103．あなたの本籍はどちらですか。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　都道
　　　　　　　　　　　鶴岡市　　　　　　　　府県

104．－1．あなたのお父さんの出身地はどちらですか。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　都道
　　　　　　　　　　　鶴岡市　　　　　　　　府県

　　一2．それではお母さんは？　　　　　　　　都道

　　　　　　　　　　　鶴岡市　　　　　　　　府県

　　一3．配偶者は？　　　　　　　　　　　　　都道

　　　　な　し　　　　鶴岡市　　　　　　　　府県

市
郡

市
郡

市

郡

市
郡

D．K．

D．K．

D．K．

D．K．

一
2一
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それでは，今からことばのことについてお尋ねします。まず，絵を見てお答え下さい。

201．【絵】口（ク互）　　　　1．tS　　2．z　　　　9．［

202．【絵】髭（上ゲ）　　　　　L9　　2．　F　　　　9．［

203．【絵】背中（gナカ）　　　1．s　　2．S，g　　　g．［

　　　　　　　　　　　　　　1．○●●　　2．○●0　　　　　　9．　［

204．夏働くと背中からだらだら流れるものを何とおっしゃいますか。

　　　　汗（アセ）

205．【絵】蜂（ハチ）

206．　【絵】　鳩　（ノ、ト）

207．【絵】猫（ネコ）

208．【絵】蛇（ヘビ）

209．【絵】窓（マド）

210．【絵】旗（ハタ）

211．【絵】鈴（スズ）

212．【絵】帯（オビ）

213．【絵】靴（クツ）

214．【絵】柿（カキ）

215．【絵】松（マツ）

216．【絵】西瓜（スイカ）

217．

Ls

1．t∫

1．t

l．k

1．●0

1．X

l．d

1．t

1．●0

1．dz

Lb

1．ts

1．k

l．ts

1．k

2．亭，9

2．z

2．d

2．9

2．○●

2．F

2．－d

2．d

9．［

9．［

9．［

9．［

9．［

9．［

9．［

9．［

2．○○，　（○●）　9．　［

2．～z

2．－b

2．z

2．9

2．z

2．gw，　kW

　　　曜日のなまえについておたずねしますが，

　ぎは何とおっしゃいますか。

　　　　火曜目（カヨウビ）　1．k　　2．　kW

218．【絵】97，98，99　の次は何ですか。

　　　　百（tsク）　　　　L9　　2．　F

　　　　　　　　　　　　　　　　　　－3一

9．［

9．［

9．［

9．［

9．［

9．［

コ
コ
コ
コ

コ
　
⊃
　
コ
　
「
」
コ
　
コ
　
コ
　
⊃
コ
　
コ
　
コ
　
コ
　
コ
　
コ
　
コ

日曜目のつぎは月曜日，では月曜日のつ

　　　　9．［　　　　］

9．［ ］
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219．税金をとりたてる役所を何とおっしゃいますか。

　　　　税務署（jl’イムショ）　1．　dz　　2．　Z　　　9．［　　　　コ

220．口からバーッとはくもの，これを何とおっしゃいますか。

　　　　息（tキ）　　　　　　1．i　　2冷　　3．i　g．［　　　　］

221．【絵】駅（三キ）　　　　　1．e　　2．　g　3．l　g．［　　　　］，

222．【絵】糸（Lト）　　　　　1．i　　2．　g　3．　i　　g．［　　　　］

223．【絵】煙突（三ントツ）　　1．e　　2．　g　3．　i　g．［　　　　コ

224．市でいちばん上の人を「市長」と言いますが，県でいちばん上の人を何とおっしゃ

　　いますか。

　　　　知事（チジ）　　　　1．i　　　2．　i　　　　g．［　　　　］

225．【給】地図（チズ）　　　　1．UI　　2．　i　　　　g．［　　　　］

226．【絵】島（シマ）　　　　　1．i　　　2．　i　　　　g．［　　　　］

227．【絵】墨（スミ）　　　　　1．ur　　2．　i　　　　g．［　　　　］

228．【絵】鳥（カラス）　　　　1．tl　　2．　i　　　　g．［　　　　］

　　　　　　　　　　　　　　　1．●○0　　　2．○●0　　　　9．　［　　　　　　　　］

229．こちらの名産の小さいなすをっける辛い粉を何とおっしゃいますか。

　　　　辛子（カラシ）　　　　1．i　　　2．　i　　　　g．［　　　　］

230．【給】孤（キツネ）　　　　1．uu　　2．　i　　　　9．［・　　　］

231．【絵】団扇（ウチワ）　　　1．i　　2．　i　　　　g．［　　　　］

　　　　　　　　　　　　　　　1．○●0　　　2．○○●　　　　　9．　［　、　　　　　　　］

241．　「あの人はいつも遅れてくるjという時，「いっも」ということをふつう何とおっ

　しゃいますか。

　　1．イツモ　　2．ショッチュー　　3．トース，トーシン　9．［　　　　　　　　　］

242．　「わたくしが留守番をしています」という時，「留守番」ということをふっう何と

　おっしゃいますか。

　　1．ルスバン　　2．ルスイ　　3．ヨスリ　　9．［　　　　　　　　　］

一
4一
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243．　「どうぞこちらへいらっしゃい」とていねいにいう時，「いらっしゃい」というこ

　　とをふつう何とおっしゃいますか。

　　1．イラッシャイ　　2．ゴザへ　　3．ハイッテクネヘン　9．［　　　　　　　］

244．　「くたびれたもう歩けない」という時の「もう」ということをふつう何とおっしゃ

　いますか。

　　1．モー　　2．アド　　9．［　　　　　　　　］

245．うしろから急にワッと大きい声をかけられた時の感じですが，「アッ，どうした」

　とおっしゃいますか。

　　Lオドロイタ　　2．ビックリシタ　3、オボゲタ　4．ハトモタ

　　9．［　　　　　　］

246．みんなの見ている前で失敗して，顔が赤くなるような感じをふっうどんなだと

　おっしゃいますか。

　　1．ハズカシイ　　2．ショ（一）ス（一）　9．［　　　　　　　　］

247．相手からお金をとって物を渡すのは「売る」と言いますが，お金をとらないで

　物を「与える」という時には，ふつうどうするとおっしゃいますか。

　　1．クレル　　2．クエル　　3．ケル　　9．［　　　　　　　　　］

248．【絵】　冬，軒先などにさがるコオリの棒です。これを何とおっしゃいますか。

　　1．ツララ　　2．シガ，スガ　　9．［　　　　　　　　］

249．「このお菓子はコーデうめえちゃ」などのように，「コーデ」という言葉をお使い

　になりますか。（使わないと答えた人には「聞けばわかりますか」と尋ねる。）

　　1．使う　　2．使わないが聞けばわかる　　3．知らない　　9．［　　　　　　　］

251．【絵】手に皮をはめてうちあうスポーツを何とおっしゃいますか。足でけったりは

　しません。

　　1．ボクシング　　2．拳闘　　9．［　　　　　　　］　　　　N．A．

252．東京などのタクシーで，夜中など運転手がお客を乗せるのを断ることがありますが，

　これを何とおっしゃいますか。

　　1．乗車拒否　　9．［　　　　　　　］　　　　　　　　　　N．A．

253．【絵】　近頃の若い女の人のはく。この丈の短いのは何とおっしゃいますか。

　　1．ミニ（スカート）　　9．［　　　　　　　］　　　　　　N．A．
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261．こども（弟・妹）にむかって「朝寝坊をしないで早く起きろ」という時，

　ふつう何とおっしゃいますか。

　　1．オキロ　　2．オキレ　9．［　　　　　　　］

262．あなたが親しい友達にむかっていう時の言葉についていくっかお尋ねいたします。

　　「わたくしたちもいっしょに行こう」という時，「わたくしたち」ということをふつ

う何とおっしゃいますか。

　1．～タチ　　2．～ドモ　　3．～ガタ 9．［　　　　　　　］

263．では，「おもしろい映画だってね。いっしょに見に行かないか」という時，

　　「見に行かないか」ということをふつう何とおっしゃいますか。

　　1．ミニ　2．ミサ　3．ミエ　9．［　　　　］

264．では，「おれも行くから，ちょっと待ってくれ」という時，「行くから」

　ということをふっう何とおっしゃいますか。

　　1．～カラ　　2．～サケ　　3．～スケ　　4．～ハケ　　9．［ コ

265．同じように，親しい友達にむかっていう時の言葉についてもうすこしお尋ねします

　が，「おれも行くけれども早くは行けない」という時「行くけれども」ということを

　ふつう何とおっしゃいますか。

　　1．～ケレドモ　　　2．～ドモ　　9．［　　　　　　　　コ

266．では，「あの人はずいぶんすもうが強かったなあ」と昔のことを話す時，

　　「強かったなあ」ということをふつう何とおっしゃいますか。

　　1．ツヨカッタ　　2．ツイえケ・ツえケ　　3．ツヨイッケ　　9．［

267．では，「どうも，この子（弟・妹）は勉強しないで困る」という時，

　　「勉強しないで」ということをふっう何とおっしゃいますか。

　　L～シナイデ・シねデ　　2．～シナクテ　　3．～サねデ　　4．～サねクテ

　　5．～サナクテ　　　　　9．［　　　　　　　　］

268．

　をふつう何とおっしゃいますか。

　　1．～ナラ（バ）　2．～ダバ

では，「もっと海が静かならいいんだがなあ」という時，「静かなら」ということ

3．～ダラ（バ）　9．［

269．

　をほめていた」という時，ふっう何とおっしゃいますか。

　　1．アナタオ・アンタオ　　2．才め一才　　3．オメトコ　　4．才めコト

　　5．オメバ　　6．アナタ・アンタ　7．オめ一　9．［

］

もうひとつ，親しい友達にむかっていう時の言葉ですが，「（00先生が）あなた

］

］
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270．小学校時代の先生から「あなたは～年生まれですね」ときかれて，「そうです」と

　答える時，ふっう何とおっしゃいますか。

271．尊敬している先生にむかっていう時の言葉についてお尋ねいたします。「この絵は

　あなたがかいたのか」と尋ねる時，ふつう何とおっしゃいますか。

　　1．オカキニ（ン）ナッタ・　　　　　　　・ノ（ン）デゴザイマスカ（1）

　　2．カカレタ　　　　　・　　　　　　　　・ノ（ン）デスカ　　　　（2）

　　3．オカキナリマシタ　・　　　　　　　・ノ（ン）デガンスカ　　（3）

　　4．カカハリマシタ　　・　　　　　　　　・ノ（ナ）ダカ　　　　　（4）

　　5．カカシタ　　　　　・　　　　　　　　・ノカ　　　　　　　　（5）

　　6．カイタ　　　　　　・

　　9．［　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］

301．【絵】（胃）ここにある，食べた物を消化するところを何とおっしゃいますか。

　　　1．i　　　2．9　　　　3．　i　　　　　g．　［　　　　　　　　　　　　］

302．【絵】（絵）景色などを描いた物を何とおっしゃいますか。

　　　1．e　　　2．　g　　　　3．　i　　　　　g．　［　　　　　　　　　　　　］

303．（しみ）洋服の上などに醤浦がこぼれてできるものを何とおっしゃいますか。

　　　1．i　　　　2．　i　　　　　3．∫u　　　　4．∫0　　　　9．　［　　　　　　　　　　　　］

304．【絵】　　（鏡）顔をうつすための　こういうものを何とおっしゃいますか。

　　　　1．ga　　　2．　pa　　　　　3．　Nga　　　4．～Oa　　　　9．　［　　　　　　　　　　　　　　］

305．【絵】（障子）和室のしきりに使うものです。襖ではありません

　　1．∫o：　　2．swo：，9WOI　　　　9．［　　　　　　　　　］

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－7一
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306．【絵】　映画館や演奏会などに入るときに必要なこれを何とおっしゃいますか。

　1．チケット　2．切符　3．入場券　4．券　9．［　　　　　　］

307．昔の「電電公社」，電話や電報を扱っている会社のことを，ふだん，何と呼んでい

　らっしゃいますか。

　1．エヌティーティー　2．エヌテーテー　　3．電電公社　9．［　　　　　　　］

308．小学校，中学校で親や保護者が作っている会のことを，ふだん，何と言っていらっ

　しゃいますか。

　1．ピーティーエー　　2．ピーテーエー　　3．ピーチーエー

　4．父兄会　　5．父母会　　6．保護者会　　9．［　　　　　　　　］

309．【絵】　プロペラの無い，このような飛行機のことを何とおっしゃいますか。庄内空

　港の旅客機などは，これです。

　1．ジェット　2．ゼット　3．ジエット　9．［　　　　　　］

310．【絵】　食べるときに使うこんな道具のことを何といいますか。

　1．フォーク　　2．フオーク　　3．ホーク　　9．［　　　　　　　］

311．【絵】　写真をとる時にカメラに入れるこういう物を何といいますか。

　1．フィルム　　　2．フイルム　　　　9．［　　　　　　　　］

312．【絵】　この動物を何とおっっしゃいますか。山の中にいて，胃は薬にします

　　クマ（熊）　　　1．○●　　　2．●0　　　　9．［　　　　　　　］

313．【絵】　このような機械を何とおっしゃいますか。

　　テレビ　　　　1．●○0　　2．○●○　　’9．［　　　　　　　］

314．【絵】　それでは，この部分は何とおっしゃいますか。

　　チャンネル　　1．●○○0　2．○●●●　　3．○●●0　　9．［　　　　　　　］

315．【絵】　　地図のこの国を何といいますか。米国のごとです。

　　アメリカ　　　1．○●●●　2．○●○0　　9．［　　　　　　　］

316．「分かりません」ということを，親しい友だちにふっう何とおっしゃいますか。

　1．ワカラナイ　2．ワガラネ　3．ワガンネ　　4．ワガネ　9．［　　　　　　　］

317．「朝寝をしたい」という時などの，「したい」ということをふっう何とおっしゃい

　ますか。

　1．シタイ　2．シデ　3．シッデ　9．［　　　　　　］

　　　　　　　　　　　　　　　　　　－8一
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318．親しい友だちに「どこへ行くのか」と尋ねるとしたらどのように言いますか。

　1．ドコニ　2．ドコエ　3．ドコサ　4．ドゴサ　5．ドコハ　6．ドゴハ

　7．ドサ　　8．ドハ　　9．［　・　　　　　］

319．逆に，親しい友だちに「どこへ行くのか」と尋ねられ，「学校へ行く」と答えると

　きには何とおっしゃいますか。

　　1．二　　　2．エ　　3．サ　　　4．ハ　　　9．［　　　　　　］

320．　「野菜の値段が高くなった」という時，「高く（なった）」ということをふつう何

　とおっしゃいますか。

　　Lタカク　2．タガ‘ク　3．タゲク　4．タッガク　5．タッゲク

　　9．［　　　　　　］

321．【絵】　二つの箱をくらべて（大きい方をさし）こちらは（小さい方をさし）こちら

　よりもどうだといいますか。

　　1．オオキイ　2．オッキ　3．オッキー　4．デカイ　　5．デッカイ　6．デッケ

　　9．［　　　　　　　］

322．　「赤ん坊がかわいい」という時の「かわいい」ということをふつう何とおっしゃい

　ますか。

　　1．カワイイ　　2．メッコイ　3．メンコイ　4．メンゴイ　9．［　　　　　　　　］

323．「面白い」というのを，もっと短くしたこの辺の言い方では何と言いますか。

　　1．オモシロイ　　2．オモシエ　　3．オモシ　　4．オモセ　9．［　　　　　　　］

324．「教える」ということを，もっと短くしたこの辺の言い方では何と言いますか。

　　1．オシエル　　2．オシェル　3．オセル　　9．［　　　　　　　］

325．〈リスト〉次の文をこの土地の言い方に直して言ってみてください。

　　　［　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］

401．仮に日本中どこでも好きな所に住んでいいということになったら，あなたはどこに

　住んでみたいと思われますか。

　　1．鶴岡　　2．庄内　　3．山形県　4．　　　　　　県　　　なし　　N．A．

402．〈リスト〉　東京に親せきとかお知りあいとかがありますか。

1．行き来　　　2．電話

1．なし　　　9．［

3．文通　　　4．つき合っていない

　　　　］　　　　　　　　’N．A．

　　・・9一
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403．この半年間に遠くへおいでになったことがありますか。

場　　　所 用　　　件 滞在日数

秋田方面は？
一一一●一一●一一一一一一一一一一 一一一一鍾●一一一●一一一●一一一一一一一一一

＿　　一　　一　　■　　＿　　一　　一　　●　　一　　一　　■　　一　　●　　●　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一

一一一一一一一一一一

新潟方面は？
一一一一一一一一一一●一●一一一一

一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　≡　　一　　●　　●　　一　　一　　一　　一　　⇔ 一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　●　　●　　一　　一　　●　　一　　一　　一　　一　　■■　一 一　　一　　一　　一　　一　　㊨　　一　　一　　●　　一

山形方面は？
一一一一●一一一一一●一一一一一一

＿　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　●　　●　　一　　一　　一　　●　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一 一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一

●一一●一一一一一一

東京方面は？
一一一一一一一一一一一一一一一一●

●　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　’　　一　　一　　一　　一　　●　　一　　●　　一　　一　　一　　一　　●　　一 ●■　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　≡　　一　　●　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一 一　　一　　一　　一　　一　　’　　⇔　　●　　一　　●

関西方面は？
一一一一一一一一一一一一一一一一一

一　　一　　一　　一　　一　　●　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一 “　　一　　一　　一　　一　　一　　●　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一

●一●一一一一一一一

そのほかには？

404．あなたは1日にテレビをどのくらいごらんになりますか。

　　1．30分以下　2．1時間以下　3．1時間30分以下　4．2時間以下　5．2時間30分以下

　　6．3時間以下　7．3時間30分以下　　8．4時間以下　　9．4時間超　　　N．A．

405．ラジオはどうですか。

　　1．30分以下2．1時間以下3．1時間30分以下4．2時間以下5．2時間30分以下

　　6．3時間以下　7．3時間30分以下　　8．4時間以下　　9．4時間超　　　N．A．

406．ラジオやテレビのニュースでは庄内地方や鶴岡のことを取りあげたニュースと，

　東京や全国のニュースとでは，どちらが好きですか。

　　1．鶴岡　　2．全国　　3．どちらでもない　　4．聞かない　　　　　N．A．

407．新聞は毎日お読みですか。

　　1．毎日　　2，時々　　3．読まない　　　　　　　　　　　　　N．A．

408．何新聞をお読みですか。（全国紙と地方紙の両方をあげた者に対して）どちらを多

　く読みますか。

　　　全国紙　：朝日・毎日・読売・産経・日経・（　　　　　　　　　）

　　　地方紙　：　山形・荘内・（　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　その他　：　（　　　　　　　　　　　）　　　　　　　　　　N．A．

409．〈リスト〉　あなたは次の2つの意見のうち，どちらに賛成ですか。

　　　「どちらかといえば」という程度でも結構ですからお答え下さい。

　　1．伝統　　　　2．改変　　　　　　　　　　N．A．
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410．お宅で家族の方たちといろいろお話をなさる時のことばは鶴岡弁ですか。

　　それとも標準語ですか。いろいろ混りますか。

　　　　　　　　1．標準語　2．方言　3．混ざる　　　　　　N．A．

　　近所の顔見知りの方とお話なさる時は？

　　　　　　　　1．標準語　2，方言　3．混ざる　　　　　　　N．A．

　　鶴岡の人で顔見知りでない方もおありでしょうが，そういう人とお話なさる時は？

　　　　　　　　1．標準語　2．方言　3混ざる　　　　　　　N．A．

　　旅の人などにお話なさる時は？

　　　　　　　　1標準語　2．方言　3．混ざる　　　　　　N．A．

41L〈リスト〉　あなたは鶴岡弁についてどんなふうに感じますか。

　　　　　　1軽快　　2．重苦しい　3．どちらとも

　　　　　　1．深み　　2．薄っぺら　　3．どちらとも

　　　　　　1．好き　　2．きらい　　3．どちらとも

それでは東京弁についてはどんなふうに感じますか。

　　　　　　1軽快　　2．重苦しい　3．どちらとも

　　　　　　L深み　　2．薄っぺら　　3．どちらとも

　　　　　　1．好き　　2．きらい　　　3．どちらとも

N．A．

N．A．

N．A．

N．A．

N．A．

N．A．

412、あなたが入っていらっしゃる団体や組合といったものについてうかがいます。

　まず，スポーツやレクレーション，趣味の会，文化団体に入っておられますか。

　（入っている場合）その団体の正式な名前を教えて下さい。

　　　　　　　　　　その団体で役員をしておられますか。

　　　　　　　　　　前には役員をしておられましたか。

　（役員をしている場合）どんな役ですか。

　　　加入

　　　　　　（1．役員　2．非役員　）　　3．非加入　　N．A．

　〈社会人のみに〉　町内会や婦人会，青年団，PTAなどではどうですか。

　　　加入

　　　　　　（1．役員　2．非役員　）　　3．非加入　　N．A．

　〈学生のみに〉　　学校で何かの役員（委員）をしていますか。

　　　加入

　　　　　　（1．役員　2．非役員　）　　3．非加入　　N．A．
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413．〈リスト〉　鶴岡弁について次のような意見があります。あなたはどちらの意見に

　　賛成なさいますか。

　　　　　　　　　1．改変　　　　2．保存　　　　　　　　　　NA、

414．〈リスト〉　ここで行われているこの6種類の選挙の中で，あなたがいちばん関心を

　　おもちなのはどれですか。

　　　1．衆議院　2．参議院　3．知事　4．県会議員　5．市長　6．市会議員　　NA．

415．あなたはどの政党を支持しておられますか。

　　（2つ以上あげたとき）どちらの政党をより強く支持しますか。

　　（「支持なし」と答えた場合）それではどの政党に好感をもっておられますか。

　　　1．自民　　2．社会　　3．民社　　4．公明　　5．共産

　　　6．その他（　　　　　　　　）　　　支持なし　　　N．A．

416．昔，士族でいらっしゃいましたか。

　　　　1．士族　　　　2．以外　　　　　　　N．A．

417．あなたの今のお仕事は（できるだけ詳しく）

　　　　主婦　学生　無職

　　〈リスト〉そのお仕事は，このうちどれに当てはまりますか。

　　　　1．専門的・技術的　　2．管理的　　3．事務　　4．販売　　5．農林・漁業

　　　　6．採鉱・採石　　7．運輸・通信　　8．技能，生産および単純作業者　　9．保安

　　　10．サービス　　ll．その他（　　　　　　　　　）　　　NA．

418．学校はどこまでおいでになりましたか。

　　　1．なし　2．小　3．高小4．新中　5．旧中　6．新高　7．旧高　8．専9．大

　　10．その他（　　　　　　　　　　　）　　　　　　　　　N．A．

　　　　　　　1．卒業　　2．中退　　3．在学中

　　その学校は何県（何市）にありましたか。

　　　　　　　鶴岡市　　　山形県　　　　　　　　　県　　　　N．A
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105

ロ

205

　　　　　午前

終了時刻

　　　　　午後

時 分（調査時間： 分）

どうもありがとうございました。

ところで，～さんのお宅（～駅，市役所，郵便局）はどちらでしょうか。

　1．標準語　　2．方言　　3．混ざる

503．

504．

調査全般の被調査者のことば〔調査員判定〕

L正しい　2．共通語だがどこ　3．共通語が　4．共通語を　5．共通語が

　共通語　　となくちがう　　　混ざる　　話さない　通じない

一 1．調査に対する態度〔調査貝判定〕

　　　　　　　　　1．積極的　　2．ふっう3．消極的　　4．拒否的

一2．調査した場所

　　　　　　　　　1．自宅　　2．勤務先

　　　　　　　　　1．部屋の中　2．玄関先

一3．同　席　者　　　1．本人のみ　2．配偶者3．子ども　　9．［

－4．反応までの時間　1．長いほう　2．普通　3．短いほう　9．［

－5．質問に対する問いかえし

　　　　　　　　　1．多いほう　2．普通　　3．少ないほう

コ
コ

【メモ欄1

一
13．
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調査員記録簿（ランダム） （り1鶴岡調査）

氏名： ヨミ： 男・女 Tel．

No． 住所：

昭和　　年　　月生 備考：

日 曜日 時　　刻 接触の相手 調査員

－
占
9
一

前・後　　　　時　　　分
前・後　　　　時　　　分

本人・家人・他（　　　）／不在
本人・家人・他（　　　）／不在

3
4

前・後　　　　時　　　分
前・後　　　　時　　　分

本人・家人・他（　　　）／不在
本人・家人・他（　　　）／不在

P
O
ρ
り

前・後　　　　時　　　分
前・後　　　　時　　　分

本人・家人・他（　　　）／不在
本人・家人・他（　　　）／不在

ワ
．
8

前・後　　　　時　　　分
前・後　　　　時　　　分

本人・家人・他（　　　）／不在
本人・家人・他（　　　）／不在

9
1
0

前・後　　　　時　　　分
前・後　　　　時　　　分

本人・家人・他（　　　）／不在
本人・家人・他（　　　）／不在

く

B

イ．回収（　月 日）

n．未回収：回収予定日（　E

ハ．回収不能
　　　理由（拒否・その他）
　　　　　　その他）　→具体的に

日）　回収予定者（ ）

イ．回収（　月 日）

ロ．回収不能と決定した日（　　月 日）

当雛遼覆間中一購触できず・病気儲難聴

　　　　　　具体的に

備考（原簿の誤り・その他） 留置　面接　Tape
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206．
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218．

う

97198，99
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言語生活調査票

言語生活調査 （，91鶴岡調査）

　日常生活の中でふだん使っておられることばやことばに対するご意見をお尋ねします。

むずかしく考えないでお答えください。

1．あなたは，きのう一日，どんなことをしましたか。っぎの中から思い出して，○印を

　つけてください。○印はいくつつけてもかまいません。

［家で話をしましたか］

　1．相談　　2．言い争い　　3．家人に注意やこごと　　4．用事の話　　5．さしずした

　6．さしずされた　7御用聞き・集金人・セールスマンとの応対　　8．その他お客と応対

（家人との雑談は）　　　1朝食のとき　2．昼食のとき　　3．夕食のとき

　　　　　　　　　　　4．お茶・夜食のとき　　5．その他

［職場や学校や会合で話をしましたか］

　1．先生や上役の人と　　2．友だちや同僚と　　3．部下や生徒と　　4．客と

　5．あまり心安くない人と　　6．はじめての人と

　1．質問　　2．相談，打合せ　　3．交渉，話し合い　　4．会議　　5．さしずした

6．さしずされた　　7．雑談

［聞きましたか］

　1．ラジオ　　2．テレビ　　3・宣伝カーの放送　　4．その他街頭放送　　5．外国語

　1．演説　　2．抗議・訓話・説教　　3．駅などの案内・お知らせ　　4．放送のニュース

［読みましたか］

　1．新聞　　2週刊誌　　3．その他の雑誌　　4．教科書・参考書　　5辞書　　6．外国語

7．小説の本　　8．漫画　　9．その他の本

［書きましたか］

　1．日記　　2．はがき　　3．手紙　　4．wa場での書き物　　5．署名　　6．その他の文章

　1．伝票　　2．帳簿　　3．家計簿　　4．メモ　　5．ノート　　6，届・申込みその他の書類

（筆記用具は何を使いましたか）

　1．鉛筆　　2．万年筆　　3．筆　　4．ペン　　5．ボールペン　　6．サインペン

　1．タイプライター　　2．ワープロ
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言語生活調査票

　以下の質問の回答は，特にことわらない限り，選択肢のなかから1つだけ選んで○印を

つけてください。

2．　あなたは，近所の人とおしゃべりをするのが好きですか。

　　　　1．好き　　2．どちらかといえば好き　　3．どちらかといえば嫌い　　4．嫌い

3．　集会や会議などに出席するのは好きですか。

　　　　1．好き　　2．どちらかといえば好き　　3．どちらかといえば嫌い　　4．．嫌い

4．　人前で話ができるほうですか。

　　　　1．できる　　2．どちらかと言えiまできる　　3．どちらかといえばできない

　　　　4．できない

5．　他人と話をするとき　　自分のことばが気になるほうですか。

　　　　1．非常に気になる　　2．少し気になる　　3．あまり気にならない

　　　　4．全熱気にならない

6．　旅先で，あなたは見知らぬ人に気軽に話しかけるほうですか。

　　　　　1．はい　　　　　　2．いいえ

7．　旅先で，あなたは見知らぬ人に話しかけられたら気軽に応じるほうですか。

　　　　　1．はい　　　　　　2．いいえ．

8．　あなたは，ご近所の方とどの程度のおつき合いがありますか。

　　　1．あいさっをかわす程度の人だけ　　2．世間話をする程度の人だけ

　　　3．親しくつき合っている人が数人いる　　4親しくつき合っている人がかなりいる

　　　5．ほとんどつき合いがない

9．「標準語で話すと話の真実味が少ない」という人がいます。あなたはこの意見に賛成

　ですか。

　　　　　1．全く賛成　　どちらかといえば賛成　　3．どちらかといえば反対

　　　　4．全く反対

10．「方言まるだしでも話が通じればよい」という人がいます。あなたはこの意見に賛成

　ですか。

　　　　　1．全く賛成　　2．どちらかといえば賛成　　3．どちらかといえば反対

　　　　　4．全く反対
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言語生活調査票

11．「小中学校で，方言のよさを見直す教育をすべきだ」という人がいます。あなたはこ

　の意見に賛成ですか。

　　　　　1．全く賛成　　2．どちらかといえば賛成　　3．どちらかといえば反対

　　　　　1．全く反対

12．日記とか友人に出す手紙を書くときに，方言が混ざることがありますか。

　　1．ほとんど方言で書くことが多い　　2．方言がかなり混ざることがある

　　3．方言と標準語がほぼ半々のことがある　　4．方言がすこしは混ざることがある

　　5．方言が混ざることはまったくない

13．あなたは庄内が好きですか。

　　　　　1．好き　　　　　2．嫌い 3．どちらともいえない

14．あなたはこの地方に伝わる文化を後世に残すべきだと思いますか。

　　　　　1．思う　　　　2．思わない　　3．どちらでもよい

15．あなたの標準語の手本は何だったと思いますか。

　あてはまるものを1つ，あるいは2つ選んで○印をつけて下さい。

　　　　　1．家族のことば　2．知人・親戚のことば　　3．教師のことば

　　　　　4．書物・新聞・教科書　　5．テレビ　6職場の人たちのことば

　　　　　7．わからない　　＆特になし

　　　　　9．その他（ ）

16．あなたが話をしているとき，使っていることばからよその地方の人に出身地を当てら

れたらどのような感じがしますか。1っ選んで○印をつけて下さい。

　　　　　1誇らしく思う　　2．いやな感じがする　　3．何とも感じない

　　　　　4．よく当てたと思い面白く感じる　　5．わからない

　　　　　6．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

17．ことばに関係なく，紹介などで他の地方の人に出身地を知られたらどのような感じが

　しますか。

　　　　　1．誇らしく思う　　2．いやな感じがする　　3．何とも感じない

　　　　　4．わからない　　　5．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　1誇らしく思う
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言語生活調査票

18．自分の子どもや孫にはどんなことばを使ってほしいと考えていますか。

　　　　1標準語だけを使ってほしい

　　　　2．場合によって，標準語と庄内弁を使い分けてほしい

　　　　3．庄内弁だけを使ってほしい

　　　　4．どちらでもよい　　　　　5．わからない

　　　　6．その他（　　　　　　　　　　　　）

19．最後にお尋ねします。

　　　　1．1～2人

　　　　5．5～6人

「数人」といったらだいたい何人くらいのことですか。

2．2～3人　3．3～4人　4．4～5人

6．6～7人　7．7～8人　8．その他（　～　人）

20．このアンケートにご記入くださったのはいつですか。

　　　　　　　　　月　　日の朝・昼・夕方・夜ごろ

　日常のことば，目本語全般について何かご意見がございましたら，

結構ですので，下の余白に自由にお書きください。

どのようなことでも

　ご協力ありがとうございました。

　このアンケート用紙は調査員がお伺いしましたときにお渡しください。なお，お礼の粗

品を用意しておりますので，調査員からお受け取りください。

平成3年11月

国立国語研究所
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鶴岡市民各位

ことばの調査のお願い お願いの内容

　突然お手紙をさしあげます。

　私ども国立国語研究所では，これまで永年にわたり全国各地でことばの実態調

査を行ってまいりました。当鶴岡市でも，昭和25年と昭和46年の2回にわたり多

くの市民の方々にご協力をいただき，貴重な成果をあげることができました。

　このたび，その後20年間のことばの変化をあとづける目標をかかげて，再度，

鶴岡市で調査することを企画いたしました。今回は，市民の皆様の中から500人の

方にお目にかかり，ことばについておうかがいしたいと存じます。

　このほど市役所のご協力を得て，お会いする方を統計学的な方法で公平に選び

ましたところ，あなたがその対象となりました。何かとお忙しいところ勝手なお

願いを申上げて恐縮ですが，どうぞご協力くださいますようよろしくお願いいた

します。

　ご協力いだきたいことは，っぎの二っです。

（1）同封のアンケート（『言語生活調査』）に，あなたご自身で，お答えくだ

　　さい。

（2）きたる，11月22日（金）から11月29日（金）までのうち，ご都合のよいと

　　きに，私どもの調査員がお訪ねします。

（3）そのときに，ご記入済みのアンケート用紙をお渡しください。

（4）お肪ねするのにご都合のよい日時については，鯛査員が直接連絡してうかが

　　います。

（5）調査員がお聞きする質問にお答えください。質問は，ふだんお使いのことば

　　についての簡単な内容です。30分ほどで終わりますので，どうぞご協力くだ

　　さいますようお願いします。

（6）なお，お礼の粗品を用意しておりますので，調査員からお受け取りください。
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（1）同封のアンケート用紙（『言語生活調査』）にご記入いただくこと。

（2）お宅に直接お訪ねする当研究所の所員（または，当研究所の委嘱した研究

　　者）にお会いくださった上，簡単な質問に答えていただくこと。

　調査結果は性別，年齢別，出身地別などのようにグループにまとめて集計しま

す。お名前やお答えの内容など個人的な事柄は決して公表することはございませ

んので，安心してふだんのままをお答えください。また，ご家族の方を代人とす

るのではなく，あなたご自身でお答えいただきたく存じます。

　以上突然ですが，上記趣旨をご理解のうえ，なにとぞご協力くださいますよう

重ねてお願い申し上げます。

平成3年11月

国立国語研究所
所長　水谷　修

【担当研究室】

　国立国語研究所　情報資料研究部第二研究室

　　　　　　　　　　（江川　清・米田　正人）

　〒115　東京都北区西が丘3　・・　9－14

　電話　03－3900－3111（内線225）

【鶴岡での連絡先】

　11月21日から11月29日までの調査期間中は，下記にご連絡ください。

　鶴岡ホテル

　〒997　鶴岡市本町2－1－18

　電話　0235－－22－1135（代）

　　（「国立国語研究所の調査本部」を呼び出してください。）



付 記

本書を刊行するにあたっては刊行物検討委員会が研究所内に設置され，各委員より内容

と表現に関するコメントを得た。委員は次のとおりである。

委員長

委　員

委　員

委　員

熊谷康雄

尾崎喜光

野山　広

米田正人

情報資料部門・部門長

研究開発部門・言語生活グループ主任研究員

日本語教育基盤情報センター・整備普及グループ長

情報資料部門・上席研究員
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井上史雄

江川　清

佐藤亮一

米田正人

執筆者一覧

明海大学外国語学部目本語学科・教授

IV

広島国際大学心理科学部・教授

皿

フェリス女子大学・名誉教授／独立行政法人国立国語研究所・名誉所員

H

独立行政法人国立国語研究所情報資料部門・上席研究員

1，V　（，　VI，皿，　V肛，　IX）

編集協力者一覧

礒部よし子

米田純子

梁　敏鏑

関崎博紀

太田幸代

独立行政法人国立国語研究所情報資料部門・研究員

独立行政法人国立国語研究所情報資料部門・研究員

東北大学大学院文学研究科国語学研究室（大学院博士課程3年在学）

学校法人文際学園日本外国語専門学校　専任講師

中央大学文学部国文学科　非常勤講師
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　　　　地域社会の言語生活

一 鶴岡における20年間隔3回の継続調査一

平成19年（2007年）3月20日

独立行政法人国立国語研究所

〒190－8561東京都立川市緑町10－2

電話　042－540－4300（代表）

URL　http：／／www．kokken．go．jp

印刷：株式会社ノマド

　　　〒1600004東京都新宿区四谷1－7

　　　電話　035367・8289

平18－12


